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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　藤ふじ崎さき空くう　１







　ニューヨーク、マンハッタン。

　ここは恋こい人びと同士が愛を語り合うので有名な、夜景を見み渡わたせるレストラン。

　十二月のニューヨークは、クリスマス用のイルミネーションに華はなやかに彩いろどられて、いつにも増して美しい。

　ビルとビルの間、遠くに、エンパイア・ステートビル前の巨きよ大だいなクリスマスツリーが、色とりどりのライトを煌きらめかせている。

　二人の間には、すごく美味おいしかったフルコースの最後のデザート。

　シャンパングラスに、ロマンティックなキャンドルの灯ひが揺ゆれている。

「オレ……」

　オレは、勇気を出して、夜景から、向かいの席に座った男に視線を戻もどす。

　彼は、仕立てのいいスーツを、その逞たくましい身体からだできっちりと着こなしている。

　いつでもきちんと整えられた、茶色がかった髪かみ。

　その怜れい悧りな容よう貌ぼうをますます強調する、知的な銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。

　……ああ、ドキドキして死にそう……！……だけど、今日こそ……！

「……オレ、おまえが好きだ！」

　彼は、その美しい褐かつ色しよくの瞳ひとみでオレを見返す。

　……ああ、見つめられるだけで、身体がトロトロに熔とけそう。　>>>♥

「いや、そんな言葉だけじゃ足りない！　オレ、おまえのこと死ぬほど愛してる！」

「……藤崎さん」

　彼のその低い美声は、耳たぶを愛あい撫ぶし、オレの心を揺らす。

　……ああ、この声で甘い言葉を囁ささやかれてみたい……！

「今夜、オレのすべてをあげてもいい！」

「……藤崎さん？」

　ろうそくの光に照らし出された、そのグラビアモデルみたいに完かん璧ぺきな美び貌ぼう。

　……ああ、彼はなんてハンサムなんだろう……。

「いや、っていうか、むしろ、今夜オレを抱だいちゃって欲しいんだ！」

「藤崎さん」

　オレは、テーブルの上に身を乗り出して、

「部屋に戻ったら、アンナコトやコンナコトや、もっとすごいコト……！」

「……へえ～、楽しそうだな。どんなすごいコト？」

　後ろから耳元に囁かれた、耳慣れた声に、オレは飛び上がる。

「うわあああーっ！」

　振ふり返ると、そこに立っていたのはオレが所属するアメリカーナ・エアラインの乗務員クルーたち。

　運航コツク乗務ピツト・員クルーでは、機長の皇こう賀がさん、そして副コー操・パ縦イロ士ツトの有あり川かわさん。皇賀さんはアメリカーナ・エアラインの中ですごく尊敬されてる機長。有川さんは若いけど、その彼のコー・パイロットをするほどの人。二人が操縦する飛行機に毎回乗れるなんて、すごく光栄だ。

　客キヤ室ビン乗・ア務テン員ダントでは、篠しの原はら慎しん也やさんとロバート・ラウさん。篠原さんは客室責任者であるチーフ・パーサー、彼の同期のラウさんは、アシスタント・パーサーを務めることが多い。

　このレストランは、格が高いわりに服装コードがゆるくてネクタイ着用の規定がない。

　ニューヨーク便の時にはしょっちゅう来るから、レストランの支配人とも顔見知りだし。

　それをいいことに、みんなセーターにスラックス、みたいなラフな普ふ段だん着ぎだ。

　オレの耳に甘い声で囁いたのは、皇賀機長だったらしい。

「なななな、なんでみなさんお揃そろいでっ？」

　オレが叫さけぶと、皇賀機長は洒落しやれた仕草で肩かたをすくめ、

「そりゃ、飯くらい食いに来るだろう？　ここはアメリカーナ・エアラインの指定ホテルだ。今回のフライトでニューヨークに来たメンバーは、全員泊とまっているんだよ？」

　そう。オレたちはこのロマンティックなレストランでデートしてたわけじゃなくて。

　明日のフライトが早いから、寝ね坊ぼうしないように一番手近なここに来ていただけなんだ。

「機長たちが後ろから来てること、なんで教えてくれないんだよ、九く條じよう！」

　オレが言うと、九條は冷静な声で、

「さっきからずっと言おうとしていましたが、藤崎さんが聞いてくれなかったんですよ」

　オレは、うっと言葉に詰つまる。篠原さんが、皇賀機長に向かって言う。

「機長、あちらに席の用意ができたようです。ウエイターが呼んでいますよ」

　それからオレに、

「食事の途と中ちゆうで邪じや魔まをして悪かったね。ぼくたちはあっちの席に移るから、帰る時に声をかけてくれる？　明日の連れん絡らく事じ項こうがあるから」

　篠原慎也さんは、綺き麗れいな琥こ珀はく色いろの目と、薄うす茶ちや色いろの髪をした、すごい美青年だ。

　チーフ・パーサーを務めるくらいだから仕事ができるし、とても頭が切れる人なんだけど、オレたちに接する時でも、高飛車なところなんて欠片かけらもなくて、すごく丁てい寧ねいだ。

　彼に憧あこがれているキャビン・アテンダントが、男女を問わずめちゃくちゃ多いこともうなずける。

　すらりとした見かけによらず、実はボクシングのプロライセンスを持っていてすごく強いらしいし、本気で怒おこらせたらけっこう怖こわいらしい（と彼と同期のラウさんが言ってた）。

　だけど、普ふ段だんの彼はとっても優やさしくて、格好よくて。

　優しい顔でにっこりされると、オレはいつでもうっとりしてしまう。

「帰る時にはごあいさつさせていただきますっ！」

　言うと、彼はその端たん整せいな顔にふわりと笑えみを浮うかべてくれる。

　……ああ、憧れの篠原さんの笑み。やっぱりいつ見てもうっとりする……！

「クーちゃん、明日はホテルを五時出発だ。これからエッチになだれ込んだんじゃ、明日のフライトまでに終わらないぜ？　クーちゃんみたいなタイプは可愛かわいい顔して激しそうだからなあ」

　笑いながら言ったのは、ロバート・ラウさん。オレは、

「ラウさん！　いつものことだけど、飛行機を降りたあなたは、めちゃくちゃ下品です！」

　言うと、彼は豪ごう快かいに笑って、

「健康のため、飛行機の中では上品、プライベートでは下品にいくことに決めてるんだ、おれ」

　彼は中国系アメリカ人で、大だい富ふ豪ごう・ラウ一族の一員……ってことはすごいお坊ぼつちゃまのはず。

　だけど、鍛きたえられたがっしりした身体は、とてもそんな令息には見えない。

　言こと葉ば遣づかいはぞんざいだし、どんな場所のどんなゲテモノ料理でも平気で平らげるという伝説を持つ人。大富豪の令息というより……秘境の現地ガイドとか言われた方がしっくりくるかも。

　彼は、篠原さんの方を向いて、

「シンヤ、クーちゃんたちもがんばるっていうし、おれたちも朝までがんばろうよ」

「がんばる？」

「そう。朝まで、アンナコトとか、コンナコトとか……」

　慎也さんは、その形のいい眉まゆをきゅっと上げただけで、その言葉を無視して踵きびすを返す。

「ああ、シンヤ～。イエスと言ってくれとは言わないよ～。せめて無視しないで～」

　情けない声で言って、篠原さんの後を追う。

　……ラウさんは黒くろ髪かみと翡ひ翠すい色の目をした、黙だまっていれば実はすごい美形なんだけど……なんだかいつも雰ふん囲い気きが三枚目なんだよね。

「せっかくデート気分を味わっていたのに台無しです！　さっさとご自分のお席へどうぞ！」

　オレが睨にらみ上げると、皇賀機長は楽しそうに笑い、

「まあまあ、少なくとも前菜からデザートまではデート気分が味わえたんだろ？」

　言って、オレの食べかけのレモンとカスタードのシャーベットを勝手にバクバク食べて、

「ああ、けっこう美味だぞ！　新しいメニューだろ、このデザート？」

「うう～、ちょっとは遠えん慮りよしてくださいよおっ！」

　オレが叫ぶのに笑って、皇賀機長は後ろを振り向いて、

「これをオーダーしなさい、桂けい人と。つまみ食いしてあげる。私と間接キスだよ！　嬉うれしい？」

　有川さんに話しかける。有川さんは、そのお人形みたいな無表情をまったく動かさないまま、

「甘い物は苦手です。それに、あなたと間接キスなどまっぴらです」

　……その卓たく抜ばつした飛行テクニックと、いつでも自信たっぷりの態度から、アメリカーナ・エアの空の帝てい王おうと呼ばれる皇賀機長に、こんなことを言えるのは、この人くらいだぞっ……。

　有川さんは、まだ経験が浅いから職位はコー・パイロットだけど、恐おそろしいほどの才能を持った天才的なパイロットだって、皇賀機長が言ってた。

　アメリカーナ・エアでも、一、二を争う名パイロットだって噂うわさされてる皇賀機長が言うんだから、本当にすごい才能なんだろう。皇賀機長は、有川さんをめちゃくちゃ信しん頼らいしているし。

　しかも、彼は才能があるだけじゃなくて、真っ白な肌はだと、黒い瞳の、まるで精せい巧こうに作られたお人形みたいなすごい美人。

　動どう揺ようしたところなんか想像できないそのクールな表情が、その美貌をさらに際立たせてる。

　篠原さんを見てる時にはほんわかした気分でうっとりできるんだけど、有川さんを見てると、あんまり綺麗すぎて、なんだか魂たましいごと持っていかれてしまいそう。

　皇賀機長が、有川さんがいないところでは、彼のことをこっそり『彼は私の空の女神だ』って自じ慢まんしてるわけが、なんとなく解わかる気がする。

　有川さんはオレを見て、皇賀機長に接する時とは比べモノにならないくらい優しい声で、

「お騒さわがせしてすまなかった、藤崎くん。どうか続けて」

「うっ、続けてと言われても……ええと……」

　オレは、有川さんの美び貌ぼうを見上げて言う。

「……聞こえてました？」

　有川さんは、オレを安心させようとするかのように、その頰ほおに美しい笑みを浮かべてくれる。

「いや、少しも」

　皇賀機長にあれだけ聞かれてたんだ。一いつ緒しよにいた彼にだって、オレのマヌケなセリフは全部聞こえてただろう。でも彼は、紳しん士し的に聞こえなかったフリをしてくれる。

　……うう、美人なだけじゃなくて、オレにはとっても優しい人なんだよおー……！

「席が準備できたようだから、もうお邪魔はしないよ、ごゆっくり」

　言って、踵を返す。

「ええ？　行ってしまうのか？　このテーブルにお邪魔して、ダブルデートにしよう、桂人」

「今は勤務時間外です。プライベートに立ち入るのは彼らに失礼です。それから……」

　凍こおり付きそうな冷たい目で皇賀機長を見つめ、

「私を、名前で呼ぶのはおやめください。有川、と名字で呼んでいただけますか？」

「今は勤務時間外なんだろう？　そんなに冷たくすることは……」

　皇賀機長は言い、有川さんに黙ったまま睨まれて、

「はいはい。それじゃ、デートを楽しみたまえ。仕事フライトに支障が出ない程度に、ほどほどに！」

　言って、ひらひらと手を振ふって、テーブルを離はなれていく。二人の後ろ姿を見送ったオレは、

「……もう！　ホントに、せっかくのデートが台無しじゃんっ！　な、九條！」

「藤崎さん。その日本語の使い方は正しくありません」

　オレの向かいに座ったハンサムは、冷静な表情を崩くずさずに、

「もともとこれはデートではなく、ただの夕食ですから」

「……うっ。なんて冷たいんだ……」

　オレの名前は、藤崎空。二十五歳。

　アメリカーナ・エアラインに入社して四年目のまだまだヒヨッコ。

　日本にある四年制大学の英文学部を出て、有名企き業ぎようアメリカーナ・エアラインに入社した。

　今は、キャビン・アテンダントという仕事をしてる。

　キャビン・アテンダントっていうのは、日本語で言えば客室乗務員。

　今は、男女差別がどうのこうので業界の正式用語では使われないけど、一いつ般ぱんによく言われた『スチュワーデス』の男性版。『スチュワード』って呼ばれてたあれだ。

　飛行機の客室キヤビンでお客様のお世話をし、いざという時には冷静に対処してお客様の安全を守るっていう仕事をしている。

　入社するのは意外にスムーズだったけど（ほかの受験生たちは留学経験のあるエリートっぽい人ばっかりだったから、オレが受かったのは多分マグレだし）、入社後にアメリカであった訓練はめちゃくちゃ厳しかった（試験がめちゃくちゃたくさんあって、その全部で合格基準点を取ってないと落第になって内定取り消しで国に送り返されちゃうっていう……）。

　でも、めちゃくちゃがんばってその試練を乗り越こえただけあって、今の仕事は、すごく楽しくて、すごくやりがいがある。

　仕事をこなせるようになって、ファースト・クラスの担当になって、いつか、憧あこがれのチーフ・パーサーを務めるのが夢だ。

　それからオレには、もう一つ夢がある。

　それは……目の前にいるこの男を、オトすこと。

　彼は九條高たか章あき。オレより年下の二十三歳。入社したばかりの新人キャビン・アテンダント。

　オレより頭一つ分は背が高い、モデルみたいなスタイル。

　大人おとなっぽいハンサム顔と理知的な銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、クールな雰囲気が……めちゃくちゃオレの好み。

「あのさ。さっきの話の続きなんだけど」

　オレは彼の顔を上うわ目め遣づかいに見上げて、

「オレのこと、今夜抱だいちゃわない？　オレ、絶対、抱き心ごこ地ちいいし……」

「部屋に帰りますか」

　オレの言葉を遮さえぎるようにあっさり言われた彼の言葉に、オレは逆にビックリして、

「えええっ？　いいの？　オレとエッチなコトしちゃうのっ？」

　彼は指を上げてウエイターに会計の合図をする。あきれたような顔でオレを見て、

「明日早いので、さっさと部屋に帰ろうと言っただけです。藤崎さん、もう寝ねないと、明日また起きられなくて、遅ち刻こく寸前になりますよ？」

　冷静な声で言われて、オレはがっくりと肩かたを落とす。

「そういうことかあ。がっかりー」

「それ以外の何があるというんです？」

「あーあ。こんなにハンサムなのに、なんでそんなに冷たいの？」

　彼は、ウエイターが持ってきた伝票にサインをしながら、平然とした声で、

「冷たくした憶おぼえはありません。先せん輩ぱいに対する最低限の礼れい儀ぎは尽つくしているつもりです」

「そこが冷たいって言うんだよおっ！」

　オレは叫さけんで、深いため息をつく。

　……ああ、全然脈なし。全然優やさしくない。

　……だけどオレ、この男のこと、こんなに好きなんだよなあ……。

　彼と出会ったのは、一年前。

　オレが今にも増して危なっかしいキャビン・アテンダントで、まだ彼が大学生だった頃ころだ。

　その時、彼はお客様としてオレが乗っている飛行機に乗ってきた。

　彼とオレの出会いには……他人に話したらきっと笑われちゃうような些さ細さいな、でも当人のオレにはすごく怖こわかった事件が関係している。

　オレは初めて会った瞬しゆん間かんに、九條を運命の人だと思った。

　でも彼は、名前すら教えてくれずにあっさりと飛行機を降りてしまい、オレはもう彼に二度と会えないと思ってけっこう落ち込んだ。

　彼を運命の人だと思ったのは間ま違ちがいだったのか、と思ってめちゃくちゃ苦しんだ。

　でも、「入社してからの体験談を話して」って頼たのまれて講義に行った、本社の新人キャビン・アテンダントの訓練所で……彼に再会した。

　それ以来、オレは、この九條高章が、オレの運命の人だって信じてるんだ。







　　　　九く條じよう高たか章あき　１







　隣となりのベッドで、彼は安らかな寝ね息いきを立てている。

　カーテンを開け放した窓から、摩ま天てん楼ろうの灯あかりが彼のベッドに差し込んでいる。

　彼は藤崎空。二十五歳。

　アメリカーナ・エアラインのキャビン・アテンダントで、私の先輩に当たる。

　艶つやのある栗くり色いろの髪かみ。

　ふわりとしたミルク色の頰。

　そこに影かげを落とす反り返った長い睫まつ毛げ。

　つんと上を向いた可愛かわいい鼻。

　まるで花の蕾つぼみのような淡あわい色の唇くちびるが、キスをねだるように少しだけ開いている。

　……本当に、黙だまってさえいれば、見とれるほど可愛らしいのに。

　……しかし……口を開けば……。

　私は彼の寝顔を見ながら、ため息をつく。

　……なぜ、あんな強きよう烈れつなことばかり言うんだろう……？

　私の名前は九條高章。二十三歳。

　キャビン・アテンダントとして、アメリカーナ・エアラインに入社したばかりの新人だ。

　父はアメリカ人、母は日本人だ。

　生まれはニューヨーク。アメリカの学校で教育を受けていたが、私が高校生の時に両親は別居し、私は母とともに母の故郷、日本に渡わたった。

　実は、今私が勤めているアメリカーナ・エアラインは、父方の一族が経営している企業だ。

　現在の社長は父に当たる人間。私以外に跡あと継つぎのいない彼は、ゆくゆくは私にアメリカーナ・エアラインを継がせようとしているらしい。

　ほとんど強制に近い父の強い希望で、大学を出たら入社試験を受けることだけ約束していた。

　父は私がニューヨークにある本社オフィスに勤めるものと思っていたらしいが、実は私には考えるところがあり……父に黙ってキャビン・アテンダントの試験を受け、そして合格した。

　父は非常に驚おどろいたようだが、私が飛行機に乗務することでエアラインというものを実地で学ぼうとしているのだろうと前向きにとったようで（もしくは飛行機に乗ることに飽あきたら経営陣じんに加わるつもりだろうとタカをくくったのか）、なんとか許してくれている。

　父と母は世間体を慮おもんぱかって正式に離り婚こんをしていない。

　だから私はいちおうアメリカーナ・エアラインの社長令息といえる立場なのだろう。

　だが母方の日本名を使っているせいと、わざわざ社長の息子むすこだと名乗ってほかの社員にいらない遠えん慮りよをされるのが面めん倒どうなので、あえて口外していない。

　だから新人キャビン・アテンダントである私が、実はアメリカーナ・エアの社長の息子であることは、ほとんどの社員が知らない。

　この藤崎さんも、私が社長の息子であることは知らないはずだ。

　私個人は、社長の座などに興味はない。現在の重役たちの誰かに適当に譲ゆずってくれ、と思っている。

　私は、このキャビン・アテンダントという仕事が好きになったし、やりがいを感じている。

　そう簡単に辞める気はない。

　……教育係を買ってでた先輩にセマられっぱなしなのは、ちょっと問題があるけれど。

　藤崎さんは、くたびれたようでやっとおとなしく寝たが、さっきまで自分を抱け抱けと大おお騒さわぎをしていた。

「う……うにゅ～……」

　彼は呻うめいて、毛布を抱きしめるような格好でこちら側に寝返りを打つ。

　毛布が彼の身体からだにからまる。

　荷物が増えるから、とフライトにパジャマを持ってこない彼は、寝る時にはいつも薄うすいＴシャツにトランクス姿だ。

「ふ……ふぎゅ～……」

　彼は毛布を抱き枕まくらのように抱かかえ込み、腕うでと脚あしできゅっと抱きしめる。

　その脚が、腿ももまで露あらわになる。

　しなやかな筋肉を浮うき上がらせたすんなりした腿。細いふくらはぎと華きや奢しやな足首。

　彼は、顔だけでなく、足先までが、汚けがれを知らない初雪のようにふわりと白い。

　……自分はゲイだゲイだ、と言いながら、男の前でこんな格好で寝てしまう。

　……もし私が悪い男で、しかもゲイだとしたら、いきなりのしかかられてしまうではないか。

　私の心に、不条理な怒いかりが湧わき上がる。

　……どうしてこの人は、いつもこんなに無防備なんだ？

「藤崎さん。風邪かぜをひきますよ」

　言ってみるが、彼は起きる様子がない。私はため息をついてベッドから立ち上がり、

「失礼します」

　言って、彼の腕と脚の間から毛布を引き抜ぬき、彼の身体の上にかけてやる。

「……う、うぅん……」

　彼はなんだかとても幸せそうな笑えみを浮かべて、

「……くじょぉ……すきぃ……」

　寝ね言ごとを言って、毛布に頰ほおを押し当てる。　>>>♥

　……どうして、相手は私なんだ……？

　彼はルックスが可愛いだけではなく、性格も素す直なおで明るい。日常生活ではいろいろな面でヌケているが、仕事は（たまにミスはあるにしろ）きちんとこなす。

　同じ会社の仲間にも、お客様にも、とても人気がある。

　……なぜ、自分はゲイだなどと公言するのだろう？

　アメリカーナ・エアラインは、名前のとおりアメリカ系企き業ぎようだ。採用の際にゲイを差別するようなことはしない……という建前だけはある。だが、男のフライト・アテンダントも多いこの会社で、本当にゲイだとしたら、面倒なことになる。

　……彼は本当はゲイではないから、あんなふうに公言できるのではないだろうか……？

　私は、ずっとそう思っている。

　本当にゲイだとしたら、それをひた隠かくしにするのではないだろうか？　そして、社内で恋こい人びとを探そうなどとは思わず、プライベートで思い切り男と付き合うのではないだろうか？

　同じチームの仲間も、機長も、彼が連発する「九條を愛してる。抱だいて」という言葉をただのいつもの冗じよう談だんとして聞き流しているのだろう。

　でなければ、チーム内で男が男にセマっているのを、笑って放っておけるわけがない。

「……真面目まじめで堅かた物ぶつの新入社員をからかうのは、そんなに面おも白しろいですか？」

　言ってみるが、彼は、うにゅ～、というような寝言を返すだけ。

　はっきり言って、私は男を恋れん愛あいの対象として見たことなど、一度もない。

　この性格のせいでたいして長続きはしないのだが、学生時代から言い寄ってくる女性は多く、女性との付き合いは絶えたことがない。

　フライト・アテンダントとして入社したばかりで忙いそがしく、今は特定の女性はいない。だが、だからといって男に走るわけがない。

「……私には、あなたの、『愛してる』などという冗談は、少しも面白くありません」

　言ってみるが、彼は安らかな寝息を立てるばかり。

　私は、彼の無責任な冗談が頭の中を巡めぐってしまい……今夜も怒りで眠ねむれない。







　　　　有あり川かわ桂けい人と　１







　コンコンコン！

　ドアに軽く響ひびく、三回のノック。

　その音だけで相手が誰だか解わかってしまうようになった自分が、なんだか情けない。

　わざと知らないフリをしていると、ノックは四回に増え、五回に増え……。

「こら。いるんだろう？　開けないと、朝まで叩たたき続けるぞ」

　ドアの向こうから響く、低い声。

　私はため息をついて、明日のフライトのために確かく認にんしていたルート・マニュアルを閉じる。

　イスから立ち上がり、部屋を横切る。ドアの前に立ち、

「さっさと帰っておやすみください。機長が寝ねぼけた顔をしていたのでは、飛行機に乗ってくださるお客様に失礼です」

　言うと、ドアの向こうの相手はフッと笑って、

「寝ぼけていようが私の操縦は完かん璧ぺきだし、ちょっとくらいやつれていた方がセクシーだし」

　たしかに彼の操縦技術はこのアメリカーナ・エアラインの中でも群を抜いている。

　……だが……。

　私の中に苛いら立だたしい気持ちが湧き上がる。

　……万が一ということもあるのに、毎回、毎回、この人は……！

「ご自分のお部屋にお帰りください」

　いちおう上司に当たる相手に対して失礼ぎりぎりなほど私の声は尖とがっていたが、彼はまったく気にする様子もない。

「いいから開けてくれ。まだ七時半だよ。さすがにまだ寝るところじゃないだろう？」

「いいえ。もう寝るところですので。おやすみなさい」

　ドアの向こうで彼はため息をつき、声からふざけた調子を消して、

「遊びに来たわけではない。明日のフライトのことで、君に話があるんだよ」

「……え？」

　私は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてから、慌あわててドアガードとロックを解除して、ドアノブをひねる。

「失礼しました。てっきり用事もないのに暇ひまつぶしでいらしたのかと……」

　ドアを開けると、そこに立っていた男はその端たん麗れいな顔に満面の笑みを浮かべて、

「もちろん暇つぶしではないよ。私の君に対する気持ちは真しん剣けんだし」

「え？」

　私は、彼の手にシャンパンクーラーと氷で冷やされたライチの皿があるのに気づく。

　……この人はまた……！

　私は慌ててドアを閉めようとするが、彼は素早く靴くつ先さきをドアの隙すき間まに挟はさんでしまい、それもかなわなくなる。

「はいはい、もう抵てい抗こうしても遅おそいよ、女神様」

　言いながら肘ひじでドアを押し、彼はそのまま無理やりドアを開いてしまう。

「いつもいつもそうやってジラして。でもその冷たいところが男心をくすぐるんだなあ」

　言いながら、呆然としている私の腰こしを、シャンパンクーラーを持ったままの片手で引き寄せ、素早く私の髪かみに頰を埋うずめ、

「ああ、君はいつでもいい香かおりだ」

　髪にチュッと音を立ててキスをする。

　私が我に返り、その憎にくたらしい横よこっ面つらをはたこうとした頃ころには、彼は素早く身を翻ひるがえして、部屋に入っていく。

　……この人は、どうしていつもいつも……！

　……そしていつも騙だまされてドアを開けさせられてしまう、私も私だ……！

　私は自分のバカさ加減にあきれてしまう。

　私の名前は有川桂人。二十七歳。

　アメリカーナ・エアラインに入社して五年のコー・パイロットだ。

「桂人。そんなところで恥はずかしがっていないで、おいで」

「馬ば鹿かな噓うそをついて部屋に忍しのんでくるパイロットの存在に、あきれかえっているだけです」

　ドアの前を離はなれながら、私はため息をつく。

　キャビン・アテンダントはベテランにならない限り二人一組でツインルームに宿しゆく泊はくするが、操パイ縦ロ士ツトはまだ副とはいえ、広めのダブルルームに一人で宿泊することができる。

　ダブルベッドに図ずう々ずうしく座り、私を見上げている彼は、皇賀凱よし一かつ。三十四歳。

　アメリカーナ・エアラインで機長をしている。

　アメリカ生まれなのでアメリカ国こく籍せきを持っているが、生きつ粋すいの日本人らしい。

　欧おう米べいの血が混ざっていると言われても信じてしまいそうな、彫ほりの深い顔立ち。

　きりりと秀ひいでた眉まゆと、その下のくっきりとした奥おく二ぶた重えの目。

　艶つやのある黒い髪と、飛行機の気密窓から見える夜の空のような漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　引き締しまった筋肉質の身体からだを機長の制服に包んだところは、男の私でも目を奪うばわれるほど。

　だが、怖こわいほど整ったその容姿の完璧さを、どこか淫いん蕩とうに見える唇くちびるが崩くずしている。

　その、ほんの微かすかに傾かたむいたバランスが、『たまらないほどセクシー』と、社員や乗客たちに言わせているのだろう。

　まだ三十代半ばの若さだが、アメリカ空軍にいたこともあり、その腕うでのよさはベテラン揃ぞろいのアメリカーナ・エアラインのパイロットの中でも群を抜いている。

　どんな嵐あらしに巻き込まれようが、飛行機にどんな故障が起ころうが、皇賀機長の機は必ず戻もどってくる、というのがアメリカーナ・エアラインの神話になっている。

　故障ばかり起きてはたいへんだし、アメリカーナは事故が少ないので有名なエアラインだ。

　……だから私は、それはただの迷信だと思っているのだが……。

　しかし、彼のいつでも自信満々な態度に、人は、『彼なら信用していい』と感じてしまう。

　どんな乱気流に巻き込まれて機内がパニックになっても、彼の、美声だがどこかふざけたような口調のアナウンスが入ると、キャビンのクルーも乗客も、『なんだ、大だい丈じよう夫ぶなのか』と感じて一気に落ち着き、ホッとして微笑ほほえみすら浮うかべてしまうらしい。

　ベテランのキャビン・アテンダントにそう聞いた時、私は心が焼かれるような気がした。

　私は、自分が優ゆう秀しゆうだと思っている。飛行機の操縦には自信がある。

　だが、機長に必要な、おおらかな人ひと柄がら、絶対的なリーダーシップというものに自信がない。

　私は、皇賀凱一というパイロットに激しく憧あこがれると同時に、彼という存在には、何か根こん拠きよのない嫉しつ妬とのようなものを感じている。

　エアラインによっては毎回違ちがう人間とチームを組む場合も多いが、アメリカーナ・エアラインの場合はどちらかといえばできるだけ同じ人間とチームを組ませたがる。なぜか私と組みたがる彼の意向と、その方針のおかげで、私のフライトは、ほとんどこの彼と一いつ緒しよだ。

　腕のいいパイロットとして、そして上司としては、いちおう尊敬してはいるのだが……。

　彼は、ベッドサイドのテーブルにワインクーラーと皿を置き、ミニバーに戻ってそこから勝手にグラスを二客取り出す。

「規定により酒はナシだが、ライムペリエとライチがある。ペリエで乾かん杯ぱいにしよう」

　グラスを、チン、と鳴らしてみせてから、妙みようにセクシーな流し目で私を見る。

　……あんなにたくさんの女性たちから憧れられ、求愛され、なのに……。

　彼は女性たちの誘さそいを紳しん士し的にだがきっぱりと断り、いつも私のことばかりを追う。

　……どうして……？

　私は、彼のその情熱と、真意がまったく理解できない。

「おいで。ライチが溶とけてしまうよ」

　彼は図々しく私のベッドに座りながら言う。

「好きだろう？　凍こおっている方が。それに甘い物を少し食べると、君はとてもよく眠れる」

　たしかに、眠りの浅い私でも、甘い物を少し口にした後にはぐっすり眠れる。

　冷やされたライムペリエが、ノンアルコールの飲み物の中では一番好みだし、凍らせたライチは、甘い物が苦手な私が口にできる数少ないデザートのうちの一つだ。

　……ずっと前に口を滑すべらせただけのそれを、未いまだに憶おぼえられているところが、妙に悔くやしい……。

　私は部屋に入るが、ベッドには近寄らず、その場に立ったまま、

「ありがとうございます。後でいただきますので」

「そうやって突つっ張ぱると、ますます私を張り切らせることになるよ？」

　言いながらベッドから立ち上がり、そのまま真っ直ぐに私に向かって歩いてくる。

　呆然としている間に、壁かべを背にしたまま追いつめられる。

　彼の両手が私の肩かたの脇わきに突かれ、私は彼の腕に挟まれるような格好のまま動けなくなる。

「……桂人」

　その漆黒の瞳で見つめられるだけで……私の心臓はなぜか痛くなる。

　慌てて目をそらすと、彼はふっと笑って、

「目をそらすのは、私が怖いからだ。いや、君は、私にどんどん傾いてしまいそうな自分の心が怖いんだよ。……キス、していいね？」

　そのからかうような彼の言葉は、いつも私の神経を逆さか撫なでする。

　彼は、まるで私が承しよう諾だくすることを疑ってもいないように、顔を近づけてくる。私は、

「私が目をそらすのは、男と見つめ合う趣しゆ味みなどないからです」

　言うと、彼はふと動きを止める。

「ましてや男とキスすることなど、考えるだけでゾッとします」

　私は彼の顔を真っ直ぐに見つめ、そのまま至近距きよ離りから睨にらみ上げて、

「それ以上顔を近づけると、明日のフライトには目の周りに痣あざを作って臨むことになりますよ」

　息が触ふれそうな至近距離で、私と彼はそのまま静止した。　>>>♥

　彼はまるで主導権を取られまいとするように私を見つめ返し、それからどこかが痛むかのようにその秀しゆう麗れいな眉を寄せ、困った顔になり、最後にはため息をついて目をそらした。

「……今夜も負けてしまった」

　私の後ろの壁から手を離し、その手で顔を覆おおってまたため息。

「……キスの一つくらい、どうしてムリヤリできないのかな？」

　私は肩をすくめ、彼の脇をすり抜ぬける。

　ベッドサイドテーブルに置かれたシャンパンクーラーとライチの皿を持ち上げて、窓際のソファセットに移動する。ローテーブルにそれらを置き、

「部下として、ペリエくらいならお付き合いします。……三十分程度でしたら」

　時計を見てから言うと、皇賀機長はさっきまで私がいた壁に、額を押しつけて立っていた。

「顔を近づけた時、キスをしたくて狂くるいそうだった。腕をすり抜けた時にした君のコロンの香りで、まだ鼓こ動どうが速い。君が背をつけて立っていた壁の、その温度すら愛いとおしい」

　壁を向いたままで言い、それからゆっくり振ふり向いて、

「なんでもする。どうしたら、私を好きになってもらえる？」

　まるでグラビアモデルのように完かん璧ぺきに整った顔に浮かんだ、不似合いな情けない表情。

　私は思わず吹ふき出してしまいながら、

「ですから、そういう冗じよう談だんはやめてください」

　言って、向かいのソファを手で示す。

「ふざけてセマったりされなければ、私だって別にあなたを嫌きらっているわけではないですし」

「嫌ってはいないのか？　それは好きだということだな？」

　彼は叫さけんでいきなり部屋を横切ってくる。私は彼を睨み上げて、

「違ちがいます。好きか嫌いかを考える類たぐいの興味がない、ということです」

　言うと、彼は歩みを止め、疲つかれ果てたような顔でソファに座り込む。

「なぜかなあ。私はこんなにハンサムで、こんなに君を愛しているというのに……」

　言いながら手を伸のばし、シャンパンクーラーからペリエの瓶ボトルを取り出す。濡ぬれたボトルの胴どうを布ナプキンでぬぐい、メタルの栓せんを開け、泡あわ立だつペリエをグラスに注ぎながら、

「……君は、どうしてこんなに冷たいんだろう？」

「別に冷たくしているつもりはありませんが」

　言うと、彼は深いため息をついて、私にグラスを差し出して、

「そこが冷たいと言うんだ。……私が、どうして目をそらしたか、わかる？」

　私はグラスを受け取り、少し考えてから、

「私の目つきが悪いからでしょうか？」

「まったくわかっていないんだから」

　彼は言って、私のグラスに一方的にグラスをぶつけて、

「私は君が怖こわい。いや、君にどんどん溺おぼれてしまいそうな自分の心が怖いんだ」

　彼は、私の顔を真っ直ぐに見つめて、

「……どうしてこんなに好きになってしまったんだろうな……？」

　私は、なんとなく彼の顔から目をそらしてしまいながら思う。

　……ああ……どうしてこの人は、こういう冗談ばかり言うんだろう……？







　　　　皇こう賀が凱よし一かつ　１







　早朝のニューヨーク、ケネディ空港。

　コックピット・クルー用のバンが着いた出発ロビー前は、人ひと影かげもまばらだ。

　降り立ったのは、機長の私、交こう替たいパイロットの石いし嶋じま実みのる、コー・パイロットの有川桂人。

　靴くつ音おとを響ひびかせつつ、バゲージ・カートを引いてロビーを横切り、エレベーターへ向かう。

　早く着いてしまったのか、コーヒーバーで時間を潰つぶしている出発前のお客様らしき人々が、『あっ』という顔で制服姿の私たちを目で追っている。

　空港グラン地上ド・ス職員タツフたちが、丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしてくれる。

　エレベーターに乗り込むと、桂人が、オフィスのある階のボタンを押す。

　紺こん色いろの、袖そで口ぐちに金の三本線のある制服に身を包んだ凜り々りしい彼に、私はまた見とれてしまう。

　背をピシリと伸ばし、端たん正せいな姿で立っている彼は、有川桂人。二十七歳。

　まるで、空の女神のように美しい青年だ。

　身長は日本人にしては高いほうだし、制服に包まれたしっかりとした肩は男性独特のものだが……しなやかな首筋と、引き締しまった腰こし、そしてすらりと伸びた脚あしは、私の目をいつでも釘くぎ付づけにする。

　入社して五年目の、社内でも有望視されている優ゆう秀しゆうなコー・パイロット。

　規定の飛行時間がクリアできれば、確実に試験に合格し、パイロットに昇しよう格かくするだろう。

　きっちりと被かぶった制せい帽ぼうの下から覗のぞく、エナメルのように艶つやのある黒くろ髪かみ。

　完璧に整った、卵形の小さな顔。

　欧おう米べい人の女性キャビン・アテンダントたちが羨せん望ぼうする、滑なめらかで雪のように白い肌はだ。

　睫まつ毛げはバサバサと不ふ揃ぞろいで、その作り物のような長さを強調している。

　彼が瞬まばたきする様子は、まるで世界にただ一匹ぴきの美しい蝶ちようが羽ばたきをするようだ。

　彫ちよう刻こくのような横顔。上品な感じにすっと通った細い鼻び梁りよう。

　冷静さを表すように引き締められた、その紅あかい唇くちびる。しかし何かの加減でゆるめられた時、それはとても美しく、色っぽいカーブを描えがいていることが解わかる。

　私の視線に気づいたように目を上げ、目が合うと素早く目をそらし、石嶋に話しかける。

　自分の繊せん細さいな内面を必死で隠かくそうとしているようなクールさ、禁スト欲イ的ツクな性格。

　彼のすべてを……私は不思議なほどに愛している。

　私の名前は皇賀凱一。三十四歳。

　父も母も生きつ粋すいの日本人だが、アメリカで生まれ育ったために、国こく籍せきはアメリカだ。

　路線の多さでは世界で一、二を争うアメリカ系企き業ぎよう、アメリカーナ・エアラインでパイロットを務めている。

　私は、本当ならばボストンで法律事務所を開いている父の跡あとを継つぐはずだった。

　しかし小さい頃ころから持っていた空への憧あこがれが捨てきれず、航空関係の学校に入り、アメリカ空軍で戦せん闘とう機のパイロットになった。

　戦闘機のスピード感に慣れ、軍隊の閉へい鎖さ的な人間関係にうんざりしてきた頃、私はひょんなことから、アメリカーナ・エアラインのパイロットと知り合った。

　彼の計らいでジャンボジェット機のコックピットに招待された私は、その巨きよ大だいな機体を操縦し、それを舞まい上げることに魅みせられた。

　そしてそのまま、入社試験を受け……この会社のパイロットとなった。




　　　　◆




　ここは、空港内にあるアメリカーナ・エアラインのオフィス。その奥にある運航デイス管理パツチ・室ルームだ。

　飛行前のパイロットたちは、ここで綿密なフライトの打ち合わせをする。

「おはようございます」

　担当ディスパッチャーのローランドが、ドアを開けて迎むかえてくれる。

　ディスパッチャーとは、飛行機の運航管理者のことだ。ディスパッチャーは、上層風の分布図や悪天予想図をもとにして、今回のフライトの飛行計画を立てる。発着空港の気象、ルート上の気象、飛行機の重量、燃料の重量を考こう慮りよに入れ、飛行高度や飛行速度を綿密に計画する。

　ディスパッチャーが作った空の地図に当たるプロッティング・チャートを検討し、私たちパイロットはどの空路を辿たどるか決定する。

　私、石嶋、そして桂人は、ローランドと共にミーティングテーブルにつき、プロッティング・チャートを睨にらみながら飛行計画を検討している。

「飛行計画は以上です。成田の天気予報は雪。着陸に影えい響きようが出るほどではないと思われます」

　ローランドが言い、続いてアメリカ連邦航空局からの情報の載のった書類を読み上げる。

「ノータムによると軍事演習の予定があるようですが、運航経路には問題ありません」

「それなら、ルート・Ｒ５８１で行きましょう。……いいですか？」

　私は石嶋と桂人がうなずいたのを見てから、ローランドに合意を求める。彼は、

「それが最善だと思われます」

　微笑ほほえんでくれる。私は胸のポケットからペンを出し、彼が差し出した飛行計画書に署名する。

　これは今回のフライトの全責任は私にあるということの証あかしだ。

　私たちはテーブルに広げていた電話帳のように分厚いオペレーション・マニュアル、ルート・マニュアル、そしてチェックリストを閉じ、アタッシェケースというよりはトランクのように大きな運航鞄かばんに詰つめ込む。

　運航鞄と、私物の入ったオーバーナイトバッグをカートに載せ、隣となりの部屋へのドアを開く。

　そこには、キャビン・クルー用のバスで到とう着ちやくしたキャビン・アテンダントたちが集合している。

　私たちが並ぶと、その向かい側に、十五人のキャビン・アテンダントたちが素早く整列する。

　エアラインによってはキャビン・アテンダントとのミーティングは機内ですることも多いが、うちの会社ではまずオフィスの方で一度ミーティングを開くことがほとんどだ。

「おはようございます」

　にこやかに言ったのは、ロスアンゼルス・ベースの篠原慎也くん。

　ほかのキャビン・アテンダントは、それに続くように声を合わせて挨拶をする。

「おはよう。機長の皇賀です。担当はＥ２ドアです。よろしく」

　自己紹しよう介かいの時には、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用のドアの担当を発表するのが決まりだ。

　機長の私が担当するのは、どの機においても一番後ろのドアと決まっている。

　緊急脱出時、機長は、全員が無事に脱出したことを確認するまでは脱出できない。最さい後こう尾びまで這はってでも進み、全員の脱出を確認後、最後に最後尾のドアから自分も脱出する。

　私の自己紹介に続いて、石嶋の自己紹介。そして次に桂人が自己紹介をする。

「おはようございます。副操縦士の有川です。担当はＡ１ドアです。よろしくお願いします」

　彼はよく響く美しい声で言って、きっちりと頭を下げる。

　コー・パイロットの担当は、一番前のドア。彼は一番先に脱出して、脱出してきた乗客の安全を守る義務がある。

　私は、操縦には絶対の自信がある。

　しかし、飛行機の故障、悪天候での緊急着陸などの事態は私の力だけではどうにもできない。もちろん万全を尽つくすし、自分にはその能力があると思うが、万が一の時に桂人は先に脱出してくれるという事実は、私にとてつもない安あん堵どを与あたえる。

　桂人が、航路と目的地の天気、揺ゆれのあるなし、飛行予定時間をてきぱきと発表してくれる。

　女性アテンダントたちの憧れの目が桂人に向けられるのを見て、私は内心穏おだやかではない。

　おみやげと称しようしたプレゼントや、いたわりのメッセージと称したラヴレターが、成田空港にある桂人用のポストにいつも溢あふれているのを私は知っている（私のところにも溢れているが、それは機長に対する彼女たちなりの仁義のようなものなのだろう）。

　……日本に着いたら、彼女たちにさらわれないうちに、桂人を連れて空港を後にしなくては。

　コックピット・クルーの自己紹介が終わると、今度はキャビン・クルーの自己紹介に移る。

　顔を合わせることの多いメンバーがほとんどだが、スケジュールによって初対面の人間もいるので、自己紹介をするのが決まりだ。

「チーフ・パーサーを務めさせていただきます、篠原慎也です」

　昨夜も食事に付き合ってくれていた彼は、茶色の髪かみに琥こ珀はく色いろの目をしたたいへんな美青年。

　チーフ・パーサーとは、今回のフライトで、客室キヤビンにおける全責任をとる客室責任者のことだ。

　この人数のチームの場合、一人の客室チーフ責任・パー者サー、二～三人の副アシス責タント任・パー者サー、残りがキャビン・アテンダントという編成になる。

　アメリカーナ・エアラインは、男性キャビン・アテンダントの数も多い。

　今並んだメンバーの中で、男性は、篠原くん。そして彼と同じロスアンゼルス・ベースで今回のアシスタント・パーサーを務めるロバート・ラウくん。エコノミー・クラス担当の中で、男性は、昨夜、後こう輩はいに熱ねつ烈れつなアタックを仕し掛かけていた美青年（ほとんど美少年にしか見えないが）藤崎空くん。そして彼の猛もう烈れつなアタックをかわしていたクールな新人、九條高章くん。

　アメリカーナ・エアの中でも美形で知られるこの四人、そしてコー・パイロットとして『アメリカーナの空の女神』と言われる有川桂人が一いつ緒しよのせいか、自己紹介をする女性メンバーの声が、いつにも増して華はなやいでいるように思える。

　……自分の担当するフライトのチームの雰ふん囲い気きがよいのは、いいことだ……。

　……だが……。

　私は、キャビン・アテンダントたちの自己紹介を聞きながら、思う。

　……私の桂人に、手を出すことだけは許さないよ。

　横目で桂人のクールで美しい横顔を見、私は内心ため息をつく。

　……ああ、付き合うことにオッケーをもらったわけでもないのに、何を独どく占せん欲よくをむき出しにしているんだ、私は？




　　　　◆




　本日のニューヨークは、抜ぬけるような快晴。

　都会のものとは思えないほどの青い空が、私たちの上に広がっている。

　ジャンボジェット機のコックピットは、初めて見た人はたいてい驚おどろくほど狭せまい。しかも、前面だけでなく頭の上にはオーバーヘッドパネルが迫せまり、機長席と副操縦士席の間にもコントロールスタンドがあり、レバー類が並んでいて、圧あつ迫ぱく感かんがある。

　だが、この狭せま苦くるしい機長席は、飛ぶことを愛している私には、とても心こころ弾はずむ場所だ。

　コックピットには、前に機長席と副操縦士席、その後ろにオブザーバー席と予備座席の計四席がある。左側の機長席に私、右側の副操縦士席には桂人、オブザーバー席に交こう替たいパイロットの石嶋が座って、一席はカラのままになっている。

　昔の型のジャンボは、パイロットとコー・パイロットのほかに航空機関士が乗務していたが、現在ではコンピュータがその代わりをしてくれている。


『MA077, taxi into position and hold』



　ケネディ管かん制せい塔とうから、離り陸りく位置まで移動して待機するようにとの指示が入る。

　さまざまなチェックをしながら、タクシーウェイから滑かつ走そう路ろに入る。指定位置に達すると、


『MA077,wind 230 at 8, cleared for take off』



　管制塔からの、風向きと風速の報告。そして、テイクオフの許可が下りる。

　桂人がスイッチを操作して、客室のキャビン・アテンダントに、離陸の合図を送る。

　チーフ・パーサーの篠原くんの声が、離陸のアナウンスを入れるのが聞こえる。

　私は、窓の前方に長く延びた、朝の光に白く輝かがやく滑走路を見つめる。

　機首を中心線上のライトに合わせ、右手の推力レバーを慎しん重ちように押し込んでいく。

　コー・パイロットの桂人は、私が握にぎった推力レバーの下を左手で補助するために押さえ、ディスプレイの速度計を見ている。

　滑走路の両りよう脇わきに灯ともったライト。それが後ろに走り去る速度が、みるみる上がっていく。

　滑走路の延長上と空の間の地点、そして計器類とに視線を往復させながら、私は機体のスピードを上げていく。

　コックピットではエンジン音はほとんど聞こえないが、速度計がぐんぐん上がっていくことと身体からだに感じるＧで、飛行機が加速していることがはっきりと解わかる。

「Ｖ１」

　速度計が一五五ノットに達したところで、桂人がコールする。

　彼の声はいつでも冷静で、美しい響ひびきを持ち、ヘッドフォンを通しても本当に心ここ地ちよい。

　Ｖ１というのは離陸決心速度に達したという意味で、このスピードが出たら、もう何があろうと、離陸を取りやめることはできない。

　右手を、推力レバーから操そう縦じゆう桿かんに移す。

　自分が数百人の人間の命を握っているという緊きん張ちよう感かんに、いつもこの瞬しゆん間かんには操縦桿をしっかりと握った手が、ビリリと痺しびれるような気がする。


「Rotation」



　桂人のコールは、機首引き起こし速度に達したという合図だ。

　私は操縦桿を両手で手前に引く。前輪が滑走路から浮うき、地上の景け色しきの角度が変わる。

「Ｖ２」

　安全上じよう昇しよう速度に達したという意味の、桂人のコール。

　主輪が滑走路を離はなれ、機体を揺らしていた激しい振しん動どうがふと噓うそのように消える。


「gear up,Rader on」



　私の声に応えて桂人の手が軽かろやかに動き、機体の脚ギアを上げ、レーダー装置をオンにする。

　私の操縦するジャンボジェット機は、青い空に向かって舞まい上がっていく。

　私の心に湧わき上がるのは、空への強い憧しよう憬けい、そして飛ぶことの激しい快感。

　……ああ、私はこんなに飛ぶことが好きだ……。　>>>♥

　視界に青空が広がる瞬間、私はいつもこのことを再認識する。

　……これに勝まさる快感は、愛する彼を抱だけた時以外には、絶対に感じられないだろう……。

　私が愛する桂人は、私のすぐ右側、手を伸のばせば届く距きよ離りに座っている。

　だが、彼と私の距離は、何千マイルもあるかのように遠い。

　実際のフライトならば、ジェット機の速さで目的の場所まで飛んでいける。だが……。

　……彼の心に近づける日は、一生来ないのだろうか……？

　私は操縦桿を握り、機体の角度をさらに上げる。

　シートに背中が微かすかに押しつけられるようなＧを感じ、視界には青い空だけが広がる。

　乗っている乗客の人数、荷物の重さ、燃料の量などによって、機体の角度は微び妙みように変わる。

　地上の管制塔と交信しつつ、正確な出発経路を辿たどるために、足で左右二つのラダー・ペダルを踏ふんで方ほう向こう舵だを調整する。

　計器類と窓の外を見ながら、操縦桿をわずかに動かして機体の姿勢を安定させる。

　完かん璧ぺきだな、と心の中で確認し、自動オート操縦・パイ装置ロツトと自動推オート力調整・スロ装置ツトルのスイッチをオンにする。


『MA077, contact Kennedy departure, have a nice flight』



　空港管制塔からケネディ・ディパーチャーに通信を切り替かえるように通信が入る。私は、


「Roger, good day」



　オート・パイロットをオンにした後はコンピュータが自動的に上昇対気速度を計算し、機首を上げ下げしてくれることになる。


「Kennedy departure, MA007, passing 1400」



　桂人が、完璧な発音の英語で交信しているのが聞こえる。ヘッドフォンから、


『MA077, Kennedy departure, rader contact. Climb and maintain 7000』



　ケネディ・ディパーチャーからの通信が聞こえる。

　レーダー誘ゆう導どうを始めるという知らせと、７０００フィートまで高度を上げろという指示だ。

　オート・スロットルが入っていると、エンジン出力もそれによって自動的に調整される。

　巡じゆん航こう高度に達すると自動的に上昇出力から巡航出力へと変わり、巡航速力を保つことになる。

　この後は、自動的に指定された高度まで機体が上がり、水平飛行に移る。プログラムされた緯い度どと経度をコンピュータが計算しつつ、飛行機は目的地まで自動航行することになるのだ。

　機体が完璧に安定するまでは、自動操縦に切り替えることができない。いい加減なところで切り替えるとコンピュータがその数値を憶おぼえ込み、手動で何度も調整を繰くり返さなくてはならず、いつまでも四苦八苦することになる。

　方向と上昇角度を、いかに速く、完璧に調整するかが、機長の腕うでの見せ所だ。

　腕のいい機長ほど、この感覚が鋭するどく、素早く釣つり合あいをとり、短時間で機体を安定させることができる。

　ベテラン機長が、オート・パイロットに切り替えるまでに要する平均時間は、約十分。

「切り替えまで約八分でした」

　桂人が、冷静な声で呟つぶやく。私は肩かたをすくめて、

「まあまあかな。……さて」

　言って、愛する彼の顔を思う存分に見つめる。

「……ベルト着用サインを消したら、コーヒーブレイクにしよう。ギャレーにコーヒーを持ってくるように言ってくれ」




　　　　◆




　飛行機のコックピットのドアは、常に内側から鍵かぎがかけられている。

　安全のため、機長の許可なしには、誰もコックピットに入ることはできなくなっているからだ。決められた方法で合図があった時にだけ、スイッチを操作してロックを解除する。

「チーフ・パーサーの篠原さんですね」

　合図に気づいた桂人の声に、私は、

「開けてあげてくれ」

　桂人がスイッチを操作し、彼のためにロックを解除してやる。

「失礼します」

　ドアが開き、少しハスキーな美声と、芳かぐわしいコーヒーの香かおりと共に、篠原くんが入ってくる。

　篠原くんは、キャビン・アテンダントとしては若手の方だ。だが、人当たりのよさと、四カ国語を操る優ゆう秀しゆうな頭脳と、冷静さを兼かね備そなえた彼は、キャビン・アテンダントの中でも人望があつく、チーフ・パーサーを任されることが多い。

「ご苦労さまです、篠原さん」

　桂人が丁てい寧ねいに言う。篠原くんは笑えみを浮かべ、

「お疲つかれさまです、有川さん。……離陸はたいへん快適でした、皇賀機長」

　湯気の立つおしぼりをトングで挟はさみ、まず最初に私に渡わたしてくれる。私は手て袋ぶくろを外し、それを受け取って、

「どうもありがとう。君のような美青年に褒ほめられると、丁寧に離陸した甲斐かいがあるよ」

「褒められなくても丁寧に離陸してくださいよお」

　石嶋がおどけた声で言って笑い、彼からおしぼりを受け取っている。私は、

「いや、褒められないとやる気がでないんだよ」

　桂人の方を向いて、

「君からのお褒めの言葉は？」

　言うと、桂人はその美しい顔から微笑ほほえみを消す。

「そんなに褒められたかったらほかのフライト・アテンダントも呼びましょうか？　女性陣じんは、コックピットに入りたくて仕方がないようです。ニューヨークから乗り込んだアメリカ人クルーが先ほど大おお騒さわぎしていましたが」

　石嶋が笑って、

「皇賀機長は相変わらず世界中のクルーにもてるんだなあ」

「そのようですね」

　カゲで何をしているのやら、とでも言いたげな冷たい横目で睨にらまれて、私は慌あわてて言う。

「別に悪いことはしていないぞ！……そんなことより、私は有川くんからもお褒めの言葉をもらいたいんだけどなあ」

「パイロットが完璧な離り陸りくをするのは、当然のことです」

　桂人は冷たい声で言い放ち、手袋を外して、篠原くんからおしぼりを受け取る。

　私は可笑おかしそうに笑っている篠原くんに肩をすくめてみせて、

「まったく、クールな女神様なんだから。……機内の様子はどうですか？」

「ご予約のあったヴェジタリアン用のミールが足りずにごたごたしていましたが、間に合いました。ほかは特に問題ありません。ああ……ファーストクラスに猫ねこをお持ち込みのお客様がいらっしゃいます」

　ペットは普ふ通つうならペット用のケージに入れられ、気温を調節した貨物室に入れられるのだが、機内持ち込みもできることになっている。

「猫ですか？　どんな？」

　桂人が珍めずらしく弾はずんだ声で言う。実家で猫を飼っていると言っていた動物好きの篠原くんも、

「ラグドールの仔こ猫ねこです。本当にぬいぐるみのようでした」

「ラグドール。撫なでてみたいな」

　桂人が言い、篠原くんはその爽さわやかなハンサム顔に、いたずらっぽい笑みを浮うかべる。

「ぼくは少しだけ撫でさせてもらいました。フワフワでしたよ」

　桂人は、いつもの冷れい徹てつな彼とは別人のように目を煌きらめかせて、

「いいですね。私も、飛行機と皇賀機長の世話さえなければ、見に行きたいところです」

「私の世話というのはなんなんだ？」

　桂人は冷徹そうに見えるが、実は動物と子供が大好きだ。

　彼とコンビを組み始めたばかりの頃ころ、彼と、そしてキャビン・アテンダントたちと一いつ緒しよに食事に行ったことがある。

　行った先のレストランで、小さな子供が泣いていた。

　機内で騒さわぐ子供をあやすのに慣れているキャビン・アテンダントたちよりも早く、桂人はその子を抱だき上げ、あっさりとなだめて、最後は頰ほおにキスまでしてあげていた。

　私の前では厳しい顔をしているくせに、子供の前では蕩とろけそうに優しい顔をした桂人。

　東京税関の麻ま薬やく犬の訓練所に見学に行った時、ラブラドールたちに顔を舐なめられて嬉うれしそうに笑っていた桂人。

　……いつもの顔とのギャップが、なんだかめちゃくちゃに可愛かわいかった……。

　同期のパイロットの中でも群を抜ぬいた優秀さを持った彼。そして私には微笑み一つ返してくれない彼に、私は最初、心の中で『氷の女王様』と勝手にあだ名を付けていた。

　それがいつの間にか、『空の女神』に変わり。

　気がついたら、私は空を飛ぶことと同じくらいに……桂人のことを愛していた。

　篠原くんが、トレイからカップを取り、石嶋に渡しながら、

「どうぞ。緑茶です」

「うわ、緑茶だ。ありがとう、篠原くん。おれ、コーヒー、最近、飽あきちゃってさあ」

「それは有川さんのご指示です」

「ああ、有川くんが頼たのんでくれたの？　気が利くなあ」

「前に、できれば緑茶がいい、とおっしゃっていたので」

　桂人は平然とした顔で言う。篠原くんはトレイからカップを一つ取り、

「どうぞ。エスプレッソです」

　私はカップを受け取って一口飲み、いつも愛飲しているものと同じ味であることに驚おどろく。篠原くんが先回りをするように、

「有川さんから挽ひいた豆をいただきました。機長のためにこれを、と」

「え？」

　……私のために、わざわざ……？

　私の心臓が、柄がらにもなくトクンと疼うずいてしまう。

　桂人を見ると、彼は平然とした顔で肩をすくめて、

「機長に居い眠ねむり運転をされたらとても困りますので」

「私を誰だと思っているんだ。アメリカーナ・エアラインの誇ほこる名パイロットだよ？」

　私は言いながら、妙みように嬉しい気持ちでエスプレッソを飲む。

　その香りは、張りつめていた私の神経を心ここ地ちよく解ほぐしてくれる。

　……桂人は、無関心な顔をしながらも気配りをしてくれているんだよなあ。

　この間、新人の女性キャビン・アテンダントが持ってきてくれた薄うすいコーヒーを飲みながら、『本当はエスプレッソが飲みたいんだよな、○○社の……』とぼやいていたのを憶えている（もちろん新人さんがキャビンに帰った後だ）。

　桂人はそれをさりげなく聞き、憶おぼえていて、篠原くんに頼んでくれたのだろう。

「ありがとう、有川くん。嬉しいよ。君は本当に気が利くコー・パイロットだ」

「どういたしまして、褒めるのなら操縦の点を褒めていただきたいものです」

　平然と言って自分もコーヒーを受け取った桂人の頰が、微かすかにピンク色に染まっている。

　私の心がズキリと甘く疼く。

　……もしかして、彼は照れている……？

　……彼の頰は、きっと今、ふわりとあたたかく、触ふれたらとても心地よいに違ちがいない。

　私は彼を抱きしめ、その頰に唇くちびるを押しつけたい衝しよう動どうを抑おさえるのに苦労する。

　……冷たい人間を装って、まるで氷の女王様のようにわざと冷れい淡たんにふるまうくせに……、

　私は、楽しそうに篠原くんと話している彼を見ながら思う。

　……本当は人一倍優やさしいところが……たまらないんだよなあ……。







　　　　藤崎空　２







　シートベルト着用のサインが消える。

　ファーストクラス担当のロバート・ラウさんが、よく響ひびくなかなかの美声で、シートベルト着用のサインが消えたことをアナウンスする。

　それと同時に、オレたちはキャジビンヤ・アンテンプダン・ト用シのシーートトから立ち上がり、自分が担当するギャレーへと小走りに移動する。

　オレが担当するのは、エコノミークラスの一番前に当たるギャレー。

　九條と一緒の担当だから、うきうきだ。

　アメリカーナ・エアラインのキャビン・アテンダントの制服は、女性アテンダントが、白いブラウスに、鮮あざやかな赤の上着と同色のタイトスカート。白いブラウスは金ボタンのついた開かい襟きん、赤の上着も襟えりの詰つまったデザインで、白のスカーフをその襟えり元もとに覗のぞかせる。男性アテンダントは金ボタンの濃こい紺こんの三みつ揃ぞろえのスーツに、会社のマークが細かく入った赤系のレジメンタルタイ。

　いずれも、左胸に、細長い金のネームプレートをつけることになっている。

　機内のシートは、女性の制服や男性のネクタイと同じ鮮やかな赤で統一されている。制服が映えるし、お洒落しやれな感じのエアラインと言われててなかなか好評らしい。

　ところで、キャビン・アテンダントっていうと、ドラマかなんかのイメージでなんとなく先せん輩ぱいからいじめられそうだけど……オレはまだ一度もそんな目にあったことはない。

　悪いところやポカをしたらもちろんきっちり怒おこられるけど、それは仕方がないことだし。

　アメリカーナ・エアのいいところは欧おう米べい式にざっくばらんで気持ちのいいメンバーが多いこと。

　アジア系のエアラインに比べて男性のキャビン・アテンダントも多いから、珍しがられて気を使われることも別にないし（逆に言えば特にちやほやもされないって感じ）。

　キャビン・アテンダントおたくの人たちからは、「お洒落だが女性キャビン・アテンダントの平均年ねん齢れいが高すぎ」とか言われたりして（平均年齢は大学を出たばかりのお嬢じよう様さまが多いアジア系のエアラインよりも上だろう）いまいちウケが悪いみたいだけど（これは彼女たちには極秘だ！）、みんなオレたちを弟みたいにして可愛がってくれるし、すごく居心地がいいんだ。

「私おしぼり配るから、クーちゃん、オレンジジュース！　九條くんはシャンパンを開けて！」

　先輩キャビン・アテンダントの田た川がわさんが、おしぼりの準備をしながら、ウエルカムドリンクの準備の指示を出す。

「はーい！　寒いからお酒の方が出そうですねー」

　言いながら、オレは自分のエプロンを取り出す。

　お客様に挨あい拶さつをする時には必ず上着着用なんだけど、サービスの時には上着を脱ぬぐ。

　女性アテンダントは、ブラウスの上から襟の詰まった真っ赤なエプロンを着ける。

　男性アテンダントはワイシャツとベスト姿になり、腰こしに長いシェフ・エプロンを巻き付ける。

　着やせするタイプの九條は、上着を脱ぐと肩かたが張っててすごいスタイルがいいことが解わかる。

　引き締しまった腰にきりりとエプロンを巻いたところは、イタリアンレストランの若きシェフみたいですごく格好いい。

　それに比べてオレは……。

「クーちゃんだと、巻きスカートに見えるのよねえ。腰がめちゃくちゃ細いせいかしら？」

　田川さんが笑いながら言う。

「こんなに可愛いと、どこかのおじさんにさらわれそうで危険よねー」

「んもー、またそうやっていじめる。どうせオレは九條よりもチビですよーだ」

　オレは膨ふくれながら、プラスティックのカップをトレイに並べ、氷をその中に入れていく。

「田川さん、どーしてオレにはアルコールやらせてくれないんですか？　なんか田川さんと組むとオレいっつもジュースと紅茶の担当みたい」

「ええー？　だって未成年にお酒を運ばせるのってなんだかイケナイ気がして……」

「オレは未成年じゃありませんっ！　九條より先輩で年上なのに～」

　キャビン・アテンダントのチームの組み方は、エアラインによってさまざまみたいだ。スケジュールがまったくバラバラで、同じメンバーと出会うのが難しい場合もあるけど、オレたちはけっこう同じようなメンバーでフライトをすることが多い（ちなみに、機長の皇賀さんや、コー・パイロットの有川さんもほとんど一いつ緒しよのフライトだ）。だから自おのずと田川さんと組むことが多く、オレは可愛いだの未成年だのとからかわれながら、ジュースの担当ばっかりやってる気がする。

　田川さんはからかうような声で、

「それにクーちゃんじゃ、シャンパンの栓せんを飛ばしそう。シャンパンの栓が気密窓を突つき破ったら、タイヘンどころの騒さわぎじゃないわよ」

「オレ、そんなポカやりませんってばー」

「ホントかしら？　いくら可愛かわいいとはいえ、クーちゃんと心中するのはイヤよお」

　田川さんは肩をすくめながら言い、無表情な九條をからかうみたいにして、

「九條くんならちょっとは考えてもいいかな？」

「田川さん、人妻なんだから、オレのダーリンにセマったらダメですよっ！」

　オレが言うと、田川さんは楽しそうに笑う。

　通路を歩く時には澄すましてるけど、ギャレーと客席を隔へだてるカーテンが閉めてある時には、オレたちはけっこうこういうキケンな冗じよう談だんを言っちゃったりしているんだよね。




　　　　◆




　おしぼりとウエルカムドリンク、そしてイヤフォンを配り終えると、ギャレーはますます慌あわただしくなる。食事の準備が始まるからだ。

　朝日の差し込む明るい機内に、あたためているミールのいい香かおりがただよう。

　エコノミークラスの食事は、プラスティックのトレイに、パン、サラダ、メインディッシュ、デザートが載のせられた、いかにも機内食って感じのあれ。車輪がついた金属の箱みたいな形のサービスカートの中に、トレイはすぐに引き出せる格好になってセットされている。

　昔はサービス・カートの中からわざわざあたためるべきメインディッシュの載った皿を取りだし、オーブンで加熱して、またトレイの上に戻もどすっていう、すっごく面めん倒どうなことをしていた。

　だけど、最近のサービス・カートはそれ自体にヒーターが設置してあってメインディッシュをあたためてくれてるから、わざわざ一つの皿だけを取りだす必要はないんだ。

　オレはサービス・カートのコンセントを抜ぬき、ギャレー下段から引きだす。

　サービス・カート自体の重さは約四十キロ。だけどその中に四十二名分（プラス予備）の食事の載ったトレイがセットされているから……総重量は百キロ以上になる。

　キャビン・アテンダントには女性が多いんだけど、力仕事も多いから、やっぱり男手は重宝されている。

「クーちゃん。ソーセージ・オア・ベーコンの注文取ってきたわよ」

　姿を消していた田川さんが、ギャレーに入ってきながら言う。

「私、ソーセージのカートを担当するから、ベーコンのカートをお願いするわ。九條くんはドリンクカートをよろしく」

「はいっ！　ベーコンですねっ！　行きまーす！」

　オレがカートの一つを押そうとした時、ドリンクのカートの準備をしていた九條が、

「藤崎さん」

「えっ？」

「あなたの担当はベーコンでしょう？　それならカートは、こっちですよ」

　言いながら新しいカートを引っぱり出してくれる。オレが持っていこうとしていたのは、ソーセージって書いてある方のカートだったんだ。

　メインディッシュのトレイには、冷めないように銀色の覆おおいがかかっていて中身は見えない。

　覆いにはいちおう中身の種類が印刷してある。けど、デザイン重視で薄うすい色の字だからちょっと見ただけじゃほとんど読めないんだ。

　お客様に配る時はそのままどんどんテーブルに置いていくから、カートを間ま違ちがえると、違うものばっかり配りまくっちゃう、なんてことも考えられる。

「クーちゃん、しっかりしてねっ！　また九條くんにセマってて、寝ね不ぶ足そくなんじゃないの？」

　田川さんが可笑おかしそうに言う。オレは、

　……まさか本気でセマってるとは、誰も夢にも思ってないんだろうなー。

　噂うわさされてる本人の九條は、クールな顔のままでテキパキとドリンクの準備をしてる。

　……まあ、結局、昨夜もまたもや振ふられちゃったんだけどね。




　　　　◆




　本日の朝食メニューは、オムレツとソーセージかベーコン、パンとサラダ。それにフルーツ。

　ランチは、ラザニアか、アジア風フライドライス。

　ディナーには、ビーフがフィレミニヨン・ステーキのマッシュルームソース、人参のグラッセとマッシュポテト添ぞえ。チキンが胸肉のソテー、ラタトゥイユ＆フライドライス添え。それに、丸いフランスパンとグリーンサラダ、デザートにはチョコレートムース。

　予約をすれば、ヴェジタリアンメニュー、イスラムスム教徒リム用メニューも用意することができる。

　ビジネスやファーストクラスは、フランス料理のフルコースか、和食の懐かい石せきなんかのさらに凝こったメニューが出るけど、エコノミーの機内食も、味がよくて意外に好評だ。

　機内食は、基本的にはエアラインがメニューを用意して（たまにキャビン・アテンダントもメニュー作りの会議に参加したりする）、出発地のインフライト・キッチンが調理して用意してくれるものだ。だから、飛行機の出発地によって、味や細かいメニューが違ってくる。

　ニューヨークからの便には、アメリカ人の有名シェフがレシピを書いたデザートがつく。

　今回の甘い甘いチョコレートムースは、欧おう米べい人には大好評で、日本人には大不評だ。

「失礼しまーす！　お客様とお客様はベーコンですね？」

　オレは身を屈かがめるようにして窓際の席のお客様二人のテーブルにトレイを置く。

「どうもありがとう、元気いっぱいだねえ。がんばってね」

　欧米人の老夫婦が、笑っている。オレは笑い返して、

「はい！　日本までよろしくお願いしまーす！」

「……藤崎くん。久しぶり」

　耳元で聞こえた声に、オレは思わず不自然な格好のままで固まる。

「……会いたかったよ」

　それを囁ささやいたのは、通路側に座っていたお客様だった。

　その声は、オレがずっと忘れられなかった……？

　身体からだから、すっと血の気が引いていく。

　……まさか……？

　オレはゆっくりと身を起こし、嫌いやがる首を無理やり動かすようにして彼を見下ろした。

「一年ぶりだ。君はまったく変わっていない」

　男は言いながら、ゆっくりとサングラスを外した。

「……あ……」

　オレは笑えみを顔に張り付かせたままで硬こう直ちよくした。

　……噓うそだ……。

　そこに座っていたのは、高そうなスーツを着こなした逞たくましい男。

　彫ほりの深い顔と冷たそうな唇くちびるをした、一見クールそうなハンサム。

　……だけど……。

　彼の名前は……たしか沼ぬま田た康やす志し。

　一年くらい前、ストーカーみたいにオレを追いかけ回し、最後はオレを襲おそおうとして……。

　その時のことを思いだすと、今でも背筋に冷たいものが走る。

　オレはサービスも忘れて思わず後ずさる。

　彼は、オレを真っ直ぐに見つめてふっと笑い、

「一年間、アメリカにいた。日本に帰る飛行機で君に会えるなんて、これは運命かな？」

　オレは、彼の顔を見つめ返したままで硬直してしまう。

　やっとのことで彼の顔から視線を離はなし、機内を見回して九條の姿を捜す。九條はドリンクの用意に追われているのか、ギャレーから出てきていない。

　……九條……！

　オレは思わず心の中で彼を呼んでしまう。

　……九條、助けて……！

「藤崎くん？」

　後ろから聞こえた、田川さんの不思議そうな声に、ハッと我に返る。

　オレのカートがふさいでいる形になった通路。すぐ後ろに田川さんのカートが来ている。

　どうかしたの？　という不ふ審しんそうな顔で見られて、オレは慌てて、

「ああっ、失礼しました！」

　カートを押おそうとしたオレの手を、沼田がいきなり摑つかんだ。

「……あ……！」

　その生あたたかく湿しめった感かん触しよくに、オレは思わず震ふるえてしまう。　>>>♥

「そんなに怯おびえないでくれないか？」

　彼のちょっと寂さびしそうな声。

「あれからもう一年だ。あの頃ころとは、私は変わったんだから」

「……え……？」

　彼はその冷たそうな顔に苦笑を浮うかべ、

「あの時のことは反省している。君にも悪いことをしたと思っているんだ」

「…………」

　……一年前、いくらあんなことをされそうになったからって、彼は今日はお客様なんだ。

　……だから、いくら許せなくても、ちゃんと笑わなきゃ。

　……でも……。

「藤崎くん。君は相変わらず本当に可愛かわいい」

　言いながら、手をさらに強くキュッと握にぎりしめられて、オレは思わず、

「はっ、離してください！」

　厳しい声で叫さけんでしまう。

　沼田の隣となりの席の老夫婦が驚おどろいたように顔を上げたのに気づいて、オレは慌あわてて、

「……す、すみません……でも、あの、仕事中ですので……離していただけますか？」

　言うと、沼田は、そうだね、と言うけどオレの手を離してはくれない。

「それじゃ、後で話をさせてくれ。きちんと謝りたいんだ。でないと手を離さないよ？」

「……え？　ええと……」

「……藤崎くん！」

　田川さんが、早くサービスを続けて、と言いたげな声で急せかしている。オレは慌てて、

「わ、わかりました！　だから……」

　沼田はふっと笑ってオレの手を離し、

「じゃあ、後で。仕事、がんばってくれ」

　オレは彼から無理やり目をそらすようにしてサービスを続けたけど……集中できなくてトレイを落としそうになるわ、配る場所を間違えるわ……で、さんざんだったんだ。




　　　　◆




「東京では、休みが取れるんだろう？」

　沼田の声に、オレは硬直する。

　ミール・サービスが終わり、早起きをしてきたお客様たちが昼ひる寝ねをしている時間。オレたちは少しだけヒマになる。

　オレはできるだけギャレーから出たくなかったんだけど、その時間を見計らったように沼田がオレを呼びにギャレーまで来てしまった。

　そしてオレはラバトトリイーレの前、ドアの脇わきにある空間に立って、沼田と話している。

　ラバトリーに来るお客様や、同どう僚りようのキャビン・アテンダントたちが、なんだろう？　って顔でチラリと見ていく。もっと後ろの方の席はがらがらだけど、オレはあまりひと気のないところで、この男と二人になりたくなかったんだ。

「いえ……東京でも仕事があるので……」

「仕事？」

　沼田は、ふっと笑って、

「アメリカーナ・エアラインのスケジュールでは、東京で三日間のオフがあるはずだよ」

　オレはその言葉に青ざめる。

「一日くらい、私に付き合ってくれてもかまわないだろう？」

　この男は、航空マニア（というかキャビン・アテンダント・マニア？）だった。だからいろいろなエアラインのスケジュールを妙みようによく知っていても不思議じゃない。

　……だけど……。

　オレは彼を見上げて、できるだけ冷静な声を心がけながら、

「休みはありますが、用事がありますから」

「もしかして……」

　沼田の目が、キラリと光った。

「……男とデート？」

「はあっ？」

　オレは、彼のあまりにも不ぶ躾しつけな言葉に、目を剝むいてしまう。彼は、

「一年前、私と君の仲を邪じや魔ました男がいた。まさか、あの男と、まだ……？」

　オレはごくりとツバを飲んだ。

　あの時、襲われかけたオレを助けてくれたのは、今、一いつ緒しよに働いている九條だ。

　だけど、それに気づかれたら、すごく面めん倒どうなことになりそうな気がする。

　あの頃の九條は髪かみは今よりも長かったし、眼鏡めがねは黒くろ縁ぶちだったし、何よりキャビン・アテンダントの制服は、彼を別人のように見せているだろう。

　……九條を別のギャレーの担当と交代させてもらって、このあたりのサービスをしないようにすれば、もしかしたら、このまま気づかれないですむかも……？

　オレは小さく深呼吸してから、

「あの時のお客様とは、もう一切関わりはありません。それよりも……」

　オレは、彼を精いっぱいの強さで睨にらみ上げて、

「……もう、そういう詮せん索さくはやめてください。もう二度とあのようなことをしないと約束してくださらないのなら、いくらお客様とはいえ、オレはもうあなたと口をききません」

　沼田は、なんだか可笑おかしそうに笑って、

「わかった、わかった。相変わらず気が強いんだね。可愛いなあ」

　いきなり髪を撫なでられて、オレは慌てて飛び退のく。

「き、気安く触さわらないでくださいっ」

　オレは怒ど鳴なりそうになるのを必死でこらえながら言い、彼をキッと睨む。

　……オレが猫ねこだったら、毛を逆立ててフーッと言ってるぞっ！

「仕事がありますので失礼しますっ」

　オレは言って踵きびすを返す。自分の担当ギャレーに戻もどりながら、九條だけじゃなくてオレも、別のギャレーに担当を代えてもらおう、と思っていた。

　……だって、もうあんな男の顔なんか見たくないしっ……！

　一年前のあの時のことを思いだして、オレの背中に寒気が走る。

　飛行機のラバトリーに引き入れられ、オレは彼の狂きよう気きをはらんだ目に怯えた。

　一人入るのがやっとの狭せまいラバトリー。逃にげようともがくオレの背中も、肘ひじも、どこかに押しつけられ、どこかにぶつけられて悲鳴を上げていた。

　飛行機は台風のそばを通り、気流はめちゃくちゃに荒あれていて。

　飛行機はバラバラになりそうなほど揺ゆれ、ただでさえ乗客は怯えていた。

　キャビン・アテンダントが悲鳴を上げたら大混乱になる、とオレは声を上げられなかった。

　非常用のボタンもあったけど、オレはそれも押せなくて。

　無理やりに奪うばわれたキス、オレの首筋を舐なめ上げたあの男の舌、そしてオレのスラックスのファスナーから侵しん入にゆうしてこようとしたあの男の指の感触……。

　シートベルト着用のサインが点灯していたから、クルーも自ジヤ分ンプの・シ席ートでベルトを締しめた頃。

　このラバトリーのそばには、クルーは座ってない。だからきっと、誰も助けてくれない。

　この男に最後まで奪われるか、じゃなかったら天てん井じように頭をぶつけて死ぬかも、と思ったら、めちゃくちゃ怖こわくなって。

　オレは誰か気づいて、と思いながら、いやだ、と力なく呟つぶやいて。

「……う……」

　オレの鳩尾みぞおちのあたりに、吐はき気けが走った。

　……やばい。普ふ段だんは飛行機酔よいなんかしないのに、いきなり気分が悪くなりそう……。

　あの時の夢を見て、幾いく夜よ、眠ねむれない夜を過ごしたことか。

　あの時、オレの力ない声を聞きつけてくれたのは、まだ学生だった九條。

　ラバトリーのそばの席に座っていた彼は、オレの声を聞きつけて、自分の身の危険も顧かえりみずにシートベルトを外してオレを助けに来てくれた。

　ドアを外から叩たたかれて、「どうかしましたか？」って言われて、オレは初めて、「助けて」って言うことができた。

　オレは必死で内側からロックを外し、彼はドアを開けてくれて……。

　のしかかってきていた沼田の肩かた越ごし、薄うす明あかりに照らされた九條の姿を、オレは今でも忘れられない。

　オレの目には、九條は、まさにオレを助けに来てくれた白馬の王子様に見えた。

　沼田は慌てて、九條の身体からだを突つき飛ばすようにしてトイレから逃げていった。

　激しい揺れの中、九條は自失しているオレの身体を抱だきかかえるようにしてラバトリーから連れ出し、そばにあるジャンプ・シートにオレを座らせて、シートベルトをきちんと締めさせてくれた。

　大だい丈じよう夫ぶですか？　と見上げてきた彼の顔を見下ろし、オレはそのまま硬こう直ちよくした。

　真面目まじめそうな黒縁眼鏡の向こうから、見つめてきたのは、薄うす茶ちや色いろの透すき通った瞳ひとみ。

　彼は、本当にお伽とぎ噺ばなしに出てきそうな、すごいハンサムで。

　オレは、その瞬しゆん間かんに、まだ名前も知らなかったその青年に、恋こいをしたんだ。

　ともすればさっきの恐おそろしさを思いだして座り込みそうになりながらも、オレはなんとか仕事を終えた。

　その青年がオレに名前も教えてくれずに飛行機を降りてしまったことはちょっとショックだったけど、ともかくオレは無事に目的地の空港に到とう着ちやくして。

　それまでずいぶん長い間、機内で、でなかったらオレが寄航することになっているいろいろな国の空港で、オレは、ほとんどストーカーのごとく、沼田につきまとわれていた。

　オレを襲おそうことに失敗した沼田は、警察に訴うつたえられることを恐れて、もうオレの目の前には姿を現すことはないだろう、そう思ったらオレはほんの少しだけホッとしていた。

　……だけど……。

　空港で、後ろから誰かに腕うでを摑つかまれた。まさか、と思って振ふり向くと、それは沼田で。

『今はまだ愛されていないようだが、必ずまた会いに来る。その時、君を私のものにする』

　思おもい詰つめたような顔で囁ささやいてきた、沼田の顔が、今でも脳裏に焼きついている。

　そして、沼田は、あの宣告どおり、オレに会いに来た……とか？

　……だめだ、沼田の顔を思いだすだけで、本気で気分が悪くなってきた……。

　……このままじゃ、仕事に支障が出そうだ……。

　オレは泣きそうになりながら思う。

　……なんとかしなきゃ……。




　　　　◆




　オレは一つ後ろのギャレーに行き、同期の女性アテンダントのスミスさんと松まつ田ださんに、担当ギャレーを交代してもらっても大丈夫かを聞いて。

　そして自分のギャレーに戻り、田川さんに、オレと九條を、スミスさん・松田さんコンビと交代させて欲しいことを申し出た。

　九條は少しだけ不思議そうな顔をしたけど、特にわけはきかなくて。

「クーちゃんがそんなことを言いだすなんて珍めずらしいわねえ」

　田川さんが言う。オレは慌あわてて、

「田川さんと組むのが嫌いやなわけじゃ、もちろんないんですっ！」

「じゃあ、どうしちゃったわけ？」

「前にもお会いしたことのあるお客様が、このゾーンに乗っていらしたんです。彼はオレにしつこく話しかけたがるので……このままでは仕事の効率にも影えい響きようが出るのではないかと……」

「ああ、わかった！　さっきのキザっぽい男ねっ？」

　田川さんが身を乗り出して言い、九條に向かって、

「さっき、クーちゃんにやたら話しかけたり、手を握にぎったりしてた男がいたのよっ！」

　怒おこったように拳こぶしを握りしめて、

「あのキザ男、うちのキャビン・アテンダントのアイドル、クーちゃんになれなれしいっ！」

　九條が、何かが引っかかるような顔で、オレを見る。オレは、思わず目をそらしてしまう。

　……後で、休きゆう憩けい時間にでもわけを話すから……。

　オレは心の中で九條に向かって言う。

　……ここでは、あの時の話をしたくないんだ……。




　　　　◆




　ニューヨーク～東京間のフライトには、免めん税ぜい品の機内販はん売ばいのサービスがある。

　カタログはシートポケットに入ってるから、それを見て注文書を書いてくれたお客様に免税品を渡わたし、お金を回収する（もしくはクレジットカードで支し払はらっていただく）作業だ。

　規定以上の売り上げを上げたキャビン・アテンダントは、報ほう奨しよう金がもらえる。

　まあ、一回の食事代に満たないくらいの、お小こ遣づかい程度だけど。

　でも、さりげなく先せん輩ぱいたちにそれを譲ゆずるのが、後こう輩はいの務め。

　だから、販売は先輩の女性キャビン・アテンダントたちが数名でやってくれている。

　オレと九條は、ギャレーの中でお金の計算と注文された商品を棚たなから出す作業をしていた。

　お酒やタバコ、ステーショナリーも少しあるけれど、免税品のほとんどは女性向けブランドの香こう水すいやら化け粧しよう品やらスカーフやら。

　女性アテンダントの方が、いろいろ質問された時には頼たよりになるし。

　……どっちにしろ、担当区域を交代してもらったとはいえ、あの男に会いたくないから、できるだけギャレーに籠こもって裏方をしていたいし……。

「クウ！」

　カナダ人の女性アテンダント、アンダーソンさんが、ギャレーに飛び込んでくる。

「男性のお客様で、若い人向けのネクタイを買いたいけどよくわからないって方がいるのよ！　クウに選んでもらいたいんですって！」

「え？　ぼくにですか？　はい！」

　オレは慌てて数えていた釣つり銭を九條に渡し、アンダーソンさんに続いてギャレーから出る。

　アンダーソンさんは、飛行機の前方に向かってどんどん歩いていく。

　……まさか……？

「そこ、通路側の座席にサングラスをかけた日本人のお客様がいるでしょう？　あの方よ」

　アンダーソンさんが小声で言いながら示した席を見て、オレの胃の辺りから血の気が引く。

　気配を感じたように振り向き、オレを真っ直ぐ見つめたのは……やはり沼田だった。

「プレゼントにネクタイを選びたくてね。君のセンスで助けてくれないか？」

　沼田はいかにも紳しん士し的な口調で言う。そしてアンダーソンさんを見上げてにっこり笑い、

「お忙いそがしいところ、彼を呼んでくれなどと、我が儘ままを言ってすみませんでした」

　沼田はとても金のかかった身なりをして、いちおうハンサムの部類に入るような整った顔立ちをしている。

　まさかこの男が、オレにつきまとい、ラバトリーに引っ張り込んで乱暴までしようとした過去があるなんて……誰も夢にも思わないだろう。

　アンダーソンさんは、愛想よく微笑ほほえんで、

「いいえ。おやすいご用ですわ。……クウ、がんばってね！」

　オレは、沼田の舐なめるような視線の中に、絶望的な気分で取り残される。







　　　　九條高章　２







　あまり知られていないが、飛行機の垂直尾び翼よくの付け根付近に当たる場所には、キャビン・アテンダント用の仮か眠みん室がある。

　エコノミークラス最さい後こう尾びのラバトリーの側にあるクローゼットのような小さなドアを開き、ハシゴを上った場所には、カマボコ形の部屋があり、コの字形に並んだ狭せまい三段ベッドが三台と、座席が二人分。

　長ちよう距きよ離りフライトでは、一人四時間ずつくらいの割合で、横になって仮眠を取ることができる。

　女性クルーと男性クルーが一いつ緒しよになるとお互たがいにリラックスできないだろうということで、アメリカーナ・エアでは時間を区切って男性アテンダントだけの仮眠時間を設けてある。

　藤崎さんが静かにドアから入り、そっとハシゴを上っていく。

　ファーストクラス担当の篠原さんとラウさんも仮眠を取りに来るはずなので、先に休んでいる場合に起こさないようにとの配はい慮りよだ。

　彼に続いてハシゴを上り、ベッドを見み渡わたすが、仕事が一段落していないのか、まだ仮眠室には誰もいなかった。

　藤崎さんは呆ぼう然ぜんとした顔のまま、適当なベッドの下段にだるそうに腰こしを下ろした。

　……いつもなら、小こ猿ざるのように騒さわぎながら三段ベッドの一番上によじ登っていくのに……。

「藤崎さん。さっきのギャレーの担当を代えた件ですが……」

　私が言うと、藤崎さんはピクリと身体からだを震ふるわせて、うつむいたまま、

「ごめん、勝手に、九條まで」

「そんなことは別にかまいませんが……」

「……あの男が……」

　藤崎さんは、私の言葉を遮さえぎって、呟つぶやくように言う。

「……あの男……？」

　私の脳裏に、ある男の顔が浮うかぶ。

　さっき、様子がおかしくなった藤崎さんを見た時に感じた嫌な予感が、また胸をよぎる。

　藤崎さんは膝ひざの上に肘ひじをのせ、両手を握りしめて、

「まだおまえが入社する前。オレが飛行機のラバトリーで男に襲われてるところを、おまえが助けてくれたじゃん？　ええと……憶おぼえてる？」

「憶えています。もちろん」

　私の背中に、すっと冷たいものがよぎる。

「あの時の男が……乗ってるんだよね」

　藤崎さんの言葉に、私は愕がく然ぜんとした。

　……あの男が……？

　私の脳裏に、あの時の泣いていた藤崎さんの姿が蘇よみがえる。

　……まさか……。

　私はあの時、まだ大学生だった。

　クリスマス休きゆう暇かに父親から呼び出され、このアメリカーナ・エアラインの飛行機に乗った。

　そこで、一人の若いキャビン・アテンダントに、無意識に目を奪うばわれてしまった。

　受験規定ぎりぎり？　というほどに背が低く華きや奢しやだが、背筋をしっかりと伸のばしているせいで制服姿の彼はとても凜り々りしく見えた。

　ともすれば冷たく見えそうな、まるで人形のように整った顔立ち。

　真しん摯しな光を浮かべた紅茶色の目。瞬しばたたかれる作り物のように長い睫まつ毛げ。

　容姿には自信があるであろう女性が集まっているキャビン・アテンダントの中にいても、彼は際立って美しく見えた。

　彼は、とても気さくに乗客に笑いかけ、話しかけ、楽しげに仕事をこなしていた。

　彼の笑みは、機内の薄うす暗ぐらい照明の中で自ら光を発しているようで……私は知らず知らずのうちに彼の姿を目で追ってしまっていた。

　性格がきつそうな顔をした年ねん輩ぱいの女性アテンダントたちも、彼と話す時にはまるで可愛かわいがっている美しい妹にでも接するように、優しい顔をした。

　アメリカーナ・エアラインの常連らしき乗客は、競うようにして彼に話しかけた。彼は発音に少しクセはあるが正確な英語を使って、笑顔で応対し、時に冗じよう談だんで乗客を笑わせていた。

　彼は、このエアラインのキャビン・アテンダントのアイドルのようだった。

　出されている膨ぼう大だいな量のレポートと、休み明けの試験と、そしてニューヨークの堅かた苦くるしい屋や敷しきを訪ねることへの憂ゆう鬱うつさに沈しずんでいた私の心に、彼の笑顔は不思議なほど安らぎを与あたえた。

　そして、フライトは順調にいくと思われたのだが……。

　飛行機は乱気流に巻き込まれ、このまま空中分解してしまうのではないかと思うほど揺ゆれ、乗客たちは悲鳴を上げていた。

　キャビン・アテンダントたちもすでにクルー用のシートに着き、ベルトで身体を固定しながらアナウンスを流していた。

　……だが。

　飛行機の最後尾の席にいた私は、あの笑顔の綺き麗れいなキャビン・アテンダントが、トイレの個室に入ったまま戻もどってこないことに気づいた。

　それだけなら、揺れのために飛行機酔よいしたのかな、と思うところだが……。

　さっきまで、トイレの前にはもう一人男がいた。その男も、通路に出てこないまま……？

　私の心に、ひやりと冷たいものが走った。

　その男は、身なりがよく、一見ハンサムだったが、まるで獲え物ものを物色する飢うえたハイエナのような、妙みように卑いやしい感じのする、とても嫌いやな目をしていた。

　そしてその男は、あのキャビン・アテンダントに、誰よりもしつこく話しかけていた。

　……まさか……？

　あのキャビン・アテンダントがトイレの個室に引きずり込まれ、乱暴されかかっている映像が脳のう裏りをよぎる。

　まさかと思いながらも、ついトイレの方を振ふり向いてしまった私の耳に……、

　飛行機の振しん動どう音にかき消されそうなほど微かすかだったが、あのキャビン・アテンダントの嫌がる声が、たしかに聞こえた。

　私は何もかも忘れてシートベルトを外し、転びそうになりながらトイレに辿たどり着き……。

　ドアを開けた時に見てしまった光景、そして藤崎さんの涙なみだを……私は今でも忘れられない。

　あの事件は、藤崎さんの心に、深い傷を残しているはずだ。

「男のくせにバカみたいだけど……」

　藤崎さんが、どこか自じ嘲ちよう的に笑って、

「……オレ、まだちょっとあの男が怖こわいんだよね」

　薄暗いライトに浮かび上がる藤崎さんの横顔は、ますます沈んで見えるようで。

「……藤崎さん」

　言うと、彼は、不安そうな顔で私を見上げる。

　その顔は、あの時のように、助けを求める子供のようにか弱げで……。

　私は思わず、座っている彼の前にしゃがみ込み、

「大だい丈じよう夫ぶ。あの男に何かされそうになったら、私がまた助けます」

　言ってしまってから、自分で驚おどろいてしまう。

「……九條……」

　藤崎さんはどこか感動したように言い、それからその大きな目をふっと潤うるませる。

　その、私を頼たより切ったような表情に、心臓がズキリと甘く疼うずいた。　>>>♥

　それは、まるで震えている小さな動物を、手の中に包み込んでいるかのような。

　私の無骨な手のひらでは、もしかしたら潰つぶしてしまうかもしれない。

　私の心は、微かな怯おびえと緊きん張ちよう感かんに震える。

　どうして私を選んだんだ、という疑問。あまりに無防備な彼への苛いら立だち。

　しかしそれと同時に感じる、私を無条件に信用してくれる者への圧あつ倒とう的な愛いとおしさ。

　彼を見ていると、そのたくさんの感情が入れ替わり立ち替わり、私の心をよぎる。

　だから私は、彼といると、とても混乱してどうしていいのか解わからなくなる。

　……ああ、どうしてこんなふうに混乱してしまうんだろう……？

「ええと」

　私は咳せき払ばらいをして、

「また会ってしまったのはきっと偶ぐう然ぜんです。今回のフライトが終われば、きっともう会うことはないでしょう」

「う……うん」

「ともかく、担当は交代しました。あなたがあの男を接客する必要はありません」

「そ……そうだね」

　藤崎さんが言った時、ドアにノックの音が響ひびいた。

「お疲つかれー！」

　言いながら休きゆう憩けい室に入ってきたのは、中国系アメリカ人のロバート・ラウさん。

「おおっ、クーちゃん！　おれが来るのを待っていてくれたんだな？　さ、一いつ緒しよに寝ねるか！」

　言いながら部屋に入ってきて、藤崎さんをいきなりぎゅうぎゅう抱だきしめ、

「うーん、可愛い可愛い。君の二人のお兄さんがうらやましい。おれもこんな可愛らしい弟が欲しいよ。おれにはデカい兄貴しかいないし……」

　言いながら、藤崎さんの頰ほおに頰をすりつける。藤崎さんはもがきながら、

「い、痛いです、ラウさん！　ヒゲ伸びかけてるっ！　ゾリゾリするっ！　剃そってください！」

「休憩が終わったら剃るって。ワイルドでステキ、と思っているくせに。素直じゃないなあ」

　ロバート・ラウさんは、有名な大だい富ふ豪ごう・ラウ家の次男で、私でも知っているような有名な宝ほう飾しよく品ひん会社『Ｒ＆Ｙ』の社長の弟だそうだが……とてもそんなお坊ぼつちゃまには見えない。

　経済雑誌のグラビアで見た彼のお兄さんは、中国の貴族のように高貴な雰ふん囲い気きの端たん整せいな美形だった。いかにも大富豪の後こう継けい者しやというような。ラウさんも顔は美形だが、雰囲気が……。

　なんとも極きよく端たんな兄弟だなあ、と微笑ほほえましく思った憶おぼえがある。

「お、クールな新人・九條くん。愛しのハニー・クーちゃんに触ふれられたから、怒おこってる？」

　ラウさんは藤崎さんから手を離はなし、私を振り向いて言う。

「ラウさんが謝る必要はありません。『愛しのハニー』という言葉も適正ではありません。私と藤崎さんはそういう関係ではありませんので」

「うはははは」

　ラウさんは豪ごう快かいに笑って、私の肩かたをパンと叩たたくと、

「いいぞ、その冷静な物言い！　飛行機から避ひ難なんする時には君の後について行くぞ！」

「ひどい、九條～！」

　落ち込み、怯えていた藤崎さんが、ラウさんのおかげで少しだけ元気になっている。

　そのことに、私は少なからずホッとし、心の中でラウさんに感謝した。







　　　　有川桂人　２







　天候の乱れや、トラブルのない、平和なフライト。

　こんな夜には、昔のことを思いだす。

　コックピット・クルー用の休憩室で、私はため息をついた。

　コックピットから客室に出るためのドア、その脇わきにもう一つドアがあり、その中は二段ベッドのある、パイロットとコー・パイロット専用の休憩室になっている。

　長ちよう距きよ離りフライトの場合、コックピット・クルーは交代で休憩を取ることができる。

　オブザーバー席にいた石嶋機長が最初に休憩、その後石嶋機長と私に操縦を任せ（天候などに異常がない限りオートパイロットのままだが）、皇賀機長が休憩に入る。

　皇賀機長の休憩が終われば、次は私が休憩を取る番だ。

　機長席に皇賀機長、コー・パイロット席には石嶋機長が座って通信を担当してくれている。

　私は眠ねむれないまま、硬かたいベッドで寝ね返がえりを打つ。

　……どうしてこんなに憂鬱になるんだろう？

　考えてから、ふと思い当たる。

　……そうか。あの男と別れたのは、クリスマス前のニューヨークだったんだ……。

　あれは、私がまだニューヨーク大学の学生だった頃ころ。

　加か藤とう範のり之ゆきは、五歳年上の、有名な商社に勤務する、日本人のエリートサラリーマンだった。

　転勤でニューヨークに来たばかりの彼と、市立図書館で知り合った。

　週末にはニューヨークのことをよく知らない彼を連れ、街中をガイドしてやった。

　彼は私を愛してしまったと告白し、私も彼を愛していると思った。

　男は初めてだという彼と、やはり男と付き合うのは初めてだった私。

　男の身体からだの扱あつかい方をまったく解っていない彼との初めてのセックスは、とても思いだしたくないほどのひどい経験だった。

　私の身体は傷つき、疲れ果て、次の日は丸一日ベッドから起き上がれなかった。

　だが、私はそれでも、彼を満足させることができたことを幸せに思った。

　彼は会社が提供している立派な部屋に住んでいたが、毎日のように私の部屋を訪れ、ほとんど同どう棲せいしているような状態になった。

　付き合いが続いてからも、彼のセックスはいつも強引で、乱暴で、そして一方的だった。

　そのセックスに象しよう徴ちようされるように彼は傲ごう慢まんで、私としょっちゅう衝しよう突とつし、隣となりの住民が怒ど鳴なり込んでくるほどの喧けん嘩かになることもしばしばだった。

　ささいなことで私たちはボロボロになるまで傷つけ合い、しかし最後には愛していると言ってセックスし、お互たがいを赦ゆるし合った。

　私の通っていた大学は一流と言われるところで、そこに学生として在ざい籍せきし続けることは、その名声に比例して非常に難しかった。

　数え切れないほどのテスト、とても人間には不可能だろうと思われるような量のレポート。

　厳しく定められた基準に達しなければ、すぐに学生としての資格を奪うばわれる。

　卒業したらパイロットになるためにエアラインの入社試験を受けようと計画していた私には、どうしてもそのまま大学を出ることが必要だった。

　大学にいられなくなることへの恐おそれと、彼との恋こいの板いた挟ばさみになり、私は疲れ果てていた。

　夢と恋こい人びと、そのどちらも失うわけにはいかない、と私は自分を削けずり、さらに疲れ果て……。

　二人の関係は、しかし、その年のクリスマスが来る前に、簡単に終わりを告げた。

　クリスマス休きゆう暇かに入った彼を訪ねて、一人の女性が日本からやってきた。

　彼女は、あの男の婚こん約やく者で……お腹には、彼の子供がいた。

　そして私は、二十一歳で、二度と男など愛さない、と固く心に誓ちかったんだ。







　　　　皇賀凱一　２







「……桂人？」

　コックピット・クルー用の休憩室に入り、私は彼の名を呼ぶ。

　そろそろ桂人の休憩が終わる時間だった。

　いつも三分前にはきっちり休憩室から出てくる桂人が、今日に限って起きてこない。

　私が見てきましょうか？　という石嶋を止め、私が桂人を起こしに来た。

　……桂人の美しすぎるであろう寝ね顔がおに、石嶋がホレたらたいへんだからな……。

　思いながら床ゆかにひざまずき、二段ベッドの下段を覗のぞき込む。

　桂人は、ベッドの中で、まるで子供のように身体を丸めていた。

　薄うす灯あかりに照らされた彼の寝顔は美しかったが、彼はその眉まゆをきつく寄せていた。

　苦しげな呻うめきが聞こえ、私は彼がどこか具合を悪くしているのかと思って青ざめるが、彼の呼吸は眠っている人間独特の、ゆっくりとしたものだ。

　……夢に、うなされているのか……？

　私は、彼を揺ゆり起こそうとして手を伸のばす。そっと彼の頰に触れる。

　彼の頰はとてつもなく滑なめらかで、ひんやりとしていて心ここ地ちよく、私はその感かん触しよくに陶とう然ぜんとする。

「……桂人？」

「……う……」

「桂人？　疲れているのはわかるが、そろそろ……」

「……ノリユキ、さん……」

　彼の唇くちびるから漏もれた寝言に、私はそのまま硬こう直ちよくする。

　……ノリユキ……？

　彼はまだ眠りから覚めていないゆっくりとした動作で、私の手の上に、自分の手を重ねる。

　私の手に、きゅっと頰を擦こすりつけるようにして、

「……愛してたのに……」

　微かすかだが、はっきりと聞こえたその言葉に、私は愕がく然ぜんとする。

　固く閉じられた彼の瞼まぶたに、微かに光るものがある。

　それは彼の目め尻じりをスッと流れ、硬いマットレスに吸い込まれた。

　彼のその言葉、そして初めて見た彼の悲しすぎる涙なみだ。

　私の心臓は、壊こわれそうなほど痛んだ。　>>>♥

　……誰なんだ？

　……君は、誰の夢を見て泣くんだ？

　……私では、君の心を癒いやすことはできないのか？

　乱暴に揺り起こし、そう問いただしたい衝しよう動どうを必死でこらえる。

　私はため息をつき、心地いい彼の手の中から、ゆっくりと自分の手を引き抜く。

「……ん……」

　彼は小さく呻き、上向きに寝返りを打った。

　閉じられ、涙の粒つぶを宿らせた、長い長い睫まつ毛げ。

　ほかの男の名前を呼んだ、憎にくい、しかしとてつもなく甘そうな、美しい唇。

　身体の奥に、獰どう猛もうな欲望が燃え上がる。

　……キスしたい……。

　……このままのしかかり、抵てい抗こうできないように押さえつけ、無理やりにでもすべてを奪ってしまいたい……。

　……そして、もう二度と、ほかの男の名前など呼ばせない……。

　私は拳こぶしを握にぎりしめ、必死で凶きよう暴ぼうな衝動に耐たえながら思う。

　……ああ、私はこんなにも彼のことを愛してしまっていたのか……。

　だが、彼の心は、きっと私の上にはない。

　私の心臓が、壊れそうなほどに痛んだ。

　ついたため息が、震ふるえてしまう。

　……つらい……。

　パイロットになり、世界中の空を飛ぶ。

　私の人生の目標は、それだけでほとんどすべてが叶かなったはずだった。

　美しい青年たちと、後あと腐くされのない楽しい恋をたくさんして、楽しく暮らすはずだった。

　……なのに……。

　コー・パイロットとして紹しよう介かいされた、有川桂人という名の美しい青年。

　数十年に一度の逸いつ材ざいかもしれない、非常に優ゆう秀しゆうな訓練生がいる、という噂うわさは前から聞いていた。

　その彼の初めてのフライトが私の便だ、と聞いた時、私は少し意地悪な気持ちになっていた。

　……どんなに優秀なのか、お手並み拝見といこうじゃないか。

　しかし、私は、オフィスのミーティングルームに入ってきた彼を見ただけで、硬直した。

　着慣れていないであろう紺こん色いろのコー・パイロットの制服に身を包み、緊きん張ちようのためか微かに眉を寄せた彼は……信じられないほど美しかった。

　これは私の運命の人だ、彼は私の空の女神だ、そんな言葉が心に響ひびいた気がした。

　彼の濡ぬれたように光る黒い瞳ひとみに見つめられ、よろしくお願いします、という、美しく、そしてとても冷たい声を聞いたその瞬しゆん間かん、私の何かが変わってしまった。

　飛ぶことがほとんどすべてだった私の人生が、くっきりと二つに分かれた。

　飛ぶことと、有川桂人という青年。

　私の人生は、この二つで成り立つことになった。

　飛ぶことは順調だ。だが、桂人は私を拒きよ絶ぜつし続ける。

　私の恋は、まるで計器が狂くるい続け、視界がまったく利かない、嵐あらしの中のフライトのようだ。

　ポケットからハンカチを取りだし、彼の涙をそっと拭ぬぐってやる。

　……プライドの高い彼は、私に涙を見られたことを知ったら、とても混乱するだろう……。

　ため息をついてハンカチをしまい、彼の肩かたをそっと摑つかむ。

　そして、さも今入ってきたばかりのように、

「桂人。起きなさい。そろそろお仕事の時間だぞ」

　言いながら、彼の肩を揺すってやる。

「……う……」

　彼は苦しげに呻き、ゆっくりと目を開く。

　今の状じよう況きようを理解しようとするようにそのまま私の顔を見つめ、一いつ瞬しゆん後、

「ああっ！」

　いきなり大声を上げてベッドの上に飛び起きる。慌あわてて腕うで時ど計けいを見て、

「失礼しました！　五分も寝ね過すごしてしまいました！　なんてことだ！」

　混乱したように前まえ髪がみをかきあげる。私はつらい心を抑おさえようと無理やりに笑って、

「飛行に問題はないから、少しくらいはかまわないよ。君の綺き麗れいな寝顔を見せてもらったことで帳消しにしてあげよう」

　彼はギクリと身を震わせて、

「……寝言を、言いませんでしたよね……？」

　……ということは、起こすまでずっと、その男の夢を見ていたのか……？

　私は、大人おとなげなくも悔くやしくなって、

「言っていたよ。『皇賀機長、愛してます』って」

　言うと、彼はあっさりと、

「まさか」

「何がまさか、だ。寝ね坊ぼうしたんだから、私の夢くらい見ていて欲しかったよ」

　私の声に、彼はホッとしたように息をつき、いつもの冷静な顔に戻もどって、

「失礼しました。二度と、このようなことは……」

「次にまた寝坊したら、今度はキスで起こしてあげよう。いつでもどうぞ」

　言って片目をつぶってやると、桂人は冷たい声で、

「それなら、ますます、二度と寝過ごさないようにしなくては」

　言い捨てて、あっさりと踵きびすを返し、休きゆう憩けい室を出ていく。

　開いたままのドアの方から、石嶋に謝っている桂人の声が聞こえてくる。

　私は二人の声を聞きながら、一人で深いため息をつく。

　……桂人、君が夢に見、名前を呼んだその男は、いったい君のなんなんだ……？

　……どんなに愛していても、私の恋こいは報われないのだろうか……？







　　　　藤崎空　３







　成なり田た空港には、十二月にしては珍めずらしい、ボタン雪が降り続いていた。

　雪のために到とう着ちやくが遅おくれた便があったらしく、入国審しん査さには列ができ、ごった返していた。

　オレと九條は、沼田に会ってしまわないように、入国審査のところに人がすっかりいなくなるまで待ち、それから入国審査を抜けて、オフィスに戻った。

　あの男に会わなくてすんだことにホッとしながらロッカールームに入り、九條と二人で私服に着き替がえる。不ふ真面目まじめなオレは、セーターの上に襟えりの詰つまった上着を着て、スーツを着ないままでごまかす。真面目な九條は、高そうなスーツに、ネクタイまできっちりと締しめている。

　ロッカールームからドアを開けたところはミーティングルームになっていて、私服に着替え終わった女性アテンダントたちがきゃあきゃあ騒さわいでいる。

　どうやら雪で鉄道のダイヤが乱れているらしく、都内では止まっている路線もあるらしい。

　空港グラ地上ンド職員・スの人タツフのデスクに集まり、コンピュータで電車の運行状況を調べてもらっている。

「なあ、シンヤ！　ホテルまで一いつ緒しよに行ってくれ！　泊とまってくれとは言わない、せめて夕食だけでもっ！」

　ロスアンゼルス・ベースのラウさんは、成田のホテルに一人で泊まるのがつまらないらしい。篠原さんに向かってお願いポーズをしている。篠原さんは肩をすくめて、

「おれは、可愛かわいい弟に会いに、今から東京まで行く。おみやげの珍しいお茶も買ったしね」

　心ココにあらずって顔で言う。彼はラウさんと同じロスアンゼルス・ベースだけど、日本にご家族がいる。だから三日あるオフは、ご家族と一緒に過ごすんだろう。

「君の弟のアキヤが可愛いのは認める！　だがそんなことじゃブラコンと呼ぶぞ！」

「ブラコンではない。どの兄弟もこんなものだろう」

　二人のやりとりを聞いているメンバーたちが、またか、って顔で笑ってる。

「あ、藤崎さーん！」

　新人アテンダントの佐さ々さ木きさんが、叫さけびながらオレに駆かけ寄ってきて、

「さっきの便に乗ってらした藤崎さんのお知り合いの方から、おみやげをお預かりしてます！」

「……え？」

　オレと九條は思わず顔を見合わせる。

「はい！　これ！」


　佐々木さんが差し出したのは、空港の免めん税ぜい店てんや機内の免税品販はん売ばいの時に使われている、『DUTY FREE SHOPPERS』と印刷されたビニールバッグだった。



「これって……」

「沼田さんという方からです！　すっごくハンサムな方ですね！　沼田さん、入国審査を抜ぬけたところで、藤崎さんのことずっと待っていらしたみたいですよー！」

「えっ？」

「でも、なかなかいらっしゃらないから、『先に出たのかもしれないから、おみやげだけ渡わたして欲しい』って言われて、お預かりしたんですけどー」

　オレは硬こう直ちよくする。九條がいつになく厳しい声で、

「どうして預かったりしたんですか？　妙みようなものだったらどうするつもりです？」

　その声に、先せん輩ぱいアテンダントたちが振ふり向く。佐々木さんは怯おびえたように、

「す、すみません！　ちょっと話してみたら、藤崎さんのことよくご存じで、だからきっと仲良しのお友達なんだなって……だから、つい……」

「つい、ではありません！」

「もういいよ、九條！　知り合いだって言われたら、預かっちゃうことだってあるよ！」

　オレは慌てて彼の言葉を遮さえぎる。

　まさか、女性たちの前で、オレが乱暴されそうになった話なんかしないだろうけど、オレは、みんなの前であの男の話なんかされるのが、すごくイヤで……。　>>>♥

　オレはいちおう注意しながら、ビニールバッグを開いてみる。

　中に入っているのは、箱の封ふうを切ってない高級ブランデーと、包装されたネクタイの箱。

　……さっき、オレが見立ててやった、あれだ……。

　オレは、深いため息をつく。

　洋酒の箱の上には、『藤崎くんへ』と書かれたカードが載のっていた。

　カードの裏を返し、そこに書いてあった、『再会を祝して　沼田』という文字を読んで、ちょっと目眩めまいがする。

　カードには世せ田た谷がやの一等地の住所があった。電話番号と、ご丁てい寧ねいに携けい帯たい電でん話わのナンバーまで。住所の脇わきに、『いつでも遊びに来てくれてかまわないよ』と書いてあるのを見て、胃の底の方から激しい吐はき気が湧わき上がる。

　オレはそれに必死で耐たえながら、なんだか泣きそうになった。

　……何が、『私はあの頃ころとは変わった』だ！

　……まったく変わっていないじゃないか！

「沼田って、さっきのあの男ねっ？」

　田川さんが、つかつかと歩み寄ってきて、

「クーちゃん！　みんなに注意するように言ってもいいっ？　ほかのキャビン・アテンダントが同じようなことをされたら、いけないしっ！」

　言った時、ミーティングルームのドアにノックの音。それに続いてドアが開いた。

　皇賀機長、石嶋機長、そしてコー・パイロットの有川さんが、颯さつ爽そうと入ってくる。

　みんなは口々に、お疲つかれさまでした、を言う。

　皇賀機長は、オレと田川さんを取り囲むようにしてクルーが集まっているのを見て、

「どうかしたのか？」

「あの……」

　田川さんが言いかけて、それから、言ってもいい？　という顔でオレを見る。

　……どうせ、機内で何かあったら、すぐに機長に報告をしなければならないんだ……。

　オレは思い、田川さんにうなずいてみせる。田川さんは勢い込んで、

「エコノミークラスに、問題のあるお客様が。一見ハンサムなんですけどストーカーみたいにしつこくて、藤崎くんの手を握にぎって離はなさなかったりしたんです。サービスに支障が出そうでしたので、結局、藤崎くんの担当ギャレーを交代することになりました。……実はクーちゃんが交代した後も、『藤崎くんは？』とかしつこく聞かれたのよ。ごまかしたけどね。それに……」

　田川さんは、オレを見つめて、

「……なんだかあの男の顔に見み憶おぼえがあるような気がしてたのよ。さっきやっと思いだしたんだけど、あの男って、一年くらい前にも、クーちゃんにつきまとってなかった？　憶えてない？」

　その言葉に、オレは息をのんだ。

　……一年前とは組んでいるメンバーのほとんどが変わってるけど……そういえば、田川さんは、あの頃にも一いつ緒しよだったメンバーだ……。

　オレは思わず九條の顔を見上げてしまう。九條がはげますようにうなずいてくれたのを見て、

「……憶えています。彼は一年前にも、機内や空港でオレにつきまとっていました」

「きゃー！　そ、そんな人だったんですかあ？」

　免税店の袋ふくろを持ってきてくれた佐々木さんが、泣きそうな声で言う。

「じゃあ、入国審しん査さのところにずっといたのって、藤崎さんのこと待ち伏ぶせしてたんですね！」

　アンダーソンさんが、

「もしかして、免税品のネクタイを選んでくれってクウをわざわざ呼び出した、あの男？　だとしたら、そのプレゼントの中身って……」

「……ええ。あの時、オレに選ばせたものが、そのまま入ってます」

　オレが言うと、彼女は、あの顔にだまされたわ！　と叫び、皇賀機長に向かって、

「ミスター・フジサキを呼んできてくれと熱心に頼たのまれました。……今思うと、プレゼントを選ばせるためにわざわざ呼んだみたいですね」

「クーちゃんにはファンも多いし、キャビン・アテンダントにプレゼントをくれるお客様も少なくないけど……あの男、なんか、そういう方とは違ちがってたのよ。目が危険っていうか……」

「藤崎さん可愛いから、油断したら危ないですう！」

　佐々木さんが叫ぶ。皇賀機長は黙だまって聞いていたけど、オレの顔を真っ直ぐに見つめて、

「……大だい丈じよう夫ぶか、藤崎くん？　顔色が悪い」

　いつものくだけた様子とは違う、なんだかすごく心配そうな声。

『疲れている私にそんなことまで報告しなくていい』だの、『たいした事件ではない』だのと言われなかったことに、オレは少なからずホッとする（まあ、皇賀機長がそんなことを言うとは思えないけど）。

「大丈夫です。すみません」

　答えながら、彼がまずオレを気づかう言葉を言ってくれたことが、オレはすごく嬉うれしかった。

　……いつもフザケてるイメージがあるけど、それだけじゃなくてすごく優しい人なんだな。

「ほかに、その男に何か不ふ愉ゆ快かいなことをされた人は？」

　皇賀機長は見回しながら言うけど、みんなは首を傾かしげる。皇賀機長は、オレに向かって、

「乗客名めい簿ぼにその男の名前があった場合、私に言うように頼んでおく。君のフライトスケジュールをすべて替かえることは難しいと思うが、しばらくほかのチームに加わって様子を見るようにすることもできる。君が嫌いやなら、その男が搭とう乗じようすることを拒きよ否ひする権限も私にはあるんだよ」

　……沼田のせいで、機長にまで迷めい惑わくをかけちゃうなんて……。

　……このまま逃にげていていいんだろうか、オレ……？

　オレは、覚かく悟ごを決めて顔を上げ、

「このプレゼントは、宅配便であの男に返します。もうつきまとわないで欲しいことを、きちんと手紙にして、あの男に伝えることにします」

「感情的な手紙を書かないと、約束できる？　彼が逆上したら、君はますます危険になる」

「大丈夫です」

「搭乗拒否される場合もあることを書いていい。住所はこのオフィスで。内容は事務的に」

　オレがうなずくと、皇賀機長は九條の方を向いて、

「九條くんを、藤崎くんのナイトに任命する。きちんとガードしてあげるんだよ」

　九條は驚おどろいた顔をするが、すぐに、はい、と答える。

　みんなの優しさや、配はい慮りよが、なんだかめちゃくちゃ嬉しい。

　……このまま、二度と沼田が現れないのが、一番いいんだけど……。







　　　　九條高章　３







「一人で大丈夫だったのに。九條、ごめん」

　新宿行きのエアポート・リムジンの中。藤崎さんが、らしくない声で呟つぶやく。

「大丈夫だと言い切れる根こん拠きよはないでしょう。それに何がごめんなのかわかりません」

「だって、おまえには、いっつもお迎むかえの車が来てるじゃん。黒くろ塗ぬりのすごい高級車。オレに付き合って、エアポート・リムジンに乗ることになっちゃって……ごめん」

「運転手に電話をして帰らせました。問題ありません」

　お節せつ介かいな母が、私を屋や敷しきに直行させるために成田空港に迎えをよこす。

　まるで私が父のもと……アメリカから帰ってこないことを恐おそれるかのように。

　私はあの車を見るたびに、ずっとフライトが続けばいいのに、と心から思ってしまう。

「でも、せっかくお迎えが来てたのに……」

「別に断ってもかまわないんです。たまにはバスで帰りたい時もありますし」

　本当は、迎えの車に藤崎さんも乗せてしまえば、あの沼田という男に尾び行こうされないように慌あわててバスに乗り込むこともなかったのだが……。

　……あの母に知られたら、藤崎さんのことをしつこく詮せん索さくされるに決まっている……。

　思っただけでうんざりする。

　それになぜか、私は藤崎さんのことをあれこれ言われたくない、という心境だった。

　……機会さえあれば、抱だけとセマってきてしつこい。

　……無む邪じや気きなのはいいが、子供のように手がかかる。

　だが。

　……どうして、彼のことばかりがこんなに気になるんだろう？




　　　　◆




　バスの窓から見た新宿は、成田空港と同じく、一面の雪景色だった。

　視界がきかないほどの、横なぐりのボタン雪。

　私たちは、オーバーナイトバッグを積んだキャリーが雪まみれにならないように地下に下り、新宿駅に向かって歩いていた。

「これじゃ、電車止まってるかなあ」

　藤崎さんの声に、私は少しドキリとする。

　あの薄うす暗ぐらい屋敷に帰らないでいい口実ができるのなら、電車に止まっていて欲しいくらいだ。

　そして……。

「オレんち、ここからＪＲで一本だから大丈夫だけど……」

　駅の掲けい示じ板ばんに貼はられた運休になった路線の一覧を見ながら、藤崎さんが言う。

「九條んちって、たしか新しん百合ゆりヶが丘おかだったよね？　小お田だ急きゆう線、止まってるみたいだけど」

　……本当に止まってしまった。

　呆ぼう然ぜんとする私に、藤崎さんは、

「あのさ。帰れないんだったら、うちに来れば？　泊とめてやるから」

　少し照れたような顔で言う。

「藤崎さんのお宅ですか？」

　同じチームにいるため、世界中のいろいろな場所を共に旅行している私たちだが、意外にお互たがいのことを知らない。

　私は自分の家のことを話すのが嫌なので、その類の話題を避さけがちだ。

　そのために自然にそういう話はしておらず……私はそういえば藤崎さんがどういう家族構成で、どういう場所に住んでいるかもよく知らない。

「藤崎さんには……たしか、お兄さんが二人いらっしゃるんですよね？」

　以前何かの機会に聞いたし、彼はことあるごとに二人の兄に、とみやげを買い込んでいる。

「五人暮らしですか？　藤崎さんのお父さんもエアライン関係ですか？」

　コネで入社できるわけではないが、キャビン・アテンダントの中には家族もエアライン関係の仕事をしているという人間が多い。小さい頃ころから見ていて、憧あこがれる機会が多いせいだろう。

「ううん」

　藤崎さんはかぶりを振ふって、

「父と母は他界した。兄二人は、父が遺のこした店を継ついで、商店街のラーメン屋さんをやってる」

「……え？」

　藤崎さんのご両親が他界した、という話は初めて聞いた。

「……ご両親のことは知りませんでした。失礼しました」

「両親が亡くなったの、オレが中学生の時だもん。もうずっと前だよ」

　彼はいつもハイなほど明るくて、少しもカゲを感じさせない。

　だからご両親に甘あまやかされて育ったものとばかり思っていたのだが……。

　私は、彼のことを何も知らないことを、改めて思い知る。




　　　　◆




「大雪だから、やってるかどうか……あ、やってるやってる！」

　角を曲がったところ。藤崎さんは弾はずんだ声で言う。

　中央線沿線の駅。その昔ながらの駅前の商店街。

　アーケードのある商店街から、道を一本入ったところに、その店はあった。

　古いが、どっしりとした建物。一階がラーメン屋、二階は住居になっているらしい。

　横なぐりの雪の中、その店の明かりは、まるで嵐あらしの海から見た港のようにあたたかい。

　老舗しにせらしく洗いざらしたのれん。それは、この店が昔から人々に長く愛されていることを物語っているようだ。

　この仕事をしていると、いつの間にか、いい店を見分ける嗅きゆう覚かくのようなものが発達してくる。

　日本ならともかく、海外で妙みような飲食店に入るととても危険だからだ。

　ひどい腹痛にでもなってフライトをキャンセル、もしくは時間までに空港に辿たどり着つけなかったら、ほかのメンバーに迷惑をかける。

　それどころか、下手をしたら会社をそのままクビになる可能性もある。

　お気楽に見える乗務員たちだが、健康管理にだけは非常に気を使っている。

　そのために、いい店を見分ける嗅覚が否応なしに発達してくる。

　……そして。

「とてもよい店ですね。こういう店はきっと味もいい」

　私が言うのに応こたえるように、湯気で曇くもったガラス戸が開いた。

　凍こおり付きそうな空気の中に、ふわりと上がる湯気。

　とてもコクのありそうなスープのいい香かおりが、ただよってくる。

　こんな大雪の日でも客足が途と絶だえないことを示すように、店の中からは大勢の人の気配。

　そして手際よく調理をする音、食器のぶつかる音。

「ありがとうございました！」

　威い勢せいのいい、二人の男性の声が綺き麗れいにハモる。

　満足そうに頰ほおを赤くした女性三人組が、店の中を振り向き、また来ます、と弾んだ声で言って店から出てくる。

　ガラス戸を閉めたとたんに、

「いやあーん、美味おいしかったあー。雪が降ってたから、並ばないで入れてラッキーだったねー」

「めちゃくちゃ美味しかった！　しかも格好いいー！　大だい地ちさまっ！」

「あたしは、海かいさまっ！」

「なによおっ！　海さまは私のものよっ！　あ、でも大地さまもステキだった……」

「だめよっ！　大地さまにホレないって言うから連れてきてあげたのにっ！」

　ひとしきり黄色い声で叫さけび、それから、また来よう、と言いながら商店街の方に消えていく。

　藤崎さんは、彼女たちの背中に向かって、小声で、ありがとうございましたー、と言い、それから私を見上げて、

「うちの兄ちゃんたちは、格好いいからすっごく人気があるんだよ。でも一番人気があるのは、父さんが遺したうちのラーメンの味。雪の日じゃなければ長ーい行列ができるんだよ」

　とても誇ほこらしげに言う。それから、

「九條、お腹空すいてる？　ラーメンって好き？　もしお腹空いてなかったらいいけど……」

　少し遠えん慮りよしたように言う。私は慌てて、

「お腹は空いています。しかも凍こごえそうです。ラーメンはとても好きです」

　これは気を使って言ったわけではなく、本心だった。

　私服に着き替がえてはいるが、フライトの帰りなのでスーツの上にコートを着ただけの格好。駅からの道のりでほとんど凍えそうだった。

　なんだかんだで機内で食事をし忘れたし、何より、ふわりと上がっている湯気と、そこにただよう美味しそうな香りは、あまりにも魅み力りよく的だった。

「えっと。じゃあ、兄ちゃんたちが作ったラーメン、食べてみる？」

「よろしければ、ぜひ」

　藤崎さんは嬉うれしそうにうなずいて、ガラス戸を開き、

「お先にどーぞ！」

　言われて背中を押され、ガラス戸をくぐって暖かな店内に入る。

「いらっしゃいませ！」

　よく響ひびく二人の男の声が、また綺麗にハモる。

　店内には長いカウンター。こんな雪の日なのに、まばらな数席を残してほぼ満員だ。

　カウンターの中にいたのは、背が高く、逞たくましい身体からだを白い調理服に包んだ二人の男性。

　一人は黒い髪かみを短く切り、二十代後半くらい。

　もう一人は茶色がかった髪を後ろで結んだ、短たん髪ぱつの彼より一つ二つ年下に見える人だ。

　茶ちや髪ぱつの男性は店内を見み渡わたし、奥の方の空席を示して、

「お客さん、こちらに……」

　言いかけたところで、その視線が私の横にずれて、

「空！」

　驚おどろいたように叫ぶ。もう一人の黒くろ髪かみの男性も、私の横を見て、

「空！　電話がないから飛行機が雪で遅おくれているのかと思ったぞ！」

　藤崎さんは、私の腕うでに摑つかまるようにして、私の脇わきから顔を出して、

「えへへ。ただいま」

「日本に着いたら電話しろと言ったじゃないか！」

「だって、電話したらお客さんほっぽって駅まで来ちゃうじゃないか！」　>>>♥

　藤崎さんが口を尖とがらせながら言うと、カウンターの奥の方にいる常連らしき人々が笑って、

「大だい丈じよう夫ぶだよ、空ちゃん。その間はおじさんたちが鍋なべをかき回しててやるから」

「このスープはこの店の命だ。いくらおっちゃんでも任せられねえよ」

　黒髪の男性が威勢よく言う。常連らしき人々は口々に、

「そう言って、いつもどっちが駅まで空ちゃんを迎むかえに行くかでケンカになるんだからねえ」

「まったく昔っから変わらないよ、この兄弟は」

　言って、また笑う。

　藤崎さんも笑いながら、私の背中を押して、

「あそこ空いてる。座ろう」

「ああ……はい」

　私は荷物の載のったカートを持ち上げ、カウンター席のお客さんと壁かべの隙すき間まを通り抜ぬける。

「空。その人は？　会社の先せん輩ぱいか？」

　茶色い髪の男性が、不ふ審しんそうな顔で私を見ながら言う。黒髪の方の男性が、丁てい寧ねいに、

「空がお世話になっています。空はそそっかしいからご迷めい惑わくをおかけしているでしょう？」

「ちがうっ！　オレの方が先輩だよおっ！　オレがお世話してる方！」

　ムキになったように言い、私の隣となりのスツールに腰こし掛かける。

「彼は九條高章！　うちのエアラインの新人で、オレがいろいろ教えてあげてるんだよ！」

「本当か？」

「空の方が先輩？　とても見えないぞ」

　二人は口々に言う。私は立ち上がって頭を下げ、

「九條と申します。空さんにはお世話になっています。よろしくお願いいたします」

　言うと、二人は慌あわててカウンターの外に出てきて、

「おれは藤崎大地です。空の兄です」

　黒髪の方の男性が、きっちりと頭を下げながら言う。茶髪の方の男性が、

「おれ、空に近づく男は基本的に許さないんだよね。空はめちゃくちゃ可愛かわいいし……」

「海！」

　大地さんが言い、彼の後頭部を押して無理やり頭を下げさせる。

「すみません。こいつは海。ちょっとブラコン入ってるんですよ。あなたに悪い印象を持ってるわけじゃないんで、許してやってください」

「海兄ちゃん！　九條は、オレの可愛い後こう輩はいなんだよっ！　イジメたらダメだっ！」

　藤崎さんが怒おこったように叫ぶと、海さんは慌てたように、

「そんなに怒んないでくれよ、空～」

　その情けない声に、店内のお客さんが笑う。常連らしき中年の男性が、

「海ちゃん。空ちゃんとその格好いい後輩さんは、寒い中歩いてきてるんだよ？　さっさとあったかいラーメン作ってやんなよ」

　その言葉に、大地さんと海さんは急いでカウンターの中に入っていく。

　私がスツールに腰こしを下ろすと、藤崎さんは、ふん、とため息を鼻から吹ふいて、

「まったく！　海兄ちゃんったら！」

　言ってから、『ネギ』『味付け卵』などと書いてある壁のメニューを指さして、

「メニューはラーメンだけだけど、トッピングができる。今日はオレのおごり！」

　私はあたたかな湯気の籠こもった店内で、身体だけでなく心まであたたまるような気がしていた。

　……藤崎さんは、本当にみんなから愛されて育った人なんだな……。







　　　　有川桂人　３







　雪でバスも列車も長ちよう蛇だの列。仕方なく皇賀機長とタクシーに乗り込んだ……のが間ま違ちがいで。

　途と中ちゆうの駅の前で降ろしてもらえず、そのまま高速に乗って東京まで来てしまった。

　皇賀機長がタクシーをやっと停めたのは、東京湾わん沿いのとても渋しぶい感じのバーの前だった。

　さっさと駅を目指して歩きだそうとした私を、彼は一いつ杯ぱいだけ付き合ってくれ、と引き留めた。

　適度な暗さの照明。まるで大陸間を行く、優ゆう雅がな列車の食堂車のようなイメージの店内。

　磨みがき抜かれたカウンターが一本あるだけの、小さな店だった。カウンターの正面には鏡張りの棚たな。カクテルのレシピの豊富さを示すように並べられたたくさんの洋酒の瓶びん。

　雑誌でしか見ない年代物のスコッチの瓶がさりげなく混ざっているところを見ると……ここはとても質のよい店らしい。

　お客もカップルなどはおらず、一人でゆっくりと飲みに来たような通っぽい男が多い。

　昔ながらの白いお仕着せに蝶ちようネクタイの初老のバーテンダーが、静かにグラスを磨いている。

　彼は客をたじろがせない、ゆっくりとした動作で顔を上げる。

　少し驚いたように私を一いつ瞬しゆん見つめ、それから目元に笑えみを浮うかべて静かな声で、

「いらっしゃいませ」

　私に言い、それから皇賀機長に視線を移し、彼のフライト帰りの荷物に目を留めて、

「お帰りなさい。フライト、お疲つかれさまでした。雪で大変だったでしょう」

　ということは、皇賀機長がパイロットであることを知っているのだろう。

「今回もなんとか無事に帰ってこられました。……彼が例の有川くんです。まるで女神のように美しいでしょう」

「ええ、本当に。失礼ながら見とれてしまいました。……どうぞ、こちらに」

　私と皇賀機長は、落ち着いた上席を示される。

　スツールに座った私は、バーテンダーがおしぼりを取りに行った隙すきに皇賀機長を睨にらみ上げ、

「『例の』とはどういうことですか？」

「女神のように美しいコー・パイロットがいるので、いつか連れてくると前々から言っていた」

　皇賀機長は屈くつ託たくなく笑い、

「やっと連れてくることができた。海外ではなんとか連れ出せるが、日本ではさらにガードが堅かたいし」

「それは……」

　……あの男は、日本にいるはずだ。しかも、この東京に……。

　皇賀機長が私を連れていくのは、このバーのような凝こったインテリアの一流の店ばかりだ。

　海外ならともかく、日本でこんな洒落しやれた店を巡めぐっていたら、いつかは、私の心を粉々にした、あの加藤範之に会ってしまうかもしれない。

　皇賀機長と加藤は、人並みはずれて見栄えがする、ということ以外、まったく共通点がない。

　しかし、店の好みだけは妙みように似ている。

　……会いたくない……。

　店の雰ふん囲い気きのせいで解ほぐれかけていた心が、キリリと音をたてて固まるのを感じる。

　……あの男にだけは、絶対に会いたくないんだ……。

　私は思わず店内を見回し、それから階段を上ったところにある、店のドアに目をやる。

　日本では、お洒落な店に行くことは避さけている。しかしたまに加藤が好みそうな雰囲気の店に入ってしまうと、私はいつも店のドアに目をやってしまう。

　ドアが開いて加藤が入ってくるのを……私は恐おそれている。いや……。

　……私はもしかしたら、あの男を待っているのかもしれない……。

　そう思う時、私は自分がとても汚よごれているように感じる。

　彼は年代物のバーボンのストレート、私は彼のおすすめのシンガポール・スリングを頼たのんだ。

　凝ったカッティングのクリスタルグラスに、ろうそくの明かりがキラキラと反射する。

「乾かん杯ぱいしよう。……何にがいい？」

　彼が美しい指でグラスを持ち上げて言う。私もグラスを持ち上げ、

「雪にもかかわらず見事だった、あなたの着ランデ陸イングに」

「やっと褒ほめてもらえた。光栄だよ」

　彼は笑い、グラスをぶつける真似をしてから、バーボンを美味しそうに飲む。

「ここに来て、これを飲むと、やっと一仕事終えたという気になるんだ」

　満足げなため息をつく。私はグラスを傾かたむけて一口飲んで、

「……あ……美味おいしい……」

　思わず呟つぶやいてしまう。彼はうなずいて、

「うちの機内サービスのシンガポール・スリングも、このくらい美味だといいんだが。昔、プライベートで乗った時に試したが、なかなかヒドかったぞ」

「カクテルには会社の決めたレシピがありますからね。勝手に変えられないと篠原くんがぼやいていました。まあ、あれが『アメリカーナ・エアの味』と言われればたしかにそうですが」

「海外で、シンガポール・スリングを飲んだことがある？」

「お決まりですが、シンガポールのラッフルズホテルのロング・バーで」

　私の父親は商社勤務、そして母親は旅行好きで、一人っ子の私を小さな頃ころから世界中に連れていってくれていた。

　空港で見る凜り々りしいパイロットたちに憧あこがれ、あんなふうになって空を飛びたい、と思い始めたのもまだ幼かったその頃だ。

　私の成人祝いに、両親は私をシンガポールに連れていってくれた。そこで飲んだのがそれだ。

　……そういえば、もうずっと実家に帰っていない……。

　私の両親は鎌かま倉くらに住んでいるので、日本でのオフの時には寄れないこともない。

　エアラインは、観光客が増える正月やお盆ぼんには忙いそがしいので休みが取れないし、そうでなくても訓練やら試験やらでスケジュールが詰つまっている。

　それを理由に、私はずっと両親と顔を合わせていない。

　だが、加藤と付き合い、自分がゲイだと解わかってからは、後ろめたくて顔を合わせられない……というのが本当の理由だ。

　例えば、加藤がもっとしっかり私を愛してくれていたとしたら……そう簡単にカミング・アウトはできないにしても……もう少し自分に自信が持てたかもしれない。

　加藤のことを思いだして暗あん澹たんたる気分になった私に、

「南国で飲むのなら、ラッフルズが最高だな。寒い場所では、オスロの空港のバーで飲んだシンガポール・スリングが美味だった。とても不思議な組み合わせだが」

「空港のバー？」

　私はとても驚おどろき、

「ま、まさか、フライト前に一杯ひっかけたことがあるんじゃ……？」

「まあね。酔よっていても私の操縦は完かん璧ぺきだし」

　しれっとした声で言われて、私は頭に血が上り、

「信じられません！　それは、服務規定に反するだけでなく、空と飛行機とお客様に対する冒ぼう瀆とくです！　あなたなんかには、二度と操そう縦じゆう桿かんを握にぎる権利は……！」

「噓うそだよ。もちろんプライベートの時に試したんだ」

　彼は私の叫さけびを遮さえぎって言い、私を見つめて、

「怒おこった顔も綺き麗れいだ。さすがは私の空の女神」

「なっ……！」

　私は呆あつ気けにとられ、それからため息をついて、

「……あなたに本気で応対したのがまちがいでした」

「それが上司に言う言葉かなあ？」

　彼は苦笑混じりに言い、それからふいに真面目まじめな顔になって、

「ところで……さっきの、藤崎くんが男につきまとわれていた件、どう思う？」

　私は、ミーティングルームでのことを思いだしながら、

「その男は女性が苦手で、だから男の藤崎くんとは気軽に接することができた。海外旅行は誰にでも不安がつきまとうもので、つい顔見知りの彼をしつこく呼んでしまった。あのプレゼントはそのお礼。つきまとわれていたのは藤崎くんの気のせいでしょう。気にすることはありません」

　あっさり言ってやると、皇賀機長は少し怒ったような口調で、

「私はそうは思わない。藤崎くんは本気で怖こわがっているようだったし……」

「もちろん噓ですよ。さっきのお返しです」

　私が言うと、彼はやられた、という顔をする。私は、

「ただのキャビン・アテンダントおたくとは思えませんね。きっとその男はゲイで、藤崎くんに一方的な片想いをしています。思いつめるタイプの粘ねん着ちやく質しつなので、何かきっかけがあれば、とても危険な方向に爆ばく発はつするかもしれません。……きちんと気をつけて藤崎くんにできるだけのことをしてあげたほうがいいと思います。同じフライトチームのメンバーとして」

　彼は私を見つめて少し黙だまり、それからとても嬉うれしそうな笑みを浮うかべて、

「君のその言葉を聞けて嬉しいよ」




　　　　◆




　彼のマンションは、そのバーから程近い、品川区の一等地にあった。

　ドアマンのいるエントランスと、広いロビーは、まるで海外の一流ホテルのようだった。

　彼の部屋は、そのマンションの中でも最上階のペントハウスだった。

　立派な一枚板のドアを開くと、そこには広々とした黒い石張りの玄げん関かん。

　洒落た間接照明が玄関から続く廊ろう下かに灯ともり、石の床ゆかに美しく映えている。

　……私の、狭せまいマンションの部屋とは、大おお違ちがいだな。

「私の部屋に来てくれたということは……ええと……」

　皇賀機長は緊きん張ちようしたような顔で、

「もしかして、今夜こそオッケーということ？」

「違います。飲んでいるうちに電車がすべて止まってしまったので仕方なく、です」

　私は、玄関のたたきに立ったまま、

「そういうことが泊とめていただけるための条件でしたら、私はこのまま失礼しますが」

「桂人。この近くにはシティホテルなどない。こんな雪の中を、どこへ行くと言うんだ？」

「ここではない場所へ、どこへでも」

　言うと、彼は情けない顔になって、

「……桂人……」

「桂人ではなく、有川、とお呼びください」

　彼は、降参、というように両手を上げて、

「わかったよ。だから、そんな寒いところにいないで部屋に上がってくれないか？」

「それでは、失礼します。ですが……」

　積もった雪の中を歩いてきたせいで、靴くつの中に雪が入ってしまった。靴下までが冷たく濡ぬれていて、このままでは彼の部屋の美しい大理石の床を汚してしまいそうだ。

「雑ぞう巾きんか何か、貸していただけますか？」

「ああ、雪で足が濡れたんだね？　それなら……」

　靴を脱ぬいだ彼は、いきなりひょい、と私を抱だき上げる。

「何をするんですかっ！　下ろしてください！」

　叫ぶが、彼は気にする様子もなくそのまま廊下を歩いて、

「足が濡れたんだろう？　それなら抱いていってあげる」

「抱かないでけっこうです！　足を拭ふく雑巾だけ貸していただければ……」

　暴れる私を、皇賀機長はしっかりと抱き直し、

「おとなしくしなさい。シートベルトがないから、転げ落ちるよ？　ちゃんと摑つかまって」

「いっそ転げ落ちた方がマシです！　下ろしてください！」

「大理石の床に落ちて頭でも打ったら、次のフライトに支障が出る。……摑まって」

　彼が言った言葉に、私は思わず動きを止めてしまう。

　渋しぶ々しぶ腕うでを彼の首にまわすと、彼は楽しそうに笑って、

「さすが君だ。完璧なコー・パイロットだよ。できればもっと強くすがりついて、『このままベッドに連れていって』と甘えてもらえると……」

「嫌いやです。私がおとなしく抱かれている理由は、自分の頭をぶつけないためと、他人ひと様さまの家の床を汚よごしたくない、その二点だけですから」

「冷たいことばかりを言う。でも君は、完璧に私の理想のタイプなんだよなあ」

　彼は能天気な口調で言い、しっかりとした足取りで私を運ぶ。

　男性の平均体型よりだいぶ細いとはいえ、私も立派な成人男子だ。それをこんなに軽々と抱き上げるなんて、そうとうの筋力だ。

　……これが、彼がきついフライトを終えた後でも少しも疲つかれを見せない理由だろうか？

　私は一いつ瞬しゆん彼の力に感心してしまい、それから男のくせに男に抱き上げられている自分のみっともない状じよう況きようにやっと気づく。

　……なんてことだ……。

　廊下の突つき当たりに、まるで教会のそれのように大きなドアがあった。彼はそれを顎あごで示し、

「申し訳ないが、手がふさがっているので、レバーを押して、開けてくれないか？」

　私は片手を彼の首から離はなし、ドアのノブを下に押し下げ、ドアを押す。

　ドアが開き、私は目を上げて……、

「……すごい……」

　思わず声を上げてしまう。

　そこは、まるでホテルのロビーのように広々としたリビングだった。

　正面には横長の巨きよ大だいな窓。リゾートにあるようなガラスの折り戸になっていて、その向こうには、高層マンションには珍めずらしい広々としたテラスがあった。

　電気が点つけられていないので、部屋の中は暗い。だが、テラスに積もった雪の白さが、雲間から覗のぞいた満月の明かりを反射して、ふわりと部屋の中を照らしている。

　そして……。

「……羽田空港……」

　横一面の窓に広がる、煌きらめく東京の夜景。

　その向こうに、駐ちゆう機き場を照らすオレンジ色の夜間照明と、滑かつ走そう路ろのブルーの明かりが見える。あれは、羽田空港の明かりだ。

　低く垂れこめた雲。その隙すき間まから、飛行機が真っ直ぐに降下してくる。

　尾び翼よくのマークが詳くわしく見えるほど近くはないが、機体と尾翼の色は識別できる。

「……アメリカーナ・エア……ですね」

　思わず言うと、彼は私を抱いたまま窓に近寄って、

「この時間だと、ソウル発、関かん空くう経由の最終便かな」

　私は彼の腕うでに抱かれているのも忘れ、降下してくる飛行機の美しさに見とれてしまう。

　鳥に憧あこがれ、空を飛ぶ夢を見続けた人間。その夢を叶かなえた、あの美しい形。　>>>♥

「今いま頃ごろ、あの機の機長もコー・パイロットも着陸でおおわらわですね」

「ああ。除雪はされたにしても、滑走路は凍こおっているな。成田の滑走路もそうとう滑すべったし」

　彼が呟つぶやいた言葉に、私は驚おどろいてしまう。

　凍り付いた滑走路への着陸は、ブレーキが利きかなくなって滑走路をオーバー・ランする場合もあり、とても危険で難しい。

　しかし彼は、滑走路の状態が悪いなどとは毛ほども感じさせない、まるで羽毛がフワリと舞まい降おりるかのごとき完かん璧ぺきな着陸をした。

　だから、滑走路は完璧な状態だと……。

「凍って……いたんですか？」

　彼は、フフ、と楽しげに笑って、

「君は才能溢あふれる優ゆう秀しゆうなコー・パイロットだが、まだ少々経験不足だ。タイヤが滑走路に接地した際の振しん動どうと音で、すぐにわからなくては、ね」

　言って、遠くで着陸した飛行機を見つめながら、

「機長は誰だろう？　少々滑っているがなかなかだな。……ナイス・ランディング」

　小さな声で賛辞を贈おくっている。

「……振動と、音、ですか……」

　私は、さっき彼に言われたことが気になっていた。

　最近の最さい新しん鋭えいジャンボ機は、自動操縦のままで着陸までしてしまうことも可能だ。

　だが、それは、天候や、視界、風などのさまざまな条件が重なったときにだけ可能なこと。

　しかも、空港のレーダー、機長の持っている資質なども関係してくるので、なかなか難しい。

　普ふ段だんの着陸時は、機長が手動で行う。だからもちろんコー・パイロットの私も、通信や計器の点検や操縦の補ほ佐さで忙いそがしい。

　……だが、本当は、そこまで気を回せるほどにならなければいけないのだろうな……。

「私にはまだ余よ裕ゆうがないようです。気づきませんでした」

「大だい丈じよう夫ぶ。すぐにわかるようになる。私のコー・パイロットを務めていれば、ね」

　彼は言って方向転てん換かんをし、大きなソファに私をそっと下ろす。

　手を伸のばし、ソファの脇わきのスタンドを点ける。

　オレンジ色の光にふわりと照らされたリビングは、想像していたよりもはるかに広かった。

　暗い色の木で張られた高い天てん井じよう、艶つやのある黒い石張りの床ゆか。

　私が座っているのは、重厚なアジアン・アンティークのソファセット。

　背もたれと肘ひじ掛かけの部分は木で作られ、細かい彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

　座面のクッションは細かい織り模様のある暗い赤のシルク。

　同じ明度で統一された金やブラウンのクッションが置かれて、なかなか洒落しやれている。

　サイドテーブルに置かれたスタンドの胴どうの部分は、黒に金で模様の描えがかれた現代風のもの。

　そのバランスが、不思議に落ち着く、そして洒落た雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　まるで、南の国のどこかにある、隠かくれ家が的なホテルのスウィートルームのような。

　部屋の向こうに置かれたダイニングセットも、ソファと同じ、木で作られたアンティーク。

　そのテーブルの上に金色の鉢はちがあり、そこに南国のフルーツが盛り上げられていた。

　ハワイあたりではマーケットで一山いくらで売っているが、冬の日本ではとても高価そうな、パッションフルーツ、グアバ、パパイヤ、キワノ。

「まさか、前のホノルル便の時に、鞄かばんに忍しのばせて密輸したんじゃないでしょうね？」

　言うと、彼は私の視線を追い、楽しそうに笑って、

「ご期待に添そえなくて申し訳ないが、ちゃんと紀きノ国くに屋やで買ってきた。君の好きな冷れい凍とうライチもごちそうするよ、しっかり身体からだがあったまった後でなら、ね」

　言いながら彼は部屋を横切り、暖だん房ぼう装置らしきリモコンを操作してから、ドアを開けて部屋を出ていく。

　彼の存在を感じられなくなった私は、ふと、自分の身体が微かすかに震ふるえていることに気づく。

　とても天井が高く、窓が大きなせいか、外と変わらないくらいに寒い。

　雪の中を歩いてきて、足元から冷え切っているせいで、どうしても震えが止まらない。

　彼にすすめられて飲んだ何なん杯ばいかのカクテルはとても美味で口当たりはよかったが、どれもアルコール度数は高かった。それは酒に弱い私を酔よわせ、身体を熱くさせた。

　そして酔いが醒さめた今は……凍こごえそうな空気が、酔う前よりもますます冷たく感じられる。

　彼が入っていったドアの向こうから、微かに水音が聞こえてくる。そこは浴室になっているのだろう。ドアの隙間からふわりとただよってきたあたたかな湯気が、とてつもなく魅み力りよく的だ。

　出てきた彼は、片手にお湯の入った桶おけ、もう片手に数枚のバスタオルをかけていた。

　私に近づき、桶を床に置く。

「ちょっと失礼」

　彼は私の前にひざまずき、私の両足を持ち上げる。靴くつ下したを脱ぬがされ、スラックスの裾すそをまくり上げられて、私は本気で驚いてしまいながら、

「なっ、何をするんですかっ？」

「髪かみも、コートも、雪だらけだよ。これで拭ふいて」

　バスタオルを押しつけられ、私は抗こう議ぎするのも忘れて受け取ってしまう。

「暴れるとお湯が零こぼれる。おとなしくしなさい」

　フライトの時のような厳しい声で言われて、私は思わずそのままの格好で硬こう直ちよくする。

「よし、いい子だ。髪と身体をきちんと拭きなさい」

「……は、はい」

　……ああ、この声だ……。

　厳しく、しかし彼に従えばなんの心配もないと人に思わせてしまうような、安心感のある声。

　彼の手が、むき出しになった私の足首をそっと摑つかむ。

「……あ……」

　私の足が、熱めの湯の張られた桶につけられる。

　本当に冷え切っていたのか、足が痺しびれるような感覚があり、それからじわりと身体全体までがあたたかくなってくる。

　彼は、手のひらで私の足を包み込むようにして、

「土つち踏ふまずがとても硬かたくなっている。緊きん張ちようする雪の日のフライトで、疲つかれたんだろう？」

　彼の親指が、私の土踏まずをキュッと押した。

「……あっ」

　痛いと同時に痺れが走るほど気持ちがよくて、私は自分が本当に疲れていたことに気づく。

「気持ちいい？　やはり疲れているみたいだね」

　彼は両手で私の右足を包み、両手の親指で土踏まずをゆっくりとマッサージしてくれる。

「……あぁ……」

　あまりの気持ちよさに、私はため息をついてしまう。それから慌あわてて足を引き、

「も、もうけっこうです。操縦なさっていた皇賀機長の方がずっとお疲れのはずですから」

「ああ？　私はもう慣れっこだ。飛行機を一回飛ばしたくらいではまだまだ疲れないよ」

　平然とした顔で笑う。それから、

「私は大丈夫だが、コンビを組むコー・パイロットが疲れを残して体調でも崩くずしたら困る。遠えん慮りよしないで。これは私が安心して次のフライトに出るためでもあるんだから」

　解わかるような解らないような論理で私を煙けむに巻まき、彼は私の足をまたそっと摑む。

「……力を抜ぬいて。すぐに気持ちよくしてあげるから」

　彼は言って、私の足の裏全体をゆっくりともみ解ほぐしてくれる。

　私は抵てい抗こうするのをあきらめて身体から力を抜く。

「……そう、いい子だ。目を閉じて、リラックスして。後ろにもたれかかっていていいよ」

　彼の、囁ささやくような優しい声。

　私は目を閉じ、ソファの背にもたれかかる。

　巧たくみに動く彼の指が、私の凝こり固まった筋肉をゆっくりと解していく。

　不思議にあたたかなものが流れ込んでくるようで、身体全体からふわりと力が抜けていく。

「……気持ちいい？」

　囁かれて、私は抵抗することも忘れ、思わずうっとりとため息をつき、

「……気持ちいいです、とても」

　湯の中で、彼の手が私の足の甲こうをそっと撫なでる。

「……あっ……」

　くすぐったさと、それに混じる別の感覚に、私の身体が、勝手にピクリと跳はね上がる。

「おとなしくして」

　……どうして言うとおりにしてしまうんだろう……？

　彼の指が、私の足の指の間に滑すべり込む。

　まるでとてもいけない場所を愛あい撫ぶするように、彼の指がそっと指の間を撫でる。

「……くっ……」

　私は声を上げそうになり、慌てて唇くちびるを嚙かみしめる。

　そんな場所に、そんなふうに他人に触ふれられるのは、あの男と別れて以来、初めてだ。

　加藤は、風呂ふろの中で私の足の指を一本一本舐なめ上げて私を感じさせ、しかしいつまでも欲しいものを与あたえてはくれず、私が泣いて懇こん願がんするまでじらした。

　私の足は、私の身体は……あの男に与えられた、身体の奥が蕩とろけそうになるような、しかし胸が痛くなるほど悲しい愛撫をまだ憶おぼえている。

　皇賀機長は特に何かの意図があってそうしたわけではなく、ただ雪に冷え切った私の足をあたためて、凝った筋肉を解してくれているだけだ。

　……なのに……。

　彼の指が触れている場所から、怖こわいほどの欲望が身体を這はい上のぼってくる。

　鼓こ動どうが速くなり、陶とう酔すいに頭の芯しんが痺れるような気がする。

　……私は、相手が誰だろうと発情するのか……？

　あの男の指に、どこもかしこも開発されてしまった私の身体。

　皇賀機長といる時、私は自分がとても汚よごれた、ちっぽけな人間であることを思い知る。

　彼の長く美しい指が、私の薬指と小指の間の谷間に忍び込み、そっと撫で上げる。

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎる彼の手は、男らしく骨が張っていて、いつもうっとりするほど美しい。

　確実に動いてスイッチを操作する、その長い指も。

　あの美しい指が私の指の間を撫でている映像が脳のう裏りをよぎり、私の身体に震えが走った。

「……あ……」

　私は思わず小さく声を上げてしまい、慌てて唇を嚙む。

　彼に不ふ審しんに思われてしまっただろうか、と思って、そっと目を開けて彼を見る。

　彼はなぜか、とてもつらそうな顔で私の顔を見つめていた。

「……桂人……」

　言った彼の声は、どこかが痛むかのように苦しげで、そして震えがくるほどセクシーだった。

　私の身体から、ふいにすべての力が抜けそうになる。

　彼の逞たくましい腕うで、厚い胸が、すぐそばにある。

　とても芳かぐわしい、彼のコロンの香かおりがする。

　……この腕に、抱だかれたい……。

　私は不思議なほど激しく欲情し、それから我に返って、

　……いけない……！

　……私は、なんてことを思っているんだ……？

「あ、あの！」

　私は、彼の手の中から足を引き抜く。バスタオルで足の水気を拭き取り、

「ありがとうございました！　とてもあたたまりました！」

　言って真っ直すぐに座り直す。彼は呆ぼう然ぜんとして私を見上げるが、一いつ瞬しゆん後にふいに苦く笑しようして、

「どうした、慌てて？　私の指で感じてしまった？」

　私はギクリとしてから、慌てて表情を殺して、

「感じません。感じるわけがないでしょう？」

「それは残念」

　彼は桶を持って立ち上がり、楽しそうな声で、

「くすぐったのに、笑ってもくれないし。本当にクールなんだから」

　……クール？　違ちがう……。

　彼が私を指す時によく使うこの形容詞が、私にはどうしても理解できない。

　……私はきっと、どんな男にでも欲情するような、淫いん乱らんな人間なんだ。だから、今も……。

　……自分の過去を、そして自分がいかに汚れた人間かを、この男に知られるのが……私はなぜか、とても怖い……。
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　正直に言おう。

　あの時彼が足を引いてくれなかったら、私は何もかも忘れて、あのまま彼に襲おそいかかっていただろう。

　……それほど、あの時の彼は色っぽかった……。

　とても疲れていたのか、ただでさえ白い彼の頰ほおが、ほとんど青ざめたようになっていた。

　しかも帰りの雪道で凍こごえきったのか、その身体からだは小さく震ふるえてしまっていた。

　私は、一刻も早く彼をあたためてやらなければ、と思い、彼の足をとりあえずあたためて、がちがちに固まった彼の足の筋肉を解してやった。

　風呂に入るのがあたたまる方法でもあるのだが、その前に足だけでもマッサージしておくと、とても血行がよくなり、風呂に入った後の筋肉の状態が格段によくなる。

　操縦席は、普ふ通つうのシートベルトのほかに、肩かたもショルダーハーネスで固定されている。

　ホールドされたような姿勢のままで何時間もいると、自ずと筋肉が固まってくる。

　私は普ふ段だんから筋肉を鍛きたえるようにしているので大だい丈じよう夫ぶだが、桂人にはとてもつらいらしい。

　フライト中、彼はよく無意識の動作で肩や首に手をやっている。

　警けい戒かい心が強く、潔けつ癖ぺきな彼に、不用意に手を触れるのは、気の毒に思えた。

　しかし私は、彼が疲つかれた様子を見せるたび、そのしなやかな筋肉を解してやりたい、という欲求にいつも耐たえていた。

　……しかし、触れない方がよかったのかもしれない……。

　色の白い彼は、足の指先まで無む垢くなミルク色をしていた。

　きっちりと短く切られた爪つめは、作り物のように精せい巧こうで、つやつやと滑なめらかだった。

　男とは思えない細く整った足の形は、まるで絵画に描えがかれた裸ら婦ふのそれのように美しかった。

　しかし、触れてみるとそれは凍こおり付きそうに冷え、土つち踏ふまずの筋肉は彼の疲れを表すように痛々しく硬こう直ちよくしていた。

　湯につけると、まるで恥はじらうように、足先が桜色に染まった。

　固まった筋肉を解すようにしてやると、それまでつらいのを我が慢まんしていたのか、桂人は思わずというように甘いため息を漏もらした。

　私は、彼の筋肉を解すという口実で彼に触れた。だが……。

　……あれは、私にとっては愛撫だったんだよ、桂人……。

　彼の肌はだに触れ、彼がどこで反応するかを測った。そして少しでも彼が反応した場所を責めた。

　疲れ切り、冷え切り、アルコールに酔よった彼は、抵抗しなかった。

　とても淫みだらな意志を込めてその美しい指を開かせ、その指の間を愛撫した時、彼はまるで本当に抱かれているかのような、甘い甘いため息を漏らした。

　……私は本当は、足の指ではなく、君のそのしなやかな両りよう脚あしを開かせたかったんだ。

　……そして、私が本当に愛撫したかったのは……。




　　　　◆




　私が貸したパジャマを着た桂人が、しどけない姿でソファの背にもたれかかっている。

　大きすぎる私のパジャマの襟えり元もとから覗のぞく、ふわりとピンク色に染まった華きや奢しやな鎖さ骨こつ。

　小さく開いた唇から、少し苦しげな呼吸が漏れている。

　食事に付き合ってくれるのはフライト前ばかりで、私は彼と酒を飲んだことがなかった。

　……まさか、彼が、こんなにアルコールに弱いなんて。

　風呂上がりの彼は、凍ったライチを一つ食べ、ペリエの代わりのシャンパンを一いつ杯ぱい飲んで……こんなふうにぐったりしてしまった。

「このままでは風邪かぜをひく。一いつ緒しよにベッドに行こう」

「……私はここでけっこうです。ケダモノのベッドに行くほど……バカではありません」

　切れ切れに囁ささやかれたいつもの冷たい言葉。しかしその声は、酔いに甘く潤うるんでしまっている。

「じゃあ、せめてキスだけでも」

　私は本気で囁く。桂人は目を閉じたままで、その長い睫まつ毛げを震わせて、

「……私はとても眠ねむくて……そしてとても疲れています」

　桂人は、消え入りそうな声で言う。

「……今なら……抵てい抗こうする気力はありません」

　……それは……今ならばオッケーということか……？

　私は、自分の耳を疑った。

　……桂人が、私にキスを許してくれた……？

　……ということは、私の恋こいも、まったく見込みなしというわけではなく……？

　私が硬直したその一瞬に、彼はハッと目を開けた。

　自分が何を言ったのか気づいたようにカアッと赤くなって、私を押しのけてソファから立ち上がろうとする。

「すみません。妙みようなことを言ってしまいました」

　私は、彼が立ち上がるのを許さず、そのまま彼の肩を摑つかんでソファに押し倒たおした。

「待ってください、違います、私は……！」

「……訂てい正せいはきかない。もう止まらないよ」

　私は囁いて顔を近づけ、その美しい唇くちびるを奪うばった。

「……う、んんっ……！」

　初めて触ふれる彼の唇は、見た目の美しさに比例した、蕩とろけそうな柔やわらかさを持っていた。

　桂人は、私の舌を拒こばんで歯を食いしばり、かぶりを振ふって逃にげようとする。

　私はそれを許さず、彼の唇を追い、何度も唇を奪う。

「んっ、んんーっ！」

　彼は抵抗し、私のパジャマの布地を摑んで引き剝はがそうとする。

　私は唇を合わせたまま、彼の両方の手首を握にぎる。

　そのまま、頭上に上げるようにして彼の両手首をソファに押しつける。

「離はなしてください、皇賀機長……！」

　抵抗しようとして身体を反り返らせる彼の様子が、とてつもなく色っぽい。

「……桂人……愛してるよ」

「皇賀機長、いやです……んっ……！」

　彼がまた歯を食いしばらないうちに、その口こう腔こうに舌を忍しのび込ませる。

「……んん……」

　舌を絡からませると、彼の声がふいに甘くなり、私の理性が吹ふき飛びそうになる。

　彼の両手首を片手でまとめ、もう片方の手で彼の腰こしを抱だき寄よせる。

　驚おどろいたように声を上げる彼の首筋に、唇を当てる。

「……あっ……」

　彼の腰が、無意識の動作でヒクンと跳はね上がった。

　彼の身体からふわりと力が抜ぬけたことに気づいた私は、彼の手首をゆっくりと解放してやる。

　彼はもう私の身体を押し返そうとはせず、その手は力なくソファの上に投げ出されたままだ。

　彼の肌はひんやりと冷たく、きめの細かい磁器のようだった。

　唇を押しつけているだけで、あまりの心地よさに陶とう然ぜんとしてくる。

「ここに、私のモノであるという印を刻んでもいい？」

　言って、軽くその肌を吸い上げてやる。

　制服を着れば、ワイシャツの襟えりでちょうど隠かくれるくらいのギリギリの位置。

「……ダメ……ダメです……皇賀機長……」

　彼は、やめて、と懇こん願がんするようにかぶりを振る。

　しかしそのしなやかな身体はふわりと体温を上げ、その声には甘さが滲にじんでいる。

「……あぁっ……！」

　首筋に舌を這はわせると、彼は感じてしまったかのような、ため息を漏らす。

「愛している。……このまま抱きたい」

　囁くと、彼はビクリと大きく身体を震わせ、とても驚いたように目をいきなり開く。

　見つめ返してきた彼が、何かに怯おびえたような顔をしているのに気づいて、私は驚く。

　……いったいどうしたというんだ……？　>>>♥

「これ以上のことは……」

　彼の声は硬かたく、さっきまでの甘いそれとは別人のようだった。

「すみません、もう私は失礼します。お邪じや魔ましました」

　いきなり立ち上がろうとする彼に、私は慌あわてて、

「パジャマ姿でどこへ行くと言うんだ？　わかった！　これ以上は何もしないから！」

　彼は、その言葉を信じていいのですか？　と問いたげな目で、私を見つめる。

「私はここで寝ねる。私のベッドを使ってくれ。信じられなかったら、中から鍵かぎをかけていい」

　私は彼との約束を守った。だから彼がベッドルームの鍵をかけたかどうかは知らない。

　翌朝早く、私が目を覚ました時には、『泊とめてくださってありがとうございました』という短いメモだけを残して、彼は姿を消していた。
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　……こんなに大好きな、だけどすごく遠い存在に感じてた九條が、うちのお風呂ふろに入ってるなんて……。

　オレはテレビを見ているフリをしながら、一人で赤くなる。

　遠くでお風呂場の戸が開いた音がして、思わずピクンと反応してしまう。

　戸が閉まる音に続いて、廊ろう下かを歩いてくる足音。

　少し遠えん慮りよするように一呼吸置いてから、静かに襖ふすまが開く。

「お先にお風呂をいただいてしまいました」

　ステイ先のホテルではたいてい一緒の部屋なんだから、彼のお風呂上がりの姿なんか見慣れてるはず。

　だけど、見慣れた自分の家の風景に彼がいるのがなんだかすごく新しん鮮せんで。なんだか嬉うれしくて。そしてなぜだか妙に……気き恥はずかしくて。

　……だって、なんだか公認カップルになったみたいで……。

　洗い髪がみの九條は、いつもきちんとしている前まえ髪がみが額に落ちかかっていて、妙にセクシーだ。

　彼は、見慣れた海兄ちゃんのパジャマを着ている。

　ステイ先で着てたパジャマを持ってるからって遠慮しようとしてたけど、家事好きの海兄ちゃんに、「汚よごれ物があるなら全部出せ」って言われて、オレの洗せん濯たく物と一緒に問答無用で洗われ、空いてる部屋に渡わたされた洗濯ロープに、すでにきっちり干されている。

　狭せまいホテルの部屋じゃあんまりまじまじ見たことがなかったけど、地味な紺こん色いろのパジャマを着て立っていても九條はすごく格好いい。

　肩かたがしっかりしていて、脚あしが長い、すごく見栄えのするスタイルをしてるのが丸わかり。

　オレは、また一人で赤くなる。

　大地兄ちゃんが、立っている九條を見上げて、

「そんなところに立っていないで、こたつに入りなさい」

「はい。失礼します」

　九條は礼れい儀ぎ正しく言って、オレの隣となり、こたつの空いている辺に座る。大地兄ちゃんが、

「海のパジャマでちょうどよかったな。おれのじゃでかすぎるし、空のじゃ短すぎるし」

「短すぎるってなんだよっ！　どうせオレは脚が短いよっ！」

　オレはムッとして叫さけぶ。九條は、

「海さん、パジャマを貸してくださってありがとうございます」

「そ、そんなに丁てい寧ねいにされると、慣れてねーから背中がムズムズするけど」

　海兄ちゃんは言って目をそらし、なんとなく照れたように、

「おれは空に近寄る男は基本的に敵だと思ってるが……おまえはそんなに悪くないかもな」

「やった！　九條！　これで本当に公認カップルだぞっ！」

　オレが叫ぶと、海兄ちゃんはいきなり怖こわい顔になって、

「なにいっ？　空、どういうことだっ？　まさか何かいかがわしいことを……」

「してないよっ！　……ホントはしたいけど……」

　語ご尾びの方に小さく呟つぶやかれた言葉を、海兄ちゃんは聞き逃のがさなかったらしく、

「空！　同じ部屋での就しゆう寝しんは禁止！　おまえはおれの部屋で寝なさい！」

「いやだよー、だ！　九條、オレの部屋に行こう！」

　オレは言って立ち上がり、続いて立ち上がった九條の腕うでを引っ張って、

「それじゃ、兄ちゃんたち、おやすみっ！」

　言って、何か叫んでる海兄ちゃんの声を無視して、茶の間を飛び出した。







　　　　九條高章　４







「まったく。いつまでもオレのことを子供だと思ってるんだからっ！　もう社会人なのに！」

　オーバーナイトバッグを持って階段を上がりながら、藤崎さんがぼやく。

　同じように荷物を持って彼の後に続きながら、私は思わず笑って、

「まあ、たしかに中身はお子さまのような気もしますが……」

「九條までっ！　もうーっ！」

　言いながら二階の廊下を歩き、一番奥の部屋の襖を開ける。

「ここ、オレの部屋」

　そこは、きちんと片づけられた八畳じようくらいの和室だった。

　土壁は年代物らしく古びた味のある色をしているが、掃そう除じが行き届いていて清潔だ。

「実家は綺き麗れいにしてるんですね。ホテルの部屋にいる時は、服を脱ぬぎ散らかしたり、グラスを倒たおしたり、お菓か子しをじゅうたんに落としたりして、ほとんどお子さま状態なのに」

　言うと、藤崎さんは赤くなって、イジワル野や郎ろう！　と叫ぶ。それから、

「オレが住んでた時はいつもごちゃごちゃ散らかってたけど、今は海外ステイが多いのをいいことに、海兄ちゃんが勝手に入ってきてきっちり掃除してくれちゃうんだよお」

　部屋の隅すみには、丁寧に本が収められた本ほん棚だなと、古びた勉強机がある。

「航空関係の本ばかりですね。きちんと勉強しているんだな」

　本棚には、旅行記やガイドブックやらのほかに、キャビン・アテンダントの新人研修で使った憶おぼえのある教科書やマニュアルが並んでいる。

　ほかにも、『キャビン・アテンダント　接客マナーの基き礎そ』などというハウツー本や、飛行機の操縦に関する本までがぎっしり。下段にはボロボロになった子供向けの飛行機図ず鑑かんまである。

　……本当に、飛行機が好きなんだな……。

　私は、この部屋で飛行機図鑑を熱心に見ている幼き日の藤崎さんを思い浮うかべ、とても微笑ほほえましい気分になる。

　藤崎さんは、空いている場所に布団を二枚並べて敷しきながら、

「うーん、まだまだだけどね」

　彼は楽しそうに笑い、敷き終わった布団の上にダイビングして、

「でも、オレ、飛行機大好きだし、人と話すのもすごく好き」

　楽しそうに言う。

「体力勝負の肉体労働だけど、お客様に会うと疲つかれも吹ふっ飛んじゃう。だからキャビン・アテンダントってけっこう天職かも」

「私もそんな気がします。あなたは飛行機に乗っている時、とても楽しそうです。本当に天職かもしれませんね」

「うん！　だからずっとがんばって続けて……」

　彼は言いかけ、ふいに言葉を切る。彼の無む邪じや気きな顔に広がる沈ちん鬱うつな表情。

　……あの男のことを思いだしたんだな……？

　藤崎さんはゆっくりと身を起こし、布団の上に座って、

「あの沼田がこれ以上エスカレートしたら、みんなに迷めい惑わくかけちゃう……」

　呆ぼう然ぜんとした声で、

「あの男のせいでいつか会社を辞めなきゃならない、なんてことになったらどうしよう……」

「そんなことはさせません！」

　私は思わず叫んでしまう。

　藤崎さんは一方的に想いを寄せられ、つきまとわれ、最後にはあんな目に遭あわされた。

　彼の怯えきった顔と、流れていた涙なみだが、脳のう裏りをよぎる。

　彼は、あの時のことで、今でも傷ついたままだ。

　……そのうえ、やっと摑つかんだ夢を、あんな男のために奪うばわれるなんて……。

　私は布団の上に、彼に向かい合うようにして座り、彼の顔を覗のぞき込む。

「私が許しません。あなたの身は、私が守ります」

「九條」

　藤崎さんの目に、ふわりと涙が盛り上がった。瞬まばたきをした拍ひよう子しにそれが弾はじけて、頰をゆっくりと滑すべり落ちる。

「……ありがと、九條」

　藤崎さんの声がか弱げにかすれる。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、私の中の何かが、プツンと音を立てて切れるような気がした。

　気がついたら、私は腕の中に藤崎さんを抱だきしめていた。

　彼の身体からだは見た目よりもさらに華きや奢しやで、しなやかで、そしてとてもあたたかかった。

「……九條……」

　藤崎さんが呟いて、私の胸に頰ほおを擦こすりつける。

　パジャマの布地を、あたたかな涙が濡ぬらした。

　彼は、声を殺して泣いていた。

　あの事件の時以来、彼は、私の前で泣いたことなどなかった。

　……きっと彼は、ずっと我が慢まんしていたんだ……。

　思ったら、彼が可哀かわい想そうで、そしていじらしくて、なんだかとても愛いとおしくなる。

「藤崎さん」

　彼の身体をさらに強く抱きしめると、藤崎さんはそれがきっかけになったように肩かたを激しく震ふるわせた。

「……うっ……くっ……」

　声を殺そうとして、震えながらしゃくり上げる彼に、

「声を上げて泣いてもいいですよ」

「そっ、そんなことしたら、兄ちゃんたちが飛んできて、『空を泣かせるようなことをしたのか』って、ぶん殴なぐられちゃうよ？」

　藤崎さんはしゃくり上げながらも少しだけ笑って言い、私のパジャマの布地を摑んで、

「胸だけ、貸してくれれば、いいよ」

　切れ切れに言って、私の胸にまた顔を埋うずめる。

　肩を震わせ、彼が声を殺して泣いている。

　その悲しげな泣き方が、彼の負った傷の深さを表しているようで、私の心は激しく痛む。

　私は彼が落ち着くまでずっと抱きしめていてやろう、と思う。

「……く、九條……」

「なんですか？」

「……あの時、助けてくれて、ありがと……」

「あの時のことに関するお礼は、何度も言っていただいています」

「……オレ、あの時、開いたドアの所に立っていた九條を見て、オレの白馬の王子様だって思った。運命の王子様が、悪いヤツからオレを助けに来てくれたんだって」

　彼の言い方は少々子供じみていたが、私にはもちろん笑い飛ばしたりはできない。

　……彼は、きっと、それほど恐おそろしかったんだ……。

　彼はそのまま私にしがみついて長いこと泣き、それから照れたように、

「……ごめん。すっごいたくさん泣いちゃった」

　まだ少し鼻にかかっているような声で言い、くすんと笑って、

「……一人の時でも、ずっと泣けなかったんだ。一年間、ずっと」

「つらかったでしょう」

「一人の時はね。だけど、おまえが入社してきて、同じチームに入ってくれたから……すっごく心強かったんだ。言葉にできないくらい」

「大だい丈じよう夫ぶです。あんな男に好きなようにはさせません。私があなたを守ります」

　彼はふと私を見上げ、覚かく悟ごを決めた顔で、

「オレも、一年前より強くならなきゃ。明日、あの男に手紙を書くよ」

　怯おびえたように一いつ瞬しゆん身を震わせてから、私の胸に額をきゅっと押しつけて、

「こんなことが言えるようになったのも、おまえがそばにいてくれたおかげだ」

　私は彼の背中にまわしていた手を上に上げ、そっと髪かみを撫なでてやる。

　彼の髪はとても柔やわらかく、ずっと触さわっていたいような心ここ地ちいい感かん触しよくを私の手に伝えてきた。

「……九條……」

　彼は囁ささやいて、甘える仔こ猫ねこのような仕草で私の胸にそっと頰を擦り寄せてくる。が、ふいに飛び上がるようにして身体を離はなす。

「どうしました？」

「……く、くすぐったかったっ……」

　自分のうなじの辺りを押さえて、泣き笑いの顔になる。

「……首、弱いんだ、オレっ……！」

　少し元気になってきた彼の様子に、私は少なからずホッとして、

「うなじを触られてくすぐったがるなんて、子供の証しよう拠こですね」

「うっ！　子供じゃないぞっ！」

　睨にらんでくる彼の顔は、もうすっかり元気になっている。私は笑ってしまいながら、

「オトナなら、気持ちがいいんじゃないのかなあ？」

「えっ？」

　彼の身体を捕つかまえて、首筋にふっと息を吹きかけてやる。

「うわあんっ！」

　彼は叫さけんでくすぐったそうに首筋を押さえ、しかし私を睨んで、

「く、くすぐったかったんじゃなくて、オトナだから気持ちがよかっただけだぞっ！」

「はあん。それなら……」

　私は彼の身体を布団の上に押し倒たおし、バタバタと暴れる彼を身体で押さえつける。

「ここは気持ちがいいですか？」

　耳の中に息を吹き入れてやると、彼はくすぐったそうにびくんと身体を跳はねさせて、

「わあっ！」

「だめですか？　じゃあ、ここは？」

　開いたパジャマの襟えり元もと、鎖さ骨こつのあたりに息を吹きかけてやる。

　彼は我慢できなかったのか吹き出して、

「うははは！　やっ、やめろってばあっ！」

　本当にくすぐったいようで、私の身体の下で暴れる。

「息を吹きかけるだけじゃ、だめなのかな？」

　私は言って、彼の首筋にわざとゆっくり顔を寄せ、唇くちびるを押しつける。

「くう、んっ！　あはは、やだ、やめ！」

　彼はくすぐったそうに息をのみ、逃にげようとして身をよじりながら笑う。

　私はなぜかイジワルな気持ちになって彼の腰こしを固く抱き寄よせ、チュッ、チュッ、と音を立てて彼の首筋にキスをしてやる。

「あはは……はは……もうやめろってばあ～っ！」

「やめません。きっとそのうちに気持ちがよくなります。それまでくすぐったくてもしんぼうしてください」

「信じらんないっ！　オレをくすぐる口実だなっ！　すっごいイジワルー！」

　腕うでの中で暴れる彼を抱きしめ、その滑なめらかな首筋にキスをしていると……なぜか、我を忘れそうになる。

　彼の首筋はふわりと柔らかくて、真っ白で、とてもいい香かおりがする。

　……ずっとずっと、唇を押しつけていたいような……。

　ふざけていただけだったのに、いつの間にか彼の肌はだに酔よってしまったかのように頭の芯しんが朦もう朧ろうとしている。

　……どうしたんだろう、私は？

　……なぜ、キスをやめられないんだ……。

「……あっ、もうやめっ、九條っ……！」

　笑い疲つかれたのか、藤崎さんの声から、そして身体から、力が抜ぬけてしまっている。

　首筋のあらゆる場所にキスを終えた私は、彼のパジャマの襟元を鼻で分ける。

「……あっ……！」

　驚おどろいたような声を出す、彼の鎖骨にそっと唇を押しつける。

「……んんっ……！」

　いきなり、藤崎さんの声に、とてつもなく甘いものが混ざる。

　ふざけているのかな、と思いながらもう一度鎖骨にキスをすると、

「……あ、あぁ……っ！」

　ドキリとして彼を見下ろすと、彼は目を閉じ、さっきまで小こ猿ざるのように暴れていた人とは別人のような顔をしていた。

　美しい桜色に染まった頰ほお、そして目元。

　長く反り返った睫まつ毛げが、恥はずかしげに震える。

　固く閉じられた瞼まぶたの間に、笑いすぎて滲にじんでしまったのか、宝石のような涙なみだが光っている。

　ふっくらした唇は、まるでキスをねだるように微かすかに開き、ピンク色の舌を覗のぞかせている。

　抱だきしめた身体からだから伝わってくる、彼の鼓こ動どうが速い。

　……こんなに色っぽい姿をしているくせに、私の腕にこんなに無防備に身を預けるなんて。

　私はなぜかとても獰どう猛もうな気持ちになり、彼が反応した鎖骨の上の皮ひ膚ふに歯を当て、そのままキュッと歯を立ててやる。

「……くうんっ……！」

　藤崎さんの身体が、いきなりクッと反り返る。

　もう一度歯を立て、慰なぐさめるようにその上にキスをしてやると、彼の腰がヒクンと跳ね上がる。

「……ああっ……だめ、九條……っ！」

　彼はかぶりを振ふって逃げようとしている。

　私は逃がすまい、と彼の腰を強く抱き寄せ……。

　……え……？

　私の身体に押しつけられるような格好になった、彼の華きや奢しやな腰。

　たしかめようとしてもう一度抱き寄せると……。

「う、ううんっ！」

　私の身体にグリッと当たったのは、やはり、熱く反応しかかった彼の屹きつ立りつ。　>>>♥

　驚いて彼の顔を見てしまうと、彼はカアッと赤くなり、

「ばかあっ！」

　私を突つき飛ばし、自分の膝ひざを抱きしめるように丸くなって私に背を向ける。

「藤崎さん！」

　彼を傷つけてしまったのか、と顔を覗き込む。彼はとても色っぽい顔をして私を睨み、

「ばかっ！　おまえが悪いんだからなっ！　やめてって言ったのにっ！」

　叫んでから、ふっと声を甘く潤うるませて、

「あんなところに、キス、するから……」

「私のキスに、感じたのですか？　本当に？」

　聞くと、彼はそっぽを向いて、

「感じてなくて、反応するわけないだろっ？」

「……藤崎さん……」

「おまえのこと愛してるって、何度言わせりゃわかるんだよっ？」

　頰を染め、私から目をそらしたまま、ほとんどヤケクソのような声で彼は言う。

「愛してるっていうのは、こういうことだよっ！　わかったか？」

　彼が言った時、襖ふすまの向こうから階段を上ってくる二人分の足音が聞こえた。

　藤崎さんはまるで修学旅行中の生徒のように、慌あわてて立ち上がって電気を消す。囁きで、

「夜よ更ふかししてると怒おこられちゃうからなっ……早く寝ねろよっ……おやすみっ……」

　何か、不思議な感動が、私を包み込んでいた。

　……彼は、本当に私のことを愛してくれているのか……？

　そして……。

　私は、照れたように布団を頭からかぶってしまった彼を見る。

　……口ではあんなに強きよう烈れつなことを連発して、私を誘さそっていたくせに……。

　彼が可愛かわいくて、思わず微笑ほほえんでしまう。

　……本当は、こんなに純情な人だったんだな……。




　　　　◆




　次の日。藤崎さんは、お兄さんから借りたコンピュータを使い、あの男に短い手紙を書いた。

　これ以上の行こう為いは迷めい惑わくなこと。プライベートな付き合いは一切する気がないこと。ただのお客様として飛行機を利用するだけなら、アメリカーナ・エアラインは歓かん迎げいすること。しかし、もし今後、同じように業務を妨ぼう害がいするような行為があれば、搭とう乗じよう拒きよ否ひされる場合もあること。

　藤崎さんはその手紙を私に読ませてから、署名までをコンピュータに打ち込み、模様のないシンプルな便せんに印刷した。それを封ふう筒とうに入れ、裏に、『アメリカーナ・エアライン　藤崎』と書いた時、彼の手は少し震ふるえていた。

　彼はあの男からもらったプレゼントの袋ふくろにそれを入れ、私の手を引いて立ち上がった。

　私たちは、店の邪じや魔まにならないように裏口から外に出て、コンビニエンスストアに行った。

　宅配便の送り状の送り主欄らんには、皇賀機長に言われたように成田空港内のオフィスの住所を書いた。荷物を店員に渡わたして金を払はらい、店を出た時、彼は、

「……終わった……」

　小さく呟つぶやいた。その言葉には、深い深い安あん堵どが含ふくまれていた。

　私は、あらためて彼がどれほど怯おびえていたかを見たような気がして、とても胸が痛んだ。

　そして、心から、この人を自分の手で守ってあげたい、と思った。




　　　　◆




　藤崎さんの家は、いつまでもいたいほどに居い心ごこ地ちがよかった。

　おかげで、その日の夜、私は母の待つ自分の家に帰るのがいつにも増して苦痛だった。

　しかし、彼の家で過ごした時間を思うだけで、暗い屋や敷しきでの時間は飛ぶように過ぎていき、あっという間に休きゆう暇かは終わった。

　次のフライトは、ホノルル便。

「ホノルルに着いたら、一いつ緒しよに遊ぼうな」

　帰り際に言われた藤崎さんの言葉に、私は即そく座ざにうなずいてしまった。

　今までずっと避さけていたのが噓うそのように、藤崎さんとの関係が自然になった気がする。

　……もしかして、私は、彼の過去にこだわりすぎていたのだろうか？

　彼のために、彼のつらい過去は忘れてあげなくては、私はずっとそう思っていた。

　あの男に襲おそわれかけていた時の、彼の絶望的な声。

　そして私に助けを求めた時の、必死ですがりつくような眼差し。

　なぜか壮そう絶ぜつなほどに色っぽかった、乱れた制服の彼。

　彼を見た瞬しゆん間かんに私の心に走ったものは、不思議なほど欲望に似ていた。

　私はそのことを、ずっと恥じていた。

　彼に欲情したとしたら、私はあの沼田という男と同じように汚けがれているような気がして。

　すべてを忘れなければ、と思うのに、目の前に当の本人がいて、あの時のことを、ことあるごとに思いだしてしまう。

　……そして。

　彼が私に、『愛している』と言うたびに、私はその後ろめたい気持ちを味わっていた。

　彼がそう言うのは、きっと彼を助けた私への単なる礼れい儀ぎだ、と思った。

　彼が、『抱いて』と言うのは、義ぎ理り堅がたい彼が私に恩を返そうとしているのだ、と思った。

　そのことに、私はとても混乱していたような気がする。

　どうしてそんなことまでしようとするのか、私があなたを助けたのはそんな見返りが欲しかったからではない、という怒りを感じていた気がする。

　だから、必要以上に藤崎さんにつらく当たっていたような気がする。

　……だが。

『おまえのこと愛してるって、何度言わせりゃわかるんだよ』という彼の声が蘇よみがえる。

　そして、『愛してるっていうのは、こういうことだよ』と恥ずかしそうに叫さけんだ声も。

　彼の言葉を証明するかのように、彼の中心は私のキスに硬かたく反応していた。

　……彼が私を愛していると言った言葉は……本当だったのか……。







　　　　有川桂人　４







　……どうしてあの晩、皇賀機長にキスを許してしまったんだろう……？

　成田空港。

　アメリカーナ・エアのオフィスに向かう、長い廊ろう下か。

　両側にエアラインのオフィスのドアが並んで、いつもは人の出入りが多い場所だ。

　最終便が出た後の会社もあるくらい遅おそい時間のせいか、今は廊下にはひと気がない。

　私はカートを引いて歩きながら、また重いため息をつく。

　彼の部屋に泊とまってしまったあの夜から、私がついたため息は数え切れない。

　私は、彼にキスを許してしまった自分の心が、まったく理解できなかった。

　……私は……男なら、誰でもいいのだろうか……？

　彼の唇くちびるが触ふれた瞬間に全身を貫つらぬいた、驚おどろくほどの欲望。

　あのキスを思いだすだけで、今でも身体からだが蕩とろけそうになる。

　……同性に恋こいをしてしまう性せい癖へきで、しかも……淫いん乱らん……？

　上司であり、仕事のパートナーである彼に、あんな欲望を感じたなんて。

　……私という男は……、

　私は絶望的な気分で、またため息をつく。

　……人として最低じゃないか……。

「桂人、おはよう！」

　後ろから聞こえた聞き慣れた声に、私はぎくりと足を止める。

　振ふり向き、皇賀機長の屈くつ託たくない笑みを見た途と端たん、いいようのない怒りが燃え上がった。

　……どうしてこの人は、いつでもこんなに能天気なんだ……？

「有川とお呼びください」

　言う声が、思わずいつもよりも尖とがってしまう。

　皇賀機長は驚いたように目を丸くしてから、ふと優しい顔になる。

　まるで小さな動物を脅おどかさないように気づかうように、ゆっくり私に歩み寄る。

　ごく自然に私の肩かたを抱だき、ほとんど誰も通らない、倉庫への廊下に私を誘う。

　私の前に立ち、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで私を真っ直すぐに見下ろして、

「愛しているよ」

「……あ……」

　その言葉に、なぜか涙なみだが溢あふれそうになる。

　加藤も、この言葉を、何千回、何万回と囁ささやいた。

　しかし、それはすべて噓だった。

　愛しているなどという言葉は、きっとただの意味のない符ふ号ごうのようなもの。

　ただの意味のない言葉を、私が勝手に彼の本心と勘かん違ちがいしてしまっただけだ。

　……私は、愛しているなどという言葉は、もう信じない……。

「桂人」

　彼の両手が、私の両肩をそっと支える。

「愛してる。今日もキスをしたい」

　囁きに、私の身体は、彼とキスをすることの快感を思いだして、思わず震える。

　それは麻ま薬やくのように甘く、そして激しい恐きよう怖ふを私に与あたえる。

　……愛しているなどという言葉を信じたら、そしてのめり込んだら、おしまいだ……。

　彼の顔が近づいてくる。

　少し苦しげに見える表情がとてもセクシーで、私は我を忘れて目を閉じてしまいそうになる。

　……だめだ……！

「いやです！」

　その胸に手を突ついて、彼の身体を押し返す。

　直前で拒きよ絶ぜつされた彼は、呆ぼう然ぜんと私の顔を見つめてそのまま動きを止め、

「照れている？　それとも……」

　彼は、ふと彼らしくないつらそうな顔になって、

「……後こう悔かいしている？」

「……あ……」

　私の心が、ズキリと痛んだ。

「私は後悔など少しもしていないし、悪いことをしたとも思ってはいない」

　皇賀機長はきっぱりと言い、私を真っ直ぐに見つめる。

「愛している。君は？」

　私は口を開くが、何を言っていいのか解わからない。

　……私が、男を好きになるわけがない……。

「一つだけ、聞いてもいい？」

　皇賀機長はどこか思い詰つめたような顔で私を見つめ、

「どうして私のキスを受けた？」

　私は思わず後ずさる。

　……なんと答えろというんだ……。

「私は……」

　彼は、さっきより乱暴な仕草で私の肩を摑つかむ。そのまま私の背中を壁かべに強く押しつけ、

「最初は無理やりだった。だが、君は途と中ちゆうからはもう抵てい抗こうしなかった」

　彼の責めるような厳しい声に、ニューヨークで過ごした、あの男との日々が脳裏に蘇る。

　加藤は、私の些さ細さいな言葉に反応し、私を押さえつけ、乱暴なセックスで私を責めた。

「……は……離はなしてください……」

　言った声が、蘇ってきた怯おびえにかすれる。

「桂人。なぜ私にキスすることを許してくれたんだ？」

「離してください！　なぜキスを受けたか、その理由はあの夜にもう言ったはずです！」

　私は叫び、彼の身体を押しのける。彼を睨にらみ上げ、

「私は疲つかれていて、抵抗する気力がなかった。だからあなたのキスを受けた。それだけです」

　いつも自信に溢れている彼の顔に、とても傷ついたような悲しげな表情が浮うかぶ。

　……ああ、そんな顔をしないでください……。

　……私が冷れい淡たんな人間なのは、よく解っているはずでしょう……？







　　　　皇賀凱一　４







　……人生は、そんなにうまくいくものではない……。

　……私は、もう三十過ぎの大人おとなだ、解っていたはずじゃないか……。

　私はその言葉を頭の中で繰くり返し、沈しずみきった気分を少しでも浮ふ上じようさせようとする。

　飛行機は自動操縦に入り、フロントウインドーには、美しい星空が広がっている。

　手を伸のばせばすぐに触れられる場所、副操縦士席に、彼は真っ直ぐに前を向いて座っている。

　……きつく問いただし、無理やりにでも、愛していたからキスを許した、と言わせたい。

　……それが不可能なら、彼を立たせ、コックピットの壁に追いつめて、もう一度キスを奪うばってしまいたい。

　唇が知ってしまった、あまりにも甘かん美びな、彼の柔やわらかな唇。

　舌が憶おぼえている、彼のあたたかく濡ぬれた、滑なめらかな舌。

　……こんなに愛している。なのに、彼の心を手に入れることはできないのか……？







　　　　藤崎空　５







「のんびりするう～」

　オレと九條は、ワイキキの外れにあるホノルル動物園に来ていた。

　動物園に入る前の広い芝生しばふの上、バオバブの木の下に、オレたちは座り込んでいる。

　ホテルの前のＡＢＣストアで、半分にカットしてレモンと一いつ緒しよにパックされたパパイヤ（すぐ食べられるようにスプーンもついている）とグアバジュース、それにパンを買い、それが朝食。

　鳥たちへの朝食としてパンを小さくちぎり、芝生の上に投げてやる。

　白鳩はとだけじゃなく、驚くほどカラフルな鳥たちが集まってきて、パンくずをつついている。

「ハワイの鳥って遠えん慮りよがちだよなあ～」

　パパイヤを食べ終わったオレは、ころんと緑の芝生の上に腹はら這ばいになって、

「あんまし喧けん嘩かもしないし。日本の鳩とは大おお違ちがい～」

　九條はなんだか不思議に優しい顔で笑って、

「ワイキキは都会ですが、いろいろな所に果物や花があります。パンをもらわなくても生きていけるのでしょうね」

「だからお気楽なのかあ～。うらやましいね～」

　オレが言うと、九條は肩をすくめて、

「私はあなたのお気楽さがうらやましいです」

「なんだよお、オレがまるで能天気野や郎ろうみたいにっ！」

　九條はちらりとオレを横目で見て、

「違うんですか？」

「ああっ、このイジワル野郎ーっ！」

　オレが叫さけぶと、九條は声を上げて笑う。

　彼がこんなふうに開けっぴろげに笑うと、いつも怜れい悧りに見えている顔が、本当に優しそうになるから不思議だ。

　オレはゴミをまとめてビニール袋ぶくろに突っ込み、勢いをつけてピョンと立ち上がって、

「ねえ、動物園に入ろうぜ！」

　九條の腕うでを引っ張ると、彼はなんだか眩まぶしそうな顔をしてオレを見上げ、

「動物園ですか？　この歳で？」

　ちょっと恥はずかしそうに言うけど、素直に立ち上がる。

「仕事で何度もホノルルには来ていますが、動物園に入ることなど初めてです」

「そうだよ。九條ったら部屋に籠こもって勉強してるか、ホテルのジムで一人で身体からだ鍛きたえているかのどっちかだったんだもん！」

　そう、九條はオレがいくら誘さそってもぜんぜん遊んでくれたことなんかなかったんだ。

　食事とか、仕事関係のミーティングがあるような時にはもちろん来るけど、プライベートでは全然遊びに出てなかったような。彼はいつでもストイックで、そこは見ていて格好いいけど……これじゃ寂さびしいだろうっていつも思ってたんだ。

「いくつになったって動物園は楽しいんだよ！　しかもここはキリンに餌えさをやれるんだぜ？」

　オレは九條の手を握にぎり、そのまま引っ張って動物園の入り口の方にどんどん歩きだす。

　手をつないだりして恋こい人びとみたい！　とかドキドキするけど、いちおう口には出さないでおく。

　九條がオレの冗じよう談だんに笑わないのは、オレのことを嫌きらいなせいじゃなくて、ちょっと照れてるからなんじゃないかな、と休きゆう暇かの間に思ったんだ。

　それを証しよう拠こに、オレに手を握られても、九條は嫌いやがらずにおとなしくついてくる。

　いつもドライな九條は、イジワルとか冷淡なんかじゃなくて、人一倍照れ屋なんじゃないかな。

　……こんなに男っぽいハンサムのくせに、なんか可愛かわいい……。

　なんだか彼のヒミツを握ったみたいで、嬉うれしくてつい笑うと、九條は、

「動物園に行くのがそんなに嬉しいですか？　子供みたいですね」

　いつものクールな口調で言う。

　オレは、何を思われてるかも知らないで、とますます可笑しくなりながら、

「子供じゃないもんね～だ。九條の方が年下のくせに。さて、と」

　オレは、九條が反論してくる前に、

「動物園を見たら、午後から車を借りて裏オアフ……ノースショアまで行ってみようよ」

「それはいいですが……運転は……」

「おまえに決まってんじゃんっ！　国際免めん許きよ持ってるんだろ？　オレの方が先せん輩ぱいだぞ！」

　そう。前に彼が、いざという時のために国際免許はいつも持ち歩いている、と言ったのを、オレはずっと憶えてたんだ。

　……だって、いつか、九條と二人だけでドライブしたいなってずっと思ってて。

　九條は、その銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの向こうの目で微かすかに微笑ほほえんで、

「わかりました。わがままな先輩のために、運転手を務めさせていただきます」

　……その言葉に、オレは不思議なほどの幸せを感じちゃうんだよね……。







　　　　九條高章　５







「おまえ、サーフィン、初めてなんだろっ？」

　砂の上にサーフボードを倒たおしながら、息を切らした藤崎さんが言う。

　ヤケになったように勢いよく、私の隣となりの砂の上に座り、

「なんでいきなりボードの上に立てちゃうわけっ？　しかもなんでちゃんと波に乗ってる？」

　ここはノースショア。両側を岩に挟はさまれ、後ろを椰や子しの林に囲まれた、真っ白な砂すな浜はま。

　目の前には、見み渡わたす限かぎりの太平洋。美しいエメラルドグリーンの海が広がっている。

　道路からは見えないし、地元の人しか知らないような、まさに穴場というイメージの場所だ。

　このビーチに来慣れているらしい藤崎さんは、近くのボートハウスから古びたサーフボードを二本借りてきた。

　ボートハウスの従業員らしき地元ロコの青年が藤崎さんについて来て、サーフィン経験のない私にざっと板への乗り方を教えてくれた。

「彼の教え方が上手でしたから」

　私が言うと、藤崎さんはぷっと頰ほおを膨ふくらませて、

「オレだって彼に教わったのに！　ここまで乗れるにはけっこう時間かかったのに！」

「藤崎さん、とてもサーフィンがお上手なんですね」

　もともとスポーツが得意らしい藤崎さんは、けっこう高い波に見事に乗っていた。

　私が正直な感想を述べると、彼は急に嬉しそうになる。

「えっ、ホント？　オレ、格好よかった？　ねえねえ、オレ、格好よかった？」

　身を乗り出した彼は、子供のようで妙みように可愛い。私は笑ってしまいながら、

「はいはい。格好よかったですよ」

「うっ、なんかバカにされてるような気もするっ！」

「そんなことはありません。サーフィンも初体験できたし、こんな穴場のビーチも教えてもらったし、藤崎さんには感謝しなければ」

　言うと、彼はとても嬉しそうな顔になって、

「ハワイはワイキキだけじゃないんだよ。おまえ、ハワイで、エアポートとワイキキを結ぶ線上から出たことある？」

　自じ慢まんげに言う。私は目の前の誰もいない砂浜の美しさに見とれながら、

「いえ、初めてです」

　ハワイというのは、みやげ物屋やブランドショップのひしめく、ただの観光地だと思っていた。

　だから、まったく興味がなかった。

　ワイキキの内と外ではまったく違うハワイがある、とガイドブックの上では解わかっていた。

　……しかし。

　二人を包む波の音。椰子の葉が擦すれ合う平和な音。聞こえるのはそれだけだ。

「ハワイが、本当はこんなに静かな島だなんて、思ってもみませんでした」

　私が言うと、藤崎さんは嬉しそうな顔でうなずいて、

「波の高い時期のウイークエンドは、このあたりの海岸はサーフィンをするロコたちで混み合うんだけど。今日はウイークデーだし、ここは穴場の砂浜だしね」

「よく、こんな場所をご存じでしたね」

　彼は、ステイ先でのオフには、必ず私を誘い出しに来る。しかし私は、プライベートでそれに応じたことがなかった。

　彼はがっかりしたように去るが、どうやらそのまま出かけていたらしい。

　……だとしたら、一人のわけがなく……？

　ほかの女性アテンダントたちとも彼はとても親しい。

　……とすると、女性を誘って来ているということも考えられ……？

「どなたかと一いつ緒しよに、しょっちゅうここにいらしているのですか？」

　私は思わず言ってしまってから、その口調に含ふくまれていた棘とげに、自分でドキリとする。

　藤崎さんは海を見つめたまま、平然とした声で、

「うん。ビーチで知り合った女の子を、とっかえひっかえしてね。女性は海が好きだし、混み混みのワイキキビーチじゃなくてこんな綺き麗れいな海を見せれば、エッチになだれこむのは簡単だし」

「なっ？」

　あまりにも衝しよう撃げき的な言葉に私が絶句すると、海を見ていた彼は私に視線を移し、

「オレがナンパしたら、ヘン？」

「……信じられません」

　私が言うと、彼はいきなり吹ふき出して、

「噓うそだよーん」

　私が呆あつ気けにとられると、彼は可笑しそうに笑って、

「渋しぶ谷やあたりから来た、ファッションだけのサーファーじゃあるまいし。そんなこと、するわけないだろ？　それに……」

　彼は言葉を切り、それからとても真しん摯しな声で、

「オレが好きなのはおまえだって言ってるじゃん。ちょっとは信じて欲しいなあ」

　その言葉に、心臓がトクンと高鳴った。

　彼は私に横顔を見せ、また海を見つめている。

　反り返った長い睫まつ毛げ。すんなりした鼻筋。そしてキスをしたくなるような唇くちびる。

　彼の滑なめらかな頰が、恥はずかしげに染まっている。

「この間の夜でわかっちゃっただろ？　オレ、ホントに、おまえのことが好きみたいだ」

　呟つぶやくような声を漏もらす。

　彼の横顔から、視線をはずせない。鼓こ動どうがどんどん速くなる。　>>>♥

　……どうしたというんだ、私は……？

　彼は遠くを見つめたまま、ふと寂さびしげな声で、

「もしかして……男に好かれるなんて、おまえにはすっごく迷めい惑わくかもしれないけど……」

「そんなことはありません！　私は、あなたのことを……」

　私は自分で自分の言葉に驚おどろいて言葉を切る。藤崎さんは、驚いたように私に視線を移す。

　沈ちん黙もくした二人を、静かな波の音が包み込んだ。

　……ああ、私は、何を言おうとしたんだろう……？







　　　　有川桂人　５







　私と皇賀機長は、アメリカーナ・エアラインのホノルル訓練センターにいた。

　半年に一度の定期訓練のほかに、アメリカーナ・エアのコックピット・クルーには、定期的にフライト・シミュレーターでの飛行訓練が義務づけられている。

　私と皇賀機長は、ちょうどシミュレーター訓練の時期に当たっていた。

　順番待ちの長いニューヨークや東京よりも、ホノルルで受けてしまう方が時間をとられないと聞いていたので、私はホノルルでの訓練の希望を前から出していた。

　……皇賀機長も一緒に出しているとは、思わなかったのだが……。

　日本であんなことをしてしまった後なので、会社がよこしたバンに乗ってここへ来る途と中ちゆうも……かなり気まずかった。

　訓練が始まったら、そんなことを言っている場合では、まったくなくなったのだが……。

「いつもながら見事だったよ、有川くん」

　前に何度か訓練を見てくれたことのある、ハワイ人のクフレイ教官が、私に微笑ほほえみかける。

　彼は、まだアメリカーナ・エアがレシプロ機を飛ばしていた頃ころからのパイロットで、たいへんなベテランだ。

　年ねん齢れい制限に達したためにジャンボを飛ばすことからは引退したが、アメリカーナ・エア屈くつ指しの訓練教官として、世界中のパイロットたちから慕したわれている。

　そんな彼に褒ほめ言こと葉ばを言われて、私は姿勢を正しながら、

「恐きよう縮しゆくです。未熟者ですが、勉強になりますので、注意すべき点がありましたらなんでもおっしゃってください」

　クフレイ教官は、ちょうど訓練を終えてミーティングルームに入ってきた皇賀機長を見上げ、

「皇賀機長、聞いたか？　彼は美しくて優ゆう秀しゆうなだけではなく、謙けん虚きよだ。見習ったらどうだ？」

　言って、楽しそうに笑う。皇賀機長は肩かたをすくめて、

「私ほど謙虚なパイロットはいませんよ、クフレイ教官」

「新人コー・パイロットの君が、ベテランの私によく突つっかかっていたのを忘れたのかな？」

　笑いながら言って立ち上がり、

「さてと。コーヒー・ブレイクにするかな」

「あの、私が……」

　たいへんなベテランの彼にそんなことをさせられない、と慌あわてて立ち上がろうとした私に、彼は、いい、いい、というように手を振ふって、

「飛行機は飛ばさないが、まだ手が震ふるえるほど耄もう碌ろくはしていないぞ、有川くん」

「そんな意味では……」

　彼は、恐縮した私を見て笑い、

「ハワイイへのお客には、私が手ずから美味おいしいコーヒーをいれることにしている」

　彼は、『ハワイ』のことを、現地語に近い発音で『ハワイイ』と言う。

　その発音を聞くと、ワイキキの喧けん噪そうではなく、火山と熱帯植物の島である昔のハワイの風景が浮うかんでくるような気がする。

　彼の発音は、ネイティブ・ハワイアンである彼の誇ほこりなのだろう。

「だからほかのスタッフはコーヒーを持ってこないんだ。ハワイイで一番の農園で採れる、最高のコナ・コーヒーをいれてあげるから、ちょっと待っていなさい」

　楽しそうに言って部屋を横切り、そのまま出ていく。

　パタン、とドアが閉まると、部屋には沈黙が広がる。

　私は、彼と二人きりで部屋に残されて、どうしていいのか解らなくなる。

　こんな時に限って、いつもからかってばかりの皇賀機長は何も言ってくれない。

　……きっと、私が拒きよ絶ぜつしたことに対して、腹を立てているのだろうな……。

　私は少し青ざめながら思う。

　……いや、そうではなく、私がキスを受けたことに対して怒おこっているのだろう……。

　……やはり、キスなどするのではなかった……。

　開いたままの窓から、風がふわりと吹き込んでくる。

　風に含まれていた甘い香かおりに、思わず窓の外を見る。

　美しい芝生しばふのある中庭、大きな樹が何本もあり、花をたくさん咲さかせている。

「……いい香り……あの花だったのか……」

　私は思わず呟く。

　観光スポットでレイにして売っているのを見たことがある、真ん中がレモンイエローで周りが白い、美しい花だ。

「プルメリア」

　振り向くと、彼も窓の外を見ていて、

「プルメリアという花だよ」

　呟くように言う。いつものプライベートの彼とは違ちがう真面目まじめな顔。

　まるで飛行中の時のような無表情な彼に、私は思わず姿勢を正して、

「プルメリアですね。教えてくださってありがとうございます」

「……有川くん」

「はい」

　彼は窓の外から、私に視線を移し、

「私の負けだ。降参だよ」

「は？」

「もう、無理やりに君の気持ちを聞き出そうとしたりしない」

　皇賀機長は、私を見つめて、優やさしい、しかしどこか少し苦しげな顔でふと笑い、

「私は、愛している君を部屋に呼び、一晩一いつ緒しよに過ごせた。しかもキスまでできたんだ。それだけできちんと満足することにするよ」

「……皇賀機長？」

「キスを許してくれた君を責めるようなことを言ってしまって、すまなかった」

「……皇賀機長……」

　彼は気分を変えるように、打って変わった明るい声で、

「今回はこの訓練があったので、留守を石嶋機長に任せてきた。久々にのんびりしたオフを過ごすことができる」

　機長の彼は、ステイ先では、オフであっても気楽に遊び回ることはほとんどできない。

　いつ何なん時どきスケジュールが変へん更こうになるか解わからず、その時には遊ぶために散っているキャビン・アテンダントたちに連れん絡らくを入れ、確実に集合させなければならないからだ。

「……というわけで、この後、セスナを飛ばしに行く。一緒に行かないか？」

「この後ですか？」

　フライト・シミュレーターとはいえ、実際の操縦にとても忠実なので簡単な訓練ではないし、隣となりに教官が座っている緊きん張ちよう感かんも相まって、訓練の後はとても疲つかれる。

　だが彼は平然とした顔でうなずいて、

「フライト・シミュレーターでの飛行など、生ぬるいよ。欲求不満になってしまった」

　コー・パイロットの私の訓練よりも、彼の受ける訓練の方がずっと難しいプログラムのはず。

　普ふ通つうのフライトではなく、視界の奪うばわれる霧きりの中や、台風並みの横風や……。

「お疲れじゃないんですか？」

「ぜんぜん。君は？」

「私は普通のカリキュラムでしたが……この後また操縦する気にはなれません」

「私は、台風並みの横風が吹ふく夜間飛行で、おまけに霧まで出ていた。しかも滑かつ走そう路ろに障害物があって、タッチ・アンド・ゴーで次の代だい替たい空港まで行かされた」

　……それはまた、きついメニューだ……。

「だが、しょせんはシミュレーターだからね。ほぼ同じ状じよう況きようになったことがあるが、本物はもっと迫はく力りよく満点だった」

　……しかも、本物で経験済みだったのか……。

　呆ぼう然ぜんとする私に、彼は洒落しやれた仕草で片目をつぶってみせて、

「疲れている君に操縦などさせない。お客様として座っているだけでいいよ」

「ええと……セスナで、どのルートを飛ばれるのですか？」

「この上をぐるりと回るわけではない。マウイ島までセスナで行く。さらにそこからフェリーに乗り換かえて、ラナイ島が最終目的地だ。……ラナイ島には、行ったことがある？」

「ラナイ島ですか？　いいえ」

　ハワイ諸島には、よく知られているカウアイ島、オアフ島、マウイ島、ハワイ島などのほかに、ニイハウ島、モロカイ島、カホラエ島、そしてラナイ島などの小さな島がある。

　フライトマップに載のっているので場所はもちろん知っているが……行ったことはない。

「……大だい富ふ豪ごうの集まる隠かくれ家が的なリゾートホテルがあると聞いたことはありますが、庶しよ民みんの私には縁えんがありませんし……」

「じゃあ行こう。原初のハワイの雰ふん囲い気きが残った素晴らしい場所だ。野生のイルカもいるし」

「イルカ？」

　動物がとても好きな私は、思わず身を乗り出してしまう。彼は笑って、

「人の紹しよう介かいがないとなかなか泊とまれない場所だが、私と一緒なら大だい丈じよう夫ぶ」

「……泊まる……？」

　ギクリと反応した私に、彼は苦笑して、

「ベッドルームが二つのスウィートにする。君が逃にげたりせず、安心して眠ねむれるように」

「あの朝は失礼しました。せっかく泊めていただいたのに、お礼も言わずに帰ったりして」

　胸につかえていた言葉をやっと言うことができる。彼は、気にするな、というように笑い、

「ほとんど無理やり連れ込んだようなものだ。朝までいてくれただけで大いなる進展だよ」

　彼の笑顔を見ると、スコールの後雲が切れていくように、気持ちが明るくなる。

「まあ、さらなる進展を求めて、夜、私の部屋に忍しのんでくるのは大だい歓かん迎げいだよ」

　彼がいつものくだけた口調で言ってくれたのが、妙みように私を安心させる。私は、

「進展しなくてけっこう。島にはご一緒させていただきますが、それはイルカに会うためです」

　彼が、その高飛車さも君らしくて素敵だ、と言いながら楽しそうに笑った時、ドアが開いた。

　コーヒーのトレイを持ったクフレイ教官が入ってきて、私と彼を見比べて、仲直りしたのか？　機長とコー・パイロットが仲がいいのはよいことだよ、と笑った。






　　　　皇賀凱一　５







　天気は快晴。雲一つない、抜ぬけるような青空。

　マウイ島へのフライトは快適だった。

　レンタルしたセスナのエンジンの具合も好調で、気持ちのいいプロペラ音が響ひびいている。

　桂人は、眼下に広がる紺こん碧ぺきの海と、点在する島々に目を奪われている。

「ホノルル便でこのあたりは飛んでいるはずですが、こんなにのんびりと見下ろしたのは初めてです。本当に美しいですね」

　ヘッドフォンを通して、彼のうっとりとした声が聞こえる。

「セスナに乗るのも久しぶりです。小型機だと、本当に飛んでいるという実感が湧わきます」

「たまにはいいだろう？　ジャンボだと機械に囲まれていて、この感覚を忘れがちだ」

　操そう縦じゆう桿かんを引き、フッと高度を上げてやると、彼は驚おどろいたように息をのみ、

「ジェットコースターではないんですから。やめてください」

「まだまだ。もっとジェットコースターに近いこともできるが……試してみる？」

「けっこうです。まったく、アメリカーナ・エアの伝説の機長がこんなに子供だなんて」

　彼はあきれた声で言う。私は、

「……そんなことを言うと、私がいかにオトナかを、証明してしまうよ？」

　わざと低い声で囁ささやいてやると、彼は一いつ瞬しゆん黙だまる。怒おこらせてしまったかな、と少々アセるが、

「証明しなくてけっこうです！　黙って操縦してください！」

　彼が言ってくれたので、安心する。

　しかもその声は苦笑を含ふくんで甘く、横目で見ると彼の頰ほおは照れたように染まっている。

　こんな初々しい顔をされると、まるで公園で初デートをしている中学生のような気分になる。

　……まったくの脈なし……というわけではない……のかもしれないな……。

　なぜかこっちまで照れてしまいながら、私は思う。

　……ああ、こんなに楽しい気分で空を飛ぶのは、初フライト以来かもしれない……。

　……このまま彼をさらい、どこまでも二人だけで飛んで行けたらいいのに……。

　この時の私は、自分の幸せな気分が、もうすぐ粉々にうち砕くだかれることを知らなかった。




　　　　◆




　マウイ島・カフルイ空港。

　アロハ・エア、ハワイアン・エアなどの島間便を飛ばしている航空会社の飛行機だけでなく、ここの滑走路には、民間のセスナも発着する。

　セスナを滑かつ走そう路ろ脇わきの民間用駐ちゆう機き場に預け、フェリー乗り場に向かうために私たちは空港ロビーを歩いていた。

　ちょうどオアフ島からの便が到とう着ちやくしたばかりのようで、オープンエアのロビーには観光客が溢あふれている。

「桂人！　桂人じゃないか！」

　日本語で呼ぶ声。

　私は、桂人の知り合いかな？　と思って振ふり向く。

　そこに立っていたのは、日本人夫婦と、まだ幼よう稚ち園えんに通っているくらいの女の子だった。

　ハワイに観光をしに来た、裕ゆう福ふくで幸せそうな家族連れ。

　声をかけたのは、私と同年代くらいの、見栄えのする男だった。

「あなた、お知り合い？　どなた？」

　サマードレスを着た女性が言う。彼は桂人から視線をそらさないまま、

「憶おぼえていない？　君がニューヨークに来た時に、ガイドをしてくれた……」

「あら！」

　彼女は驚いたように声を上げて、

「スーツを着ていらっしゃるから、わからなかったわ！　そういえば……」

　彼女は言って、桂人に頭を下げて、

「あの時は、お世話になりました」

「……いえ……」

「ほら、まどかちゃんも、お兄さんたちにご挨あい拶さつは？」

　女の子はにこにこしながら私たちを見上げ、

「かとうまどかです！」

　大きな声で叫さけぶ。私は思わず微笑ほほえんで、

「よくできました。いい子だ、まどかちゃん」

　髪かみを撫なでてやると、彼女は楽しいそうにキャッキャッと笑う。

　……子供好きの桂人も、さぞ……。

　思って横を見るが、桂人は彼らしくなく、完全に自失したような顔で彼女を見つめていた。

　……どうしたというんだ……？

　男が、桂人に向かって、

「桂人。この方は？」

「……仕事の、先せん輩ぱいで……」

　会社名と職種を言いたくないのか、彼は不自然に言葉をにごす。私は一歩踏ふみ出して、

「桂人とは親しい間あいだ柄がらです。その節は、桂人がお世話になりました」

　わざと言ってやると、男の頰がヒクリと反応する。

　完かん璧ぺきなマイホームパパのように見えたそのハンサムな顔が、ふと何か不自然に歪ゆがむ。

「……親しい？」

　低く言われたその言葉は、まるで獲え物ものを取られそうになって唸うなる獣けもののもののように聞こえた。

　私の心の中に、何かとても嫌いやなものが走る。

　……いったい、何者だ……？

　……結けつ婚こん前に、桂人に片想いでもしていた、不届き者か……？

　男は動どう揺ようを隠すように笑い、桂人の頭の先から足の先まで、舐なめるように視線を這はわせて、

「しかし桂人は変わっていないね。相変わらず綺き麗れいな顔をしているんだな」

　桂人が、彼と目を合わせたくないとでも言いたげに顔を背ける。

　それに気づいた私は、彼と桂人の間に一歩踏み込んで、

「ええ、私の桂人は今も昔も綺麗でね。それより……」

　言って、彼の右手をムリヤリに摑つかむ。

「……皇賀です。これも何かのご縁えんということで」

　身体からだは逞たくましく見えるくせに、彼の手は骨細で軟なん弱じやくそうだった。

　その手を、力と怒いかりを込めて握にぎる。

　……私の桂人をそういういやらしい目で見ることは許さない……！

「……うっ……」

　日ひ頃ごろ鍛きたえている私の握あく力りよくに、彼は痛そうに眉まゆを顰ひそめる。　>>>♥

「ママー、アイス食べたーい」

　いきなり女の子が言った。女性は、こちらに会え釈しやくをして、ごゆっくり、と笑い、女の子の手を引いて少し離はなれたアイスクリーム屋の方に歩いていく。

　男はその二人の後ろ姿を見送ってから、私の手から慌あわてて手を引き抜く。

　痛みをごまかそうとするようにもう片方の手で握り、それから桂人の方に向き直り、

「本当に久しぶりだね、桂人」

　彼の顔を覗のぞき込むようにして、

「どうして連れん絡らく先も何もかも変えてしまったんだ？　あれからずっと捜さがしていたのに……」

「……範之さん」

　相手の言葉を遮さえぎるようにして言われたその名前に、私は愕がく然ぜんとする。

　……ノリユキ……。

　その名前は、忘れたくても忘れられない。

　コックピットの休きゆう憩けい室で、桂人が呟つぶやいた、その名前。

　……この男が……？

「連絡先を教えてくれないか？　君はまだニューヨークに住んでいるのか？　私は今もニューヨーク出張が多いから……」

「私はもう、ニューヨークには住んでいませんから」

　精いっぱいの気き丈じような声で言うが、桂人の声は少し震ふるえている。

　男は内ポケットから名めい刺し入れとペンを出し、一枚引き抜ぬいてそこに何かを書く。

　立ちすくんでいる桂人のシャツの胸ポケットに、それを滑すべり込ませて、

「住所と携けい帯たい電でん話わのナンバーだ。電話してくれ」

　桂人は驚おどろいたように顔を上げ、

「範之さん、私は……」

「私は待っている。……いつまでもだ」

　桂人の顔を見つめて囁いたその顔は、まるで獲物をくわえ込んだ獣のようにいやらしかった。

　彼は、私に視線を移し、そのまま睨にらんでくる。

　私が威い嚇かくの意味を込めて睨み返してやると、少したじろいだように後ずさる。

　それから、自分が気け圧おされたことをごまかすように、挑ちよう戦せん的な顔で微笑んで、

「それでは、皇賀さん。機会があれば、またいつか」

　言い捨てて、踵きびすを返す。

　隣となりを見ると、桂人はまるで魂たましいをなくしてしまったかのように呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。

　その目には、何かとてつもない深い悲しみのようなものが沈しずんでいた。

　氷のようにクールで、女神のように美しい。

　とても優しく、しかし人一倍誇ほこり高い桂人。

　……その彼に、こんな顔をさせるなんて……！

　私の中で、男に対する激しい怒りが湧わき上がる。

　……あの男、私の桂人に、いったい何をしたんだ……？




　　　　◆




　私たちは、マウイの船着き場からフェリーに乗った。

　白い船体に青と赤のラインのある島間フェリーは快適に進み、パイロロ海かい峡きよう、そしてアウアウ海峡を越こえて、約五十分で、目的地のラナイ島のマネレ・ハーバーに着いた。

　濃こい緑に包まれた小さな島。内陸部はパイナップル畑の跡あと地ちの荒こう野やが広がっている。

　ここは、日本人にはあまり知られていない、まだ野生のハワイの自然が豊富に残っている美しい島だ。私がコー・パイロットだった頃ころに、機長だったクフレイ氏にハワイのオススメ情報として教わった。

　観光客で溢れたホノルルの喧けん噪そうがあまり好きではなく、ハワイにはあまり興味がなかった。

　しかし、この島に来てから、ハワイの印象ががらりと変わった。

　今では、ハワイで長めのオフがあれば、もしくはプライベートでハワイに来る機会があれば、できるだけここに来るようにしている。

「地図上で、名前だけは知っていましたが……」

　船の上では力なくうなだれていた桂人も、さすがに驚いたように景け色しきを見回して、

「……ハワイに、こんな島があるなんて……」

　椰や子しの木が揺ゆれ、花々が咲さき乱みだれているという一いつ般ぱん的なハワイの印象とはこの島は大きく違ちがっている。火山の噴ふん火かでできた鉄分の多い熔よう岩がんが、酸化し、赤い岩や赤い砂となり、島を覆おおっている。生えているのはハワイに昔からある野生の木々。風景は、地味だがとても野性的だ。

「むき出しのエネルギーが、身体にしみこんでくるような気がします」

　桂人は言うが、その声は、気力のすべてを使い果たしてしまったかのようにか細い。

　……ああ、どうしてあんな男と会ってしまっただけで、そんな声を出すんだ……？




　　　　◆




　ここは、ザ・マネレ・ベイ・コテージというホテル。

　ある時期になるとアラブのプリンスがまるごと貸し切りにしてバカンスを楽しむことと、つい先さき頃ごろ、世界的大だい富ふ豪ごうが結婚式を挙げたことで名前だけは知られたが、このホテルが太平洋のどのあたりにあるのかを知っている人間は少ない。

　私たちは、ベッドルームが二つと専用のビーチのある、広いガーデンスウィートにいた。

　オープンエアのダイニングルームからは、月に照らされた白い砂すな浜はまと黒い夜の海が見み渡わたせる。

「……私と彼は……」

　桂人が呆然と呟いたのは、人ひと里ざと離はなれた島にいるとは思えないほど見事なヌーベルキュイジーヌのフルコース、そのデザートが運ばれてきた時だった。

　ウエイターは、私が注文しておいたとおりの凍こおらせたライチの皿、それに芳こうばしい香かおりのコナ・コーヒーをテーブルに置き、無言のまま頭を下げて部屋を出ていく。

「……彼と私は……ニューヨークで半年間、一いつ緒しよに住んでいました」

　桂人は、私がいることすら忘れてしまったかのような顔で、夜の海を見つめながら呟く。

　まるで、教会で懺ざん悔げをしているかのような、静かな声。

　桂人はふと私に視線を戻もどし、その美しい顔にどこか自じ嘲ちよう的な笑えみを浮うかべて、

「私は、本物のゲイです。冗じよう談だんで口説いたりすると、たいへんなことになりますよ」

「冗談では口説けない。冗談で愛しているなどという言葉も言えない。……愛しているよ」

　言うと、彼は驚いたように目を見開く。それから悲しげに顔を歪ませて、

「私は、そんな言葉を言ってもらえるような人間ではありません」

「それは、私の求愛を断るための言葉？　私を嫌きらいで、迷めい惑わくなら、はっきり……」

　彼は私の言葉を遮るようにかぶりを振ふり、

「嫌いではありません。嫌いでないことだけははっきりしています。とても尊敬していますし。ただ……」

　彼はその美しい黒い瞳ひとみで私を見つめる。

「私は、もう二度と男性は愛せないと思います」

「ゲイで、なのに、男を愛せない……？」

　私は、彼の人形のように端たん整せいな顔を見返す。

「……ということは、もう二度と……」

「誰も愛せないということです」

「どうしてだ……わけを聞かせてくれ」

「なまなましい話になります。聞かない方がいいのでは？」

「聞きたい。君のすべてを知りたい。もし……君が嫌いやでなければ」

　彼は私を見つめ、それからゆっくりと目を閉じ、美しい指で瞼まぶたを押さえる。

「本当のことを言えば、私はとても混乱しています。どうしていいかわからなくなりそうです。話して、あなたのご意見をうかがってもかまいませんか？」

　それは、どんなに悪天候のフライトでも、どんなにきついスケジュールで疲つかれ果てていても、絶対に弱音を吐はかなかった彼が言った、初めての弱い言葉だった。

「……言ってごらん。どんなことを聞いても、君を嫌ったりしない。愛しているよ」

　彼はどこかに何かが突つき刺ささったかのように、瞼を強く閉じ、その柳りゆう眉びを寄せた。

　とても悲しげなため息をつき、ありがとうございます、と呟つぶやく。

　それからゆっくりと目を開き、暗い海の方に視線をやる。

　涙なみだが流れたわけではないのに、彼が泣いているように見えたのは……私の気のせいだろうか？

「……私が愛した初めての男は彼でした。初体験の相手も彼でした」

　彼が呟くように言ったその言葉は、私の心臓に、ズキリとつらい痛みを与あたえる。

　……桂人が、愛した男……。

　……そして、桂人の美しい身体からだを、初めて手に入れた男……。

　私の中の何かが、暗い炎ほのおを燃え上がらせる。

　……なぜ、それは私ではなかったんだろう……？

「……私たちは数え切れないほどセックスをしました。でもそれと同じくらい争い、お互たがいを傷つけ合いました。生きているのが不思議なくらいでした。でも、どんなにボロボロになっても、私は彼を愛していたんだと思います」

　桂人は海を見つめたまま、

「その年のクリスマス前、彼の友人だという女性が、日本から彼を訪ねてきました。まだ仕事のあった彼に、『取引先のお嬢じようさんだからくれぐれも頼たのむ』と言われ、私は彼女を連れて冬のニューヨークを観光ガイドしました。その時に彼女から聞かされたんです」

　彼はその横顔に、ふっと自嘲するような笑みを浮かべ、

「彼女は、あの男の婚こん約やく者で、しかも妊にん娠しんしていました。彼はニューヨークでは私を抱だき、出張で帰る日本では……彼女を抱いていたんです」

　静かな口調がその心の傷の深さを表すようで、胸が痛くなる。

「私はその夜のうちに荷物をまとめ、アパートを出ました。彼が絶対に足を踏ふみ入れないような危険な地区に古いアパートを借り、卒業までそこで暮らしました。彼とはクリスマス前のあの日以来、二度と会いませんでした。このまま一生会うつもりはなかった。でも……」

「でも、また、彼に会ってしまった？」

　私が言うと、彼はゆっくりとうなずく。

　そして、胸のポケットに手を入れ、さっきの男からもらった名めい刺しを取りだす。

「私は……もしかしたら……彼をまだ愛しているのかもしれません」

　その言葉は、私の心臓に、真っ直ぐに突き刺さる。

　……なぜだ……？

　桂人は、その名刺をテーブルクロスの上にそっと置く。

「私は、これを、どうすればいいと思いますか？」

　名刺を見つめる彼の瞳に、テーブルの上のキャンドルの光が反射して煌きらめいている。

「『こんな遠い場所で彼ともう一度出会ったことは運命なのではないか』と思っている？」

　言った私の声は、自分でも驚おどろくほど厳しかった。

　彼は、なぜ解わかったんです、という顔で目を見開いて私を見つめる。

「毎年、どのくらいたくさんの日本人をこのハワイに運んでいると思っている？　最近は、マウイ島も家族連れに大人気だ。顔見知りに会ったからといってどこが珍めずらしいんだ？」

「……皇賀機長」

「何が運命だ。あの男に会ったのは、偶ぐう然ぜん以外の何物でもない。しかも彼は奥さんと、子供と、幸せそうにしていたじゃないか」

　私は手を伸のばし、その名刺を取る。

　そしてそれを、テーブルの上に揺れているキャンドルの火に透すかす。

「君は、これをどうすればいいか、本当はわかっているはずだ」

　桂人は、彼らしくない、まるで人形を取り上げられまいとする子供のような必死の顔で、

「皇賀機長！　それは……」

「あの男ともう一度会ってしまったら、また同じことの繰くり返しだ。いや、もっとひどいことになる。君に、あの奥さんと娘むすめを不幸にする権利はない」

　桂人の美しい顔が、悲しげに歪ゆがむ。その悲しげな顔が、私の激情に火をつける。

「それと同様に、あの男に、戯たわむれに、君を不幸にする権利はないんだ」

　私は、その名刺を火に近づける。桂人が息をのんだ瞬しゆん間かん、名刺の端はしに火が燃え移った。

「……いや……」

　桂人が小さく呟く。火は名刺を灰にしながらみるみる燃え上がり、私の指を焦こがした。

「いやです、皇賀機長！」

　叫さけびながら火に向かって手を伸ばした桂人から、名刺を遠ざける。　>>>♥

　桂人は何かに取り憑つかれたかのように席を立ち、テーブルを回り込んで私に駆かけ寄った。

「返してください！　それは、私の……！」

　私の指の中で、最後の紙片が灰になる。

　桂人は、手を伸ばし、必死の形相でその灰を摑つかんだ。

　名刺の形をしていた灰はサラリと崩くずれ、ただの黒い粉になって砂浜に散った。

「……あ……」

　桂人は、灰が風に散るのを目で追い、それから何かに堪たえかねたようにいきなり涙を零こぼした。

　その涙を見た瞬間、私の中の何かがプツリと音を立てて切れた。

　その華きや奢しやな腕うでを摑み、そのまま乱暴にその身体を引き寄せる。

「愛してる、桂人」

　驚いたように目を見開く彼を抱き寄よせ、そのまま一方的にその唇くちびるを奪うばう。

　無理やりの口づけに、桂人は本気で抵てい抗こうした。私の唇に歯を立て、そのまま嚙かみ切った。

　一いつ瞬しゆんたじろいだその瞬間に、彼は私の身体を押しのけ、平手で私の頰ほおを強く打った。

「私は二度と誰かを愛することはありません。もし誰かを愛することができたとしても……」

　私を睨にらみ上げた彼の目には、憎にくしみに近い激しい光が燃えていた。

「……あなただけは、愛さない」

　焦がされた指より、血を流す唇より、打たれた頰より……その言葉が痛かった。







　　　　藤崎空　６







　オレは、手紙を入れたあの荷物を、宅配便にして沼田に向けて発送した。

　そして、念のため、三週間ほどチームを抜ぬけて北ほく欧おう便のフライト・チームに加わることにした。

　訓練所で一いつ緒しよだった同期生や前に一緒のチームにいた先せん輩ぱいと再会するのは、すごく嬉うれしい驚きだったし、だからチームになじむのはすぐで、仕事はすべて順調にいった。

　アメリカ便の担当をしている限り、プライベートでないとなかなか行く機会のない、北欧諸国への長期フライトは、珍しくてすごく楽しかった。

　オレのステイ先は、ヘルシンキ、ストックホルム、オスロ。

　北ヨーロッパチームのメンバーは、気さくで、お酒に強くて、オフには飲みに誘さそってくれた。

　そのチームの機長は、皇賀機長より年上のベテランだったけど、伝説の皇賀機長をめちゃくちゃ尊敬していた。

『皇賀機長からの大事な預かりモノだから』と気を遣つかって、オレを一人部屋にしてくれるのはいいんだけど……夜、部屋に入るとホームシックになりそうで。

　だけど、アメリカ便のメンバーたちは、オレのオフの日を調べて、しょっちゅう連れん絡らくを入れてくれていた。

　沼田はうちのチームが担当する便に乗り込み、『藤崎くんを呼んでくれ』を連発したらしい。

　でも、十日もしないうちに沼田はぷっつりと姿を見せなくなった。

　今はどの空港でも見かけないし、予約も入っていないと聞いて、オレは本気でホッとした。

　そして。みんなからの電話とは別に、寝ねる時間間際にかけてくるのが九條だった。

　オレの、『愛してる』って言葉に、面と向かった時の九條はすごくドライだった。

　でも、電話越ごしだと、彼の息いき遣づかいや沈ちん黙もくの長さがはっきり解わかる。

　彼は、オレが、『愛してる』と言うと、照れたように一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくする。

　オレが、『抱いて』って言うと、ドキドキしたかのように呼吸を乱す。

　オレが、『早くおまえに会いたい』と言った時には、彼は真しん剣けんな声で、『私も会いたいです』と答えてくれた。それは、電話越しにもかかわらず、なんだかすごくセクシーな声で。

　慌あわてて、『からかう先輩がいないとつまらないですし』とか言ってたけど、それは付け足しただけだって解る。だって、彼は本心じゃないことを言う時には少し早口になるから。

　オレは、少なくとも嫌きらわれてはいないんだ、と嬉しくなり、そして電話とはいえ九條とたくさん話せることの幸せを嚙みしめた。

　そして、三週間後。

　アメリカ便チームのメンバーや、兄ちゃんたちへのおみやげを山ほど買って、久しぶりに日本に帰ると、成田空港にあるオレのメールボックスには、さまざまなおみやげが溢あふれていた。

　高価なものはもちろんないけど、オレを元気づけるかのような、小さくて笑える品々。

　それは、アメリカ便チームのみんなが、成田に到とう着ちやくするたびに入れていってくれたもの。

　迷めい惑わくをかけたことが後ろめたかったオレは、その配はい慮りよに感動してちょっと泣いた。

　そしてオレは、やっとまたアメリカ便チームと合流することになった。

　九條はその日、電車でわざわざオレの家まで迎むかえに来てくれた。

『登校拒きよ否ひの生徒を迎えに来た学級委員長の気分です』とか真面目まじめに言うから、オレは思わず笑ってしまって。

　通い慣れた道のりなのに、九條と一緒に成田エクスプレスに乗り込むのは、二人だけで秘密の旅行に出かけるみたいで……なんだか妙みようにドキドキした。

　……ホントに、プライベートで、二人だけでどこかに行けたらいいのに。

　オレはうっとりと想像してから、知ってるメンバーに目もく撃げきされたらからかわれそう、と思う。

　……その時は、アメリカーナ・エアじゃなくて、別の会社の飛行機にしなきゃ！

　ニューヨーク行きの乗客名めい簿ぼに、沼田の名前はなかった。

　オレは、ミーティングルームで、メンバーたちの大おお騒さわぎの喝かつ采さいに歓かん迎げいされた。

　オレは久しぶりのみんなとの、そして九條とのフライトに、心を弾はずませた。

　今回こそ、沼田が本当に諦あきらめてくれたような気がしていた。

　オレの心で、いつまでもジクジクと疼うずいていた古い傷。

　それが、ふわりと消えてしまったような気がする。

　……ああ、あの嫌いやな思い出さえなければ、こんなに毎日は楽しいんだ。

　……そして……。

　オレは、ミーティングルームで、隣となりに立つ九條を横目で見上げながら思う。

　……こんな楽しい気分になれるのは、九條が一緒にいてくれるせいでもあるんだ……。

　きっと九條が一緒にいてくれなかったら、沼田に手紙を出すことなんかできなかった。

　今回のことで、口では冷たいことばかり言う九條が、どんなに優やさしくて、どんなにオレのことを気き遣づかってくれているかが、よく解ってしまった。

　……なんだか、ますます好きになっちゃったよ……。

　だって、隣に立ってるだけで、こんなにドキドキしちゃうんだもんね。




　　　　◆




　オレの弾んだ気分に水を差すように、気流は荒あれていた。

　気密窓から見下ろせる夜の雲は、黒に近い濃こい灰色。

　時折、中に青白い稲いな妻ずまが走っているのが見える。

　雲の下では、きっと横なぐりの雨が吹ふきすさんでいるだろう。

　飛行機は激しく揺ゆれ、気分が悪くなるお客様が続出していた。

　オレたちは、酔よい止めの薬を用意したり、足りなくなった毛布の予備を探したりして、担当ゾーンに関係なく機内の通路を走り回っていた。

　五十歳くらいの欧おう米べい人の男のお客様が声をかけてきたのは、後約一時間で、ニューヨーク・ケネディ空港に到着する、という頃ころだった。

「母がトイレから出て来ないんです！　返事もないし、中で倒たおれているかもしれません！」

　その言葉に、オレはサアッと青ざめる。

　この人の年ねん齡れいから考えると、お母様は若くて七十歳くらい？　もっと高齢かも？

　揺れは激しくなり、シートのヘッドレストに摑つかまって身体からだを支えないとよろけそうな状態だ。

　早くしないと、もっと揺れが激しくなって、シートベルト着用サインが出るだろう。

　それを無視して歩き回るのはすごく危険だし、後三十分もすれば飛行機は着陸態勢に入る。

　……その前に、この人のお母様を助けなきゃ……！

『油断はできない、何か変わったことがあったらすぐに知らせてください』って九條に言われてたのを思いだす。

　慌てて振ふり向くけど、九條はだいぶ離はなれたところで、パニック状態のお母さんを叱しかりながら、子供に薬を飲ませているところだった。

　……あそこまで行くのに時間がかかる！

　なかなかないような飛行機の揺れと、この緊きん急きゆう事態。オレは怯おびえていて、本当は九條に助けを求めたかった。けど、あえて彼に背を向けて、

　……九條に甘えちゃいけない！　この人のお母様を一刻も早く助けなきゃ……！

　パニックになったら、キャビン・アテンダント失格だ。オレは深呼吸してから、

「お母様は、何か持病は？」

「心臓が弱くて、いつも薬を飲んでいるんです！　もしかしたら発作が起きたのかも……」

「その薬は、お母様が持っていらっしゃるのですか？」

「薬はここにあります。もし発作だとしたら、一刻も早く、母に飲ませないと……」

　彼はオレを一番後ろのラバトリーまで連れていった。ほかのラバトリーには列ができていたけど、ここには待っているお客様はいない。

「お客様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　言いながら、男性が教えてくれたドアを叩たたく。返答はなく、耳をドアにつけると、誰かが低く呻うめいているような声が聞こえる。

　ドアの表示は、赤で『ＯＣＣ使ＵＰＩ用ＥＤ中』。中から鍵かぎがかかってる。

　飛行機のトイレのドアには仕し掛かけがあって、こういう非常事態にはクルーが覗ドア・きスコ窓ープから中の様子を確認し、外から鍵を外せるようにできている。

　オレはドアを操作して小さなドア・スコープから中を確認する。けど、誰も見えない。

　……ということは、発作を起こして床ゆかに倒れてる……！

「すみません！　外からドアの鍵を開けます！　いいですね？」

　耳をつけると、中から承しよう諾だくを意味するような呻き。

　オレは外から操作してドアの鍵を開け、失礼します！　と言ってドアを開いて……。

　ドン！

　後ろからいきなり乱暴に背中を押される。予測しなかった衝しよう撃げきに、個室の中に倒れ込む。

「うわっ！」

　病気のお客様の上に倒れちゃう！　と、どこかに摑まろうとしたオレの身体は、そのまま何か大きなモノに抱だき込まれる。

　視界が真っ暗になり、身体を拘こう束そくされて、オレには何が起きたのか理解できない。

　ドアが外から閉まり、頭の上で、カシャ、と鍵のかけられる音。

「……やっと戻もどってきたね、藤崎くん……」

　聞き憶おぼえのある声に、オレはそのままの格好で硬こう直ちよくする。

「……私から逃にげるなんて、不可能なんだよ」

　オレは怯えながら、恐おそる恐る顔を上げる。

　狭せまい個室の中、オレを抱きしめていたのは……沼田だった。

　……噓うそだ……どうして……？

「……愛しているんだ。どうしてわかってくれないんだ、藤崎くん」

　見下ろしてきた沼田の、狂きよう気きをはらんだ目に、オレは本気で怯えた。

　沼田は、自分はこの一年間で変わったって言ったけど、それは噓だ。

　彼の目は、オレを襲おそったあの時とまったく変わっていなくて。

　オレの腕うでを摑むその暴力的な力も、あの時と同じ……。

「……あ……！」

　心の底から、あの時の記き憶おくと、少しだけ薄うすれていたあの怯えが、嵐あらしの雲のように湧わき上がる。

「……私に抱かれるんだ、藤崎くん」

　彼が、オレの耳元で囁ささやく。オレはあまりの怖こわさに座り込みそうになるけど……。

　……オレは、一年前とは違ちがう。優やさしいメンバーや、九條に囲まれて強くなったんだ……。

　オレは勇気を振り絞しぼって、強く彼を睨にらみ上げ、

「キャビン・アテンダントのコールボタンを押します。誰かが助けに来てくれるはずです。その後で、飛行機の保安要員にあなたの身み柄がらを引き渡わたします」

　彼は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように黙だまり……それからフッと笑って、

「強くなったね、藤崎くん。そしてますます綺き麗れいになった。うんと楽しめそうだよ」

　オレは答えず、コールボタンに手を伸のばす。彼はオレの手首をがっしりと握にぎって、

「それはやめておいた方がいい。……この飛行機を、無事に目的地に着かせたいのならね」

　彼の言葉に、オレは耳を疑った。

「……え？」

　彼はにやりと笑い洗面台に置いてある小型のモバイル・コンピュータを示す。オレは、そのコンピュータから、赤や青をした細い導線が何本も出ていることに気づく。

　まるで、映画とかで見る、時限爆ばく弾だんみたいな……？

　……時限……爆弾……？

　オレは、脳裏をよぎったその言葉に、一気に青ざめる。

「爆弾マニアというのは、世界中、どこにでもいるものでね。しかも彼らの永遠の課題は、飛行機に持ち込め、しかも破は壊かい力のある爆弾だ。いろいろな試作品が作られているんだよ」

　彼は楽しそうに笑い、

「見慣れない機械を持ち込もうとしたら、荷物検査で捕つかまる。だが、精密機械のわりにはチェックの甘いものがある。それがコレだ」

　彼は得意げにコンピュータを持ち上げ、

「荷物検査で捕まらず、精密な時限装置を使用でき、しかも破壊力の大きな新型プラスティック爆弾を爆ばく破はに十分な量だけ詰つめることができる」

「……うそだ……」

　オレの声は、あまりのショックにかすれてしまっていた。彼はにっこりと笑い、

「まあ、信じなくてもオッケーだけれどね。もしこれが本物だとしたら、この飛行機は、無事にケネディ空港には到とう着ちやくできないよ」

　彼の目は、尋じん常じようじゃない。そしてその自信たっぷりな態度。

　……もしかして……。

　膝ひざがガクガクと震ふるえだすのを感じる。

　……本物、かも……？　>>>♥

「君は、沼田という名前が乗客名めい簿ぼに載のったら自分はその機には乗務しない。そうやって、私を避さけていたんだろう？」

　彼はオレを真っ直ぐ睨み付けながら言う。オレは青ざめながら、

「……なんで……それを……？」

「やはりそうか。だからこの間会ったきり、君に一度も会えなかったんだな」

「……あ……」

「しばらく姿を見せなかった私が、どうしてこの便に君が乗るとわかったのか、知りたい？」

　彼は、硬直するオレの顔を覗き込んで、

「私が知り合ったコンピュータ・マニア仲間には、当然ハッカーもいる。外にいた彼もそうだ。警備の厳しいエアラインのコンピュータに侵しん入にゆうして乗客名簿を改かい竄ざんするほどの腕はないが、オフィスのコンピュータに細工をして、キャビン・アテンダントのスケジュールを覗き見するくらいのことはできる。最初は君が私を避けているのが信じられなくて、君を捜さがして何度も飛行機に乗ってしまった。だが、彼にハッキングを頼たのんだら、すべてがわかったよ」

　沼田はその顔に楽しそうな、でもすごく凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべて、

「君はこの三週間、私から逃げるために北ほく欧おうにいた。ヘルシンキ、ストックホルム、オスロ」

　ステイ先の都市まで言い当てられて、オレは呆ぼう然ぜんとする。

「そんなにまでして私を避けるなんて。私は君を心から愛しているが、それ以上にとても憎にくくなったよ。一いつ緒しよに心中してしまいたいほど、ね」

　沼田は、オレの手首を折れそうなほどの力で摑つかみ上げる。オレはあまりの痛みに悲鳴を上げそうになり、慌あわてて唇くちびるを嚙かむ。

　……爆弾らしきものが持ち込まれてるなんて知ったら、乗客はパニックになってしまう。

　……大おお騒さわぎにならないように、なんとかしないと……！

「ところで……」

　彼はふいに楽しそうな顔になって、

「今回の乗客名簿には、『沼田』の名前はなかったはずだ。なのになぜ私がここにいるのか、わかるかな？」

「……どうして……？」

「これを見たことがあるかな？　とても珍めずらしいモノだ。恥はずかしがり屋の君のことだから、こんなことになるんじゃないかと思って頼んでおいてよかった」

　彼はスーツの胸ポケットから、日本のパスポートを出す。写真の貼はられたページを開き、こっちに向けられる。写真は沼田本人のものだ。

　オレは一いつ瞬しゆん、どこが珍しいんだろう？　と思い、それから……、

「……あ……！」

『沼田康志』になっているべき彼の氏名の欄らんには……、

「……『藤崎康志』……？」

「無断で君の名字を拝借してしまってすまない。いろいろ考えたんだが、やはりこの名字が私には一番魅み力りよく的でね。まあ、正式に結けつ婚こん……この場合は養よう子し縁えん組ぐみか……する時には君の方が沼田姓せいを名乗ることになるのかな？」

　彼の楽しげな声に、オレは本気で怯おびえた。

　……なんてことを……。

　……それに……。

「それって……偽ぎ造ぞうパスポート……」

「ご名答。日本にいたのでは、なかなか見ることはできないだろう？」

　彼はパスポートをぱらぱらとめくり、

「本当にできがいい。そのかわり、なかなか高い買い物だったんだよ。日本国のパスポートは利用価値も高いから、値段もふっかけられる。まあ、私は金だけはいくらでもあるし、君の乗務する飛行機に乗るためだと思えば、ちっとも高くはないけれどね」

「オレがいる飛行機に乗るため……だけに……？」

「そう。私にとっては、君がすべてだからね」

　彼の言葉に、オレは自分の考えの甘さを今さらながら思い知る。

　彼はただオレにしつこくしているだけのストーカーじゃなくて、もっと危険な……？

「私はこの一年間、アメリカのド田舎にある父の別べつ荘そうにほとんど幽ゆう閉へい状態だった。かかりつけの精神科医に『療りよう養ようが必要』と言われてね。そこで私は、ずっとずっと、自分をこんなふうにした君に思い知らせる方法を考えていた。君が私の前にひざまずき、私を拒こばんだことに対する赦ゆるしを乞こい、本当は愛していると言ってくれる日をずっとずっと夢見ていたんだよ」

「……そんな……」

　オレが彼を必死で忘れようとしていた間、彼がオレのことを考えていたと思うだけで、身体からだに寒気が走る。

「私はあの陰いん鬱うつな屋や敷しきの中からコンピュータを使って世界中を旅し、パスポートと爆弾を作ってくれるだけの職人をずっと探していた。そして最高の品を手に入れた」

　彼は、洗面台に置かれたモバイル・コンピュータを軽く叩たたいてみせて、

「最高の偽造パスポートを見せてあげたんだ。これが本物だというのも信じてくれるかな？」

　……本物だ……きっと……。

　……妄もう執しゆうにとりつかれたこの男は、きっと、そのくらいのことはする……。

　オレの心の中に、不ふ吉きつな確信が黒く広がっていく。

「……藤崎くん……」

　彼は囁ささやくように言いながら、オレの顔を覗のぞき込んで、

「……ジラしにジラして、私に、こんなことまでさせるなんて。本当にひどい子だ……」

　……そんな……。

　……この一年間、何回お前の夢を見て、怯えながら飛び起きたことか……。

　彼はその生あたたかい手でオレの顎あごを摑んで顔を上げさせ、

「私たちが出会ったのは運命だ。君は、私のものになるために生まれてきたんだよ」

　……違ちがう……オレは、九條と……！

　オレは心の中で叫さけぶけど、もう身体は動かなくて。

　……オレが抵てい抗こうしたら、彼は本当に爆弾を爆ばく発はつさせてしまうかもしれない……。

「……ぬ、沼田……さん……」

　オレは、かすれる声で、

「……その爆弾って、別に起き爆ばく装置があるんですよね？　それはどこに……？」

「起爆装置はない。もう爆破時間はセットしてあるからね」

「……うそ……」

「本当だよ。私が停止パスワードを打ち込んで止めない限り、この飛行機はケネディ空港の上空で爆発することになる」

　燃え上がり、墜つい落らくする飛行機の映像が脳裏をよぎり、オレの身体に激しい怯えが走った。

　沼田は、オレがガクガクと震えているのに気づいたのか、すごく嬉うれしそうに笑い、

「それを止める方法は、ただ一つ。とても簡単なことだよ」

　沼田はオレの身体を乱暴に引き寄せ、息が止まりそうになるほど強く抱だきしめる。

「私に抱かれるんだ、藤崎くん」

「……そ……それなら、この飛行機がニューヨークに到とう着ちやくした後でも……」

　オレの首筋に、彼が生あたたかい唇を押しつける。嫌けん悪おに呻うめいたオレに、

「だめだ。飛行機の中で、この制服のままの君を抱くことを、一年間、ずっと夢見てきた」

　背筋が寒くなるようなうっとりした声で、

「あの男に中断されなければ、私たちは一年前にそうなっているはずだったんだ」

　彼の手が、オレの背中をゆっくりと撫なでている。

「一年前のあの時からやり直しだ。そうすれば虐しいたげられた私の一年間はなかったことになる。そのためには、ここで、君を抱かせてもらわなくては」

　彼の手がゆっくりと動き、オレの身体の前にまわってくる。

　制服のベストのボタンを開けられ、彼の手がワイシャツの上からオレの肌はだの上に当てられる。

「……心臓が、壊こわれそうなほどドキドキしている。怖こわいから？　それとも発情している？」

　彼は狂きよう気きを含ふくんだ声でクスクス笑い、

「……君も、本当は、こうなることを望んでいたんじゃないのかな？」

　スラックスのベルトに触ふれられて、オレは怯えに喘あえいだ。

　……イヤだ……この男に抱かれるなんて、どうしてもイヤだ……。

　それに、オレを抱いたからといって、この男が時限装置を止めてくれるとは限らない。

　むしろ、狂気に満ちたこの男は、望みを叶かなえたら、オレと心中しようとするような気がする。

　皇賀機長、有川さん、篠原さん、ラウさん、ほかのクルーの人たち、そしてお客様の命が。

　そして……大好きな九條の命までが……。

　飛行機は、絶望するオレの気持ちを表すように、乱気流の中を激しく揺ゆれ続ける。

　……神様、オレはどうなってもいい……。

　オレは目を閉じ、神に祈いのった。

　頰ほおを、とめどなく涙なみだが流れ落ちる。

　……みんなの命を、助けてください……。

　　　　　（『恋の翼２　ＡＲＲＩＶＡＬ』につづく）
















　　　　藤崎空







「二人きりでイタリア旅行だと？　そんなの許せるわけがないだろう？」

　大地兄さんが怒おこった声で言い、湯飲みをコタツの上に、ドン！　と勢いよく置く。

「なんだよそれ？　オレは女の子じゃないんだぞ！」

　オレが言い返すと、海兄さんもムッとした顔になる。

「たしかにおまえは男だけど、九條くんと付き合ってるんだよね。それなら同じことだ。……ともかく」

　二人は顔を見合わせ、そして声を合わせて言う。

「二人きりの旅行なんて、絶対に許さないぞ！」

　……ああ、信じられない……！

　ここは、東京にあるオレの生まれ育った家。ラーメン屋の奥。いつも家族が集まる茶の間だ。コタツの上には、フライトのお土産みやげであるマカダミアナッツのチョコと、兄さんがいれた渋しぶい日本茶の入った湯飲み茶ぢや碗わん、そしてイタリア旅行のパンフレット。

　来週から十日間、オレは休きゆう暇かを取った。そして恋こい人びとである九條高章とのイタリア旅行を計画していた。九條は最近一人暮らしを始めたけれど、兄さん達がうるさくてなかなか泊とまりには行けないし、フライト中のステイ先では同室になってもあまり落ち着いて抱だき合うことはできない。だから二人きりのイタリア旅行は、ちょっとしたハネムーンみたいになる予定だった。

　なのに。

「二人とも過保護すぎる！　オレもう子供じゃないんだからなっ！」

　オレは叫さけび、携けい帯たい電でん話わだけを摑つかんで家を飛び出した。

　商店街を歩くと、顔見知りのおじさんやおばさんがみんな声をかけてくれる。オレは挨あい拶さつを返しながらも人目に付かない路地に入って携帯のフラップを開き、九條の携帯の短縮ナンバーをプッシュする。呼び出し音が一つ鳴るか鳴らないかで、相手が電話に出る音がする。

「もしもし？　オレだけど」

『九條です。どうしました？』

　真面目まじめくさったクールな声は、いつも優ゆう秀しゆうな九條らしい。でもしょげている時には一いつ瞬しゆんでソレを見み抜ぬき、すぐに「どうしました？」って聞いてくれるところが……九條ってやっぱり優やさしいんだよね。

　オレはなんだかちょっとグチっぽくなりながらも兄さん達に反対された経緯いきさつを話し、それから憂ゆう鬱うつなため息をつく。

「兄さんたちには感謝してる。父さんの店を継ついでラーメン屋になって、オレをＣＡにまでしてくれたんだから。でも……」

　商店街を歩きながら、オレは九條に電話をしていた。

『でも？　どうしても素す直なおになれない？』

　彼の低い声を聞くだけで、なんだか泣きそうになる。

「だって二人きりのイタリア旅行、ずっと前からすごく楽しみにしていたんだ。長い休暇を取るために二人ともすごく頑がん張ばってスケジュール調整したし、そのためには仕事だってきちんとこなしてきたんだ。なのに、こんなことで中止になるなんて」

『まだ中止と決まったわけではありませんよ。私がお兄さんたちを説得します』

　きっぱりと言われたその言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

「それは嬉うれしいけどどうやって？　兄さんたちはめちゃくちゃブラコンだし、オレと九條が付き合ってることをもちろんよく思ってない。まあ……頭ごなしに反対されるほどとは思ってなかったんだけど……」

『とりあえずお宅に向かいます。四十分で着けると思いますので。……では後ほど』

　九條は言って、あっさりと電話を切る。彼はアメリカーナ・エアラインのＣＡのホープとも言える優秀な人材だし、いつでも必ず有言実行。いつもすごく頼たよりになるんだけど……。

　……本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうか……？




　　　　◆




「私と空さんは男同士とはいえ恋人です。その二人がプライベートの旅行をすることで、ご心配をなさるのはもっともだと思います」

　オレの家の茶の間。きちんとスーツを着た九條が、端たん正せいな姿で正座して言う。兄さん二人は九條がいきなりやってきたことに最初は気け圧おされていた。だけどすぐに「何を言われても許さないぞ」という姿勢になり、二人揃そろって腕うで組ぐみをして難しい顔をしている。

「私と空さんは、イタリアで、普ふ段だん勉強しているイタリア語がどれほど通じるかを確かめる予定です。そして美術館巡めぐり。二人ともルネサンス芸術にはとても興味がありますし」

「ルネサンス芸術？　そんなものに興味があるのか？　空は昔から絵は苦手だったよな？」

　驚いたように言う海兄さんに、オレは一応うなずいてみせる。

「自分が描かくのはもちろん無理だけど……美術史に詳くわしい九條から、いろいろなことを聞いたり本を見せてもらったりしてるうちに興味が湧わいてきた」

「へえ……ちょっと見直したなあ」

　海兄さんが言い、大地兄さんが、ほだされるな、という顔でチラリと睨にらむ。それから厳いかめしい顔で咳せき払ばらいをして、

「ともかく。いちおう交際だけは認めてはいるが、まだ正式に籍せきを入れたわけではない。そんな二人が婚こん前ぜん旅行をするなんて、許せるわけがない」

「戦前の頑がん固こ親おや父じじゃあるまいし！　それにオレ、女の子じゃないんだぜ？」

　思わず叫んで立ち上がろうとしたオレの腕うでを、九條がそっと摑んで止める。

「お兄さんのおっしゃることはもっともです、藤崎さん。今の発言は私たちの交際を本当に認め、いつかは二人が籍を入れることを考えてくださっているということ。私はとても嬉しいですよ」

　真っ直すぐに見上げられて、オレはドキリとする。

「そう……なの……？」

　思わず聞くと、大地兄さんは目をそらしたまま、だけど真面目な顔をしてうなずいてくれる。海兄さんがちょっと笑いながら、

「大地兄さんは、男同士の結けつ婚こん式はどうするのか、インターネットで調べたりしてるんだぞ。空は白のタキシードを着るのか、とか寂さびしそうに言ったりして」

「……本当に……？」

　その言葉に、オレの胸がジワリと熱くなる。両親の代わりにオレを育ててくれた兄さんたちは、やっぱりすごく優しくて……。

「そうだぞ、空。……だからこそ！」

　大地兄さんはオレと九條の顔を見比べながら、拳こぶしを握にぎりしめて言う。

「いくら男同士とはいえ、婚前交こう渉しようなんか、絶対に認めないぞ！」

「へっ？」

　兄さんが叫んだ言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとする。兄さんはそのごつい顔をわずかに赤くしながら、

「フライトの時ならともかく、二人きりでプライベートの旅行をすれば、気持ちにゆるみができてしまってもおかしくない。そして万が一にも何かの間ま違ちがいが起きたら……っ」

　兄さんはそれ以上言えずに、真っ赤になって頭を抱かかえてしまう。海兄さんが、やっぱりちょっと顔を赤くしながら言う。

「だから。おまえと九條くんがエッチしちゃうんじゃないかって、兄さんは心配してるわけだ。純情なおまえがそんなことをするとは、もちろん万が一にもないと思うんだが」

「……え……ええと……？」

　もちろん言わずもがなだけど、オレと九條はとっくの昔にエッチなことは経験済みだ。最初はロマンティックなホテルのスウィートでだったけど、最近はステイ先のホテルとかでも、声を殺して抱き合ったりしてしまう。

　……兄さんたちはオレと九條がプラトニックな関係だと信じているみたいだし、ストレートである兄さんたちにそんな話をするのはあまりにもショックが大きそうだから、もちろん今まで言わなかったけど。でも……今は旅行に行けるか行けないかの瀬せ戸と際ぎわ。非常事態だし……。

「いや、そんな心配しなくても……」

　とっくに最後までしてるよ、と言おうとしたオレを、九條がそっと止める。

「ご心配なさらなくても、旅行先のローマでは、別々の部屋を取ります」

　九條の口から出た言葉に、オレは度ど肝ぎもを抜ぬかれてしまう。

　……噓うそだろ？　二人のハネムーンなのに部屋二つ？

「もちろん、彼には指一本触ふれません。お約束します」

　……しかも、ハネムーンなのにエッチなし？

「本当か？」

　大地兄さんが嬉しそうに言い、九條がにっこりと微笑ほほえんでうなずく。

「男に二言はありません」

「そうかあ。ホッとしたよ。やっぱり君はいい男だなあ」

　大地兄さんは嬉しそうに言い、九條の手を両手をグッと握りしめる。

「それなら今夜は飲み明かそう！　新にい潟がたの親しん戚せきが送ってきた、いい日本酒があるんだ！」

「そうしよう、何かツマミを作るよ。ルネサンス芸術の話も聞きたいし！」

　海兄さんもやっとホッとしたように言って立ち上がり、台所に立つ。

　笑い合う三人の中で、オレだけが一人、呆然としていた。

　……せっかく行けるのは嬉しいけれど、エッチなしのハネムーンだって？

　九條は真面目まじめな男だから、こういう時に口から出任せを言ったりはしない。言ったからにはきっと部屋をきちんと二つ取り、オレにはきっと指一本触れないだろう。

　……信じられない！　なんなんだよ、それはっ？







　　　　九條高章







「……ア、ア……噓つき……」

　美しい指でシーツの上を強く摑つかんだ空が、蕩とろけそうに色っぽい声で囁ささやく。

「……兄さんたちに、指一本触れないって言ったくせに……」

「噓はついていませんよ」

　私は囁き返し、美しい形で反り返った彼の屹きつ立りつにキスをする。

「……ひ、ああ……っ」

「泊とまるのは同じ部屋ですが、いちおう部屋は二つ取りました。それにあなたの身体からだに指は触れていません。触れているのは、唇くちびると舌だけでしょう？」

　張りつめた先せん端たんをゆっくりと舐なめ上げてやると、彼はビクリと震ふるえて、スリットから先走りの蜜みつをトロトロと溢あふれさせる。

「……バカ……九條のスケベ野や郎ろう……」

　言葉は憎にくらしいが、こんなに甘い声で囁かれたらそれは愛の言葉にしか聞こえない。

　ここはローマ最高のホテルのスウィート。窓から差し込むのは金色の月の光。

　すべてを剝はぎ取られ、一糸まとわぬ姿でベッドに横たえられた私の愛いとおしい恋こい人びと。抱だき合えなかった時間の長さに比例して、彼はしどけなく、そしてこんなにも淫みだらになる。

「ほんの少し舐められただけで、こんなにたくさん蜜を垂らしまう人に……」

　私は舌を尖とがらせ、彼のスリットを舌先で辿たどる。

「……く……う……っ」

「スケベだなんて、言われたくはありませんね」

　囁いて、限界近く反り返っている彼の欲望の先端を、たっぷりと口に含ふくむ。

「……ひ……ダメ……！」

　そのまま舌を往復させるだけで、彼はビクビクッと激しく腰こしを震わせ……。

「……あ、ああーっ！」

　切なげな声と共に、私の口こう腔こうにたっぷりと欲望の蜜を迸ほとばしらせてしまう。とても甘く感じられるそれを私は一ひと滴しずくも余さずに飲み干し、仕上げにチュッと吸い上げてやる。

「……ひ、うぅ……っ」

　彼の欲望がビクッと震え、蜜の残りを溢れさせる。私は舌でそれを舐め取り、彼をさらに喘あえがせる。

「たくさん出しましたね。満足しましたか？」

　手の平で唇を拭ぬぐいながら身を起こすと、荒あらい息をついていた彼が、泣きそうな顔で見上げてくる。

「……そんなこと……」

「どうしました？　何か不満があるのならきちんと口にしないとわかりませんよ」

「おまえ、後こう輩はいのくせに、本当に生意気だっ」

　空はかすれた声で言い、それから頰ほおをバラ色に染めながら私から目をそらす。

「オレばっかり裸はだかにして、感じさせて、なのに自分はネクタイ一つ緩ゆるめてないし！」

「そんなに怒おこるということは、まだ満足していない？」

　私が見下ろすと、彼はその煌きらめく目で私をキッと睨にらみ上げてくる。

「そこだけ舐めて、強ごう引いんにイかされて……そんなんで満足するわけないだろっ！」

　シーツの上にさらされている、煌めくような裸ら体たい。彼の美しい形の屹立はまだ硬かたさを保ったままで切なく揺ゆれ、小さな乳ち首くびはバラ色に染まって誘さそうようにツンと尖っている。

　力が抜けて、しどけなく開かれた両りよう脚あし。その間にどんなに熱い部分が息づいているかを想像しただけで、欲望に目が眩くらみそうになる。

「では、どうされたいのですか？」

　私が聞くと、彼はブルッと身体を震わせる。頰をさらに赤くして、

「そんなこと、言えるわけが……」

「言えないのなら、このままにしますよ。いいんですか？」

　私は再び身を屈かがめ、言葉だけでさらに硬さを増しているその屹立に、フッと息を吹ふきかける。

「……ひ、ああ……ダメ……っ」

　彼は屹立をヒクリと揺らし、先端からまた透とう明めいな蜜を溢れさせる。

「……して……」

　彼の柔やわらかな唇から、切なげな囁きが漏もれた。

「……いつもみたいに、してくれよ……っ」

　彼の淫らで甘い懇こん願がんに、一気に理性が吹き飛びそうになる。

　……いけない。彼のお兄さんたちとの約束を破るところだった。

　私は必死で欲望を抑おさえ込み、彼の顔を覗のぞき込む。

「私はあなたに指一本触れられません。ですから……」

　私はベッドの上に胡座あぐらをかき、背中をヘッドボードにもたせかける。

「あなたからどうぞ」

「えっ？」

「私の腿ももを跨またいでください」

　彼は呆ぼう然ぜんとした顔で私を見つめ……それから理解したようにカアッと赤くなる。

「そんなこと……」

「できないのなら、もっと恥はずかしい格好で誘っていただくことになりますが？」

「そんなの無理だ！」

「では言うことを聞いてください、藤崎さん」

　私が命じると、彼は頰を染め、両手で脚あしの間を隠かくして起き上がる。それから泣きそうな顔で私を睨んだままおずおずと移動し、私の腿の間を跨いで膝ひざ立ちになる。彼のバラ色に尖った乳首がまるで誘ゆう惑わくするように私の顔のすぐそばにある。フワリと芳かぐわしい彼の香かおりが鼻び孔こうをくすぐり、私の理性をかすませる。

「……九條、やっぱり無理……アアッ！」

　言いかけた彼の言葉を遮さえぎるようにして、乳首にキスをしてやる。舌先で舐め上げ、唇で吸い上げ、先端をそっと甘あま嚙がみしてやると、空はすべてを忘れたように激しく喘ぐ。そして、やめないで、というように私の頭を抱き締しめる。

「……九條……乳首、ダメ……アアッ！」

　彼は甘く喘ぎ、たまらなげに身体を震わせる。私は彼の乳首を舌先で愛あい撫ぶしてやりながら、自分のスラックスの前をくつろげる。

「空、ゆっくりと腰を下ろして」

　敬語をやめ、わざと名前で呼んでやる。それだけで彼は小さく喘いで、ゆっくりと腰を落としてくる。

「……アッ！」

　蕩けそうに熱く柔らかな蕾つぼみが、私の反り返った屹立の先端に当たる。その淫らな感かん触しよくに我を忘れてグッと下から突つき上げると、彼は怯おびえたように腰を引いてしまう。

「……ダメ、そんな大きいの、いきなり無理……」

「それなら、そこの包みを取ってください」

　空は不思議そうな顔で手を伸のばし、私が指さした紙包みを取ってくれる。私はそこからオリーブオイルの小こ瓶びんを出し、その蓋ふたを開ける。空は驚おどろいた顔で、

「それって、兄さんたちへのお土産みやげじゃなかったの？」

「お土産でしたが、また買えばいいでしょう。今は別のことに」

　私はオリーブオイルを手のひらに垂らし、それを自分の屹立にたっぷりと塗ぬりつける。チュプッという淫らな音が立ち、空が頰を真っ赤に染める。

「うわ、何してるんだよっ？」

「これくらい滑すべれば、一つになれるでしょう。……おいで、空」

　サイドテーブルに瓶びんを置いた私は、彼を見つめて低く囁ささやく。彼は小さく息を吞のみ、それからゆっくりと腰を落としてくる。

「……アッ！」

　ヌルヌルになった私の屹きつ立りつが、彼の蕾に押し当てられる。

「もっと落として」

　彼は恥ずかしげに喘ぎながらも、さらにゆっくりと腰を落としてくる。クチュッと濡ぬれた音がして彼の蕾の入り口が私を飲み込んでいく。

「……んん、苦しい……もうダメ……」

「まだ大だい丈じよう夫ぶ。もっとだ、空」

　囁くと、彼は泣きそうな顔で息を吞み、それからさらに腰を下ろす。

「……アアッ！」

　たまらなくなって下から突き上げてやると、空は切ない喘ぎ声を上げ……しかしそのまま私を深く受け入れていく。

「……ああ、愛してる、九條……！」

　私はすべてを忘れ、彼の甘かん美びな蕾を貪むさぼる。彼は甘い声を上げて私にすがりつき、そしてその美しい屹立から白い蜜みつを迸ほとばしらせた。

「愛してるよ、空」

　私は囁き、彼の甘美な締め上げを味わいながらその蕾の最さい奥おうに欲望を撃うち込んだ。

　彼は煌めく快楽の涙なみだを振ふり零こぼし、彼はその身体からだで私のすべてを受け止めてくれる。

　ああ、私の恋こい人びとは、こんなに美しく、そしてこんなにも色っぽい。







　あとがき







　こんにちは、水上ルイです！　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとう！


　今回の『恋の翼 DEPARTURE』は獰どう猛もうな機長・皇賀＆美人の副操縦士・有川、クールな新人ＣＡの九條＆やんちゃな先せん輩ぱいＣＡ・空という二組のカップルが登場するエアラインものです。水上の本にしては珍めずらしい続き物で、全三巻。今回のお話は二巻に続いております（三巻は読みきりですよ）。角川書店さんより『恋の翼２ ARRIVAL』『恋の翼３ FAIR WIND』も連続で発刊されますので、そちら共々よろしくお願いいたします！（ＣＭ・笑）



　水上の本を昔から読んでくださっている方の中には、「あれかあ！」と懐なつかしく思い出してくださる方もいるかも？（覚えていてくれた皆みな様さまありがとう！）　これは以前、リーフ出版さんから発刊されたノベルズ『恋の翼』シリーズ全三巻の文庫化です。実は皇賀×有川、九條×空の四人は、水上の公式サイトの人気投票で、某ぼうＪＤや某船長と並んで未いまだに上位に入り続ける偉えらいキャラ（笑）。当時エアラインの乗務員だった（今は訓練所の教官です）水上姉＆兄にいろいろ取材して書いた思い出もあり、個人的にも思い入れの深いシリーズでした。リーフ出版さんの倒とう産さんで絶版となってとても残念だったのですが、おかげさまで今回、文庫化が決定しました。復刊のお話をくださった角川書店さん、ご協力くださった如月弘鷹先生、そしてたくさんの復刊リクエストをくださった皆様、本当にありがとうございました！

　今回の文庫化にあたり、九條と空のＣＡコンビのショートノベルズ（十ページ以上あるのでそんなに短くないですが・笑）を書き足してみました。『恋の翼２』の後のお話となっておりますので、「ちょっとのネタばれもイヤ！」という方は『恋の翼２』を読んでからどうぞ。

　当時のノベルズを見返してみたら、発刊は二〇〇一年五月。デビューして四年とちょっと、二十七冊＆二十八冊目の本だったのですね。おかげさまで現在はデビュー十三年目、もうすぐ百冊目の本が出そうです。今まで頑がん張ばってこられたのも、出版社の皆様、イラストの先生方、そして応おう援えんしてくださる読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　如月弘鷹先生。ご一いつ緒しよできて本当に光栄でした。そして今回、イラストの使用許可をどうもありがとうございました。改めて見返してみて、描えがいていただいた皇賀機長や九條の格好よさ、有川の美び麗れいさ、空の可愛かわいさにうっとりしました。何か機会がありましたら、いつかまたご一緒できればとても嬉うれしいです！

　ＴＡＲＯ。ＴＡＲＯは当時とまったく変わらず（笑）。またどっかに行きましょ～！　その時にはにゃんこ二匹ひきのためにペットシッターさんを雇やとわねば（汗＆笑）。

　元リーフ出版リーフノベルズ編集担当、Ｕ澤様。当時は本当にお世話になりました。たくさんのアドバイスやリクエストをありがとうございました。あの頃ころ、上下巻同月発売という大きな企き画かくで執しつ筆ぴつも実はたいへんだったのですが（汗）、おかげさまで本当に楽しく書かせていただきました。本当ならここで「どうしていらっしゃいますか？」と書くところですが……昨夜ももんじゃ屋形船でご一緒していたような（笑）。未だに仲良くしていただけるというのは、作家として本当に光栄なことです（涙）。これからもお互たがいに頑張りましょうね。

　角川書店ルビー文庫編集担当、Ａ澤様。今回は文庫化のお話を本当にありがとうございました。個人的に思い入れの深い作品でしたのでお話をいただいた時にはとても嬉しかったです。ショートも頑張って書いてみました（笑）。文庫化とはいえ細かい改かい稿こうやデザイン変へん更こうがあり、いろいろとお手数をおかけしました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。


　十二月から四月まで、ルビー文庫さんにて水上の本が五冊連続発刊となります。全員サービスなどもありますのでチェックのほうよろしくお願いします（『恋の翼２ ARRIVAL』『恋の翼３ FAIR WIND』もラインナップに入っておりますよ！）。



　今回の本のご感想、煩ぼん悩のうリクエストなど、気軽にいただけるととても嬉しいです。

　最後になりましたが、この本を読んでくれたあなたへ、どうもありがとうございました。

　またあなたにお会いできる日を、楽しみにしています。

　二〇〇八年　一月


水上　ルイ　　
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